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發刊のこ重ぱ

初めての系統的友指導費料として舷に“Scoutingの基本的解読，,

遂指蕊潜諸君に贈る。

Scoutingは闘えず前進してゐる。それは少年達が時代と共に且つ

毎lE1毎日進歩して行くのと全く同じである。指導の方法が此の進歩

に件は左ければそれは既に憤値ある指導では港い゜日本に於ける此

の運動が永い歴爽を持ち乍ら何年もの塞白の時を経て再發足逹した

今日、特に此の言葉一Scoutingは闘えず前進してゐる－を此の

書に添えたい。

此の費料を首めとして指導蒜のための理論的な手引書の發行が賞

技的な指導書と共に計護されてゐる。叉班長用や少年用のものはHリ
ロ､

の形式で)Ｉ寄來刊行される筈である。

本書の記述は主として理事岡本鰹一氏が之に當D、理事中野忠八

氏を始め中央事務局の専従指導者たちが之を補ったものである。
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まえがき

「そなえよ粥に」の標語おもち、三つの「ちかい」お心の源泉－－生活信條‘

－として、－１-二ヶ際の「おきて」お日滞の物さし－生活j3flii-とする

ポーイス。カウト（以下Ｂｏｓと記す）の、その訓育上の三大制鹿、（三大

方法）即ち、班制、進級、制度、技能章制度力澆至に施行され、Ｅ１つ、完全

に遂行されることによってのみボーイスカウト訓練（以下スカウテイングと

記す）の偉大にして崇高な月的が達成される。

そしてこの三つの大制度わ、個盈に澗立別存するものでなく、或わ単に相

關蓮していると云うものでもなく、贋に三位一鵬一打って一丸となってい

るもので、絶對不可分のものである。、診

班制わその麹艦であり、これに訓練プログラムとしての進級及技能章の二

制度お併せて一つの完全な教育方法とした＆のである。

故に班制わもとより重要なものであるが、蝿にそれだけでわグループワー

クの慨れたものＬ一つに過ぎないが、これに訓練のプログラムとして他の二

制度お併有ﾌﾞｰろから特異の存在となり、虞の粘韮お麹躯する次:1Ｆであって、

若し班制だけお職立重頑して他の二つ或わそのうちの一つでも、これお軽頑

してためにHIi行Itk態となったなら、切角の班HiUもその有つ数ﾌﾞ｣お發揚するこ

とわ困難であって、スカウテイソグの虞fH潴顯わすことわ出来ない。

因って銭に三大制度の憧際的考察お試み、その圓淵な俊施及び運用に便な

らしめ度いと念願して木謹I:お草し發刊する次第であって、こｉＬが指導に醤る

隊長の指針、手引となれば倖せである。

ｐ

９

ｉ

へ
Ⅳ
倣
恥
印
勺
。
⑭
－
６
－
日
利
一
尺
暖
〃



３

第一葦班制

班制わスヵウティングの根幹･班制の重要'性とローラシドフイリツプ

氏の言葉。兒意心理學がその基盤。兄群と班の人員数。餓鬼大將の善

ハル指導能力お基とする指導方法｡｡指導兇の育成。班制の本義と適否の…
Ｉ

資例。隊指導者倉。上級班長・班長。次長。誕名。班動物。班の標章。

班旗。班別章。班呼。班記雛･班精iiMl・班標語。班善行。班競技゜ヱカ

ウトのゲームに就て゜班行脚。班倉談･班記録と班報告･班野瞥ｏ班の

クラブ室･班意識の弧調と鉦制敷育の目的。班の傅統・班長班。班訪問

班制わスカウテイングの遡難黙であって、この制度お輕覗したり、或わその

運用が不適當であるとＢｏｓ教育運動わ成り立たない。

Ｂｏｓ組織に於ける「班」わ少年お團艦jIiR職するｿﾋﾞﾀ式上、又わ、事；務的便

宜上の軍なる鑓位艦でなく、衝に有機的な存在一一一つの自活生命お有つも

のであって、この班制の意義お確憧にluRI量し、それに徹したものこそ最もよ

きＢ５Ｓ指導者である。

２１[制のかよる重要'性に就て、］〕。ｓ教育運動の發瀞１１Aであるイギリスの最

も(よきスカウトマスターで、スカウテイングの創始者ぺ〒ヂン･パウエル卿

から深く信頼されていたローランドプイリヅプ氏わ

〆班制わスカウテイングお導く一つの方法でわな<、たった一つ（オンリ

ーワン）の方法である」

と云った。然もこの言葉わその重要さおまったくよく云い表わした名言だ

と11上界中のＢｏｌｓ運動者から認められている。

それわ、この「班」が、兇童心理學に基礎お置いて、深い考察と同情の下

に勘索創始されたもので、このことわ、スカウテイソグお研究すれば、誰し

もよく認識し、納得する虚である。

子供わ群れお作る。それわ被難の本能（集團本能一徒黛本能）であって、

この群れ潴兒童心理駆け背わ「兒群」と名付けている。そしてこの蒲Lの人員
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－畳一

戯にわ自ら限度がある｡1人爲的に例えばＷＨ力著が殿しい命令おH1して十ｲ,n
人若しくわ数十人の群ｲLお作らしても、それわ一時ｶｳな形而上の群れであっ
て、彼等の本能に基く欲求からの群れでわない。彼等の本能から出来とった

群れとわ、その欲求によって同氣相寄る徒灘的iil1間のグループのことであっ
て、これわ第三者が人爲的に作り或わ作らせたグループの到底及ばない腿ぃ

團結お有っている。この群れの人員数わ、子供の成長過程に於ける年齢的鍵

動があるが、大磯年少期（五､六歳から十二三歳位でわ五、六人であり、少

年期（十二、三歳から十七、八歳位）でわ七、八人である、青年期（－１一七、

八歳以上）になると反對に減って三、四人になる｡これお騏的に立證する蛆

のわⅢ學校に於て一學級五六十名の鐵上畢生お-つの駆位腿として扱った場

合、先生が號令で動かすとぎわそれが一つの群れとして行動するが、－慶び

側認となると今董'での一つの群れわ、数箇又わ-1-数箇の小さな群れに分裂し

てし憩う。しかもその小さな群れわ第三者に指岡されたものでもなければ、

要請されたものでもなく、彼等が本能の欲求に基いて目1打に、思い々為にか

たまって出来たものであり、その一群れのグループ人員わ年齢による差こそ

あるが太艦前述の通りであることお何ん人も認めるであろう。

因てＢｏｓ運動に於てわ、この兒童の心理お善用して

ウルプ・カブ（英國）カブ゜スカウト（米國）（年少期の７６の一流九歳か

ら浦十三歳）一班五、六人

ボーイ･スカウトし少年期--浦十二歳から減十八歳）一班七、八人

ローバー。スカウト（英國‘（青年期一満ＴＩ=七歳以｣二）一班四人以内

、筒米國にわローバースカウトわないがシニア。スカウトと云うものが

ある。併しこれわ戸一パースとわ大分i趣きが鐘ろ）

と規定し、班お鋤作らせるのである。．
、

次に彼等の本能に基く群れの筆画さわ只その人員JHjCが月然に限定されるだ

けでなく、その群ｵLの中にわ壯會性の善悪わ別として彼等の信頼する中心人
リーデングボーイ

物、即ち、餓鬼大將－指導兇と云うものがあいその統率の如何によ

！
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ってその群れが篭固にもなり弱腿にもなる。そしてその指導の如何によって

この群れが善い方へも進むし、悪い方にも進む。悪い方え向たいものが世間

で手を焼く不良少年群である。

人間一生のうち餓鬼大勝の下に在る時代の被感化力の大きなことわ、その

人のMfF來の半分わそこで左右されると見られてい為。

Ｂ・Ｓ運動わスカウテイングの単位魁に、前述④通りにし定「班」お作る
リーデングボーイ

から、この餓鬼大将i1iuおも瓦jに採り入ｵして、その班の指導兒－餓鬼大

鵬である「班長」お設ける。この班長にわその班の班員が信頼する班員お、

班員の選暴によって選任する。つまり彼等の餓鬼大将お、彼等の仲間の中か

ら彼等の手によって選ぶのである。

隊長わ､この班長およぐ指導して班員の指導わ班長にやらせる｡(Iii;縞志
騨甥瀦竺1W獺鰡繍縫腰繍轡鞠ら霧ら陰'）
そしてよき監督者でありよき協力者となる。

隊長わ轍に能力と同'情ある指導によって隊員お指導する責任と義務お有っ

ている・云い換えればこれわよき指導者としての擢利でもある。そしてその

指導能力の面に於てわ､教育學上教育者わその鯛旨導者三十名乃至三十五名、

多きち四-１~名お超してわ、被指導者の個性に印した教育わ出來ないとされて

いることに基いて、個性教育に重きお置くＢｏｓに於てわ八人の班員お有っ

班四箇即ち三十二人お限度として百パーセン１．に其の能力お發揮-.~るよう仕

組まれている。併しいかに筆能な隊長にしても、三十二人の全員お一率に直

接指導することわ時間及建間（場所）のさし支えと云うものがあるから容易

にわ出來ない。そこで１段長わ能う限りの時間空間お利用して班長だけお教育

する。繊な時間、小さな場所でも班長だけなら容易に訓練が出來ろ。l象全員

ぉ集めるとすれば比較的魔い場所も必要だし、集合に時間屯か上り、訓練に

も長い時間お要する。それに多くの人数だとそう度会一定の時間に集ること

にわ無理がある。さればと云って全員集合お求めず隊長が總當り式に隊員個

々に個人指導お行う時間わおそらくない。
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像長が指導するスカウテイングわ隊長自身先づ脇得し、次身と調査も厩
,究屯ｾﾞﾖｾﾞ催もしなければならないし、隊委員倉、1段幹部會えも出なければな

らぬ。そして一方に於てわ[駐長自身の家庭的，祗曾的生活があるから常時

専心指導仁か上ってわ居られないの力譜通である。

それに餓鬼大将システムわ飽くまでlil1間わ仲間の信頼ﾌﾞｰるものＬ責任に

於て、その手で指導される虚に敷果があるのだから、班長によってその班

員お指導させることわ－個LCD重要な意義お有っているし、そこ&に班制教育
の妙味がある。

隊長が;DIB長お通して指導Pする方法に二つの行き方がある。それわ挿霊の

ような組織のある隊であれば隊長わ上級班長一人お全班員の指導兇として

訓練する。その設けのない隊でわ各班長おU鼠t長が訓練する。上級､6長のあ

る場合わ上級､Z長が隊長から指導されたことお各班長に指導する。、

標準的隙組織
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「班制教育の主要目的わ１１１來るだけ多くの少年に彼等の性格お發揚せしむ

るために興の責任お課することにある。若し隊長が班長に疫際の椛利お奥

え多大の期待おかけ、仕事に自由お臭えれば彼わ少年の性格發揚と云う鮎

でわ多くの學校教育が從來行って来たよりも更に大なる成果お齋らすこと

になるのである」と、ペーデンパウール川わがｒＤ火のつどいの話のその

四の班制教育一戸パトロールシステムーデで述べている。よく翫味すぺを

言葉である６
モデル

右の何れの場合でも１１茶長が指導兇－先達一模fiiiスカウトーお育成

し、その育成されたものが仲間即ち班員おU茶長の協力と監督の下に指導し青
Ｉ口

成するのである。この方法わ従来の我國の青少年指鴻【方法とｵっ大差がある。

我國の從來のそれわ殆どl家長である指導者が全隊負お集合させて一齊に然も

￣率にこれお指導しようとした。これでわ個性教育も自發識:青も出来るもの

でわない。趣く庭命令と號令で詩込激青となってしもう、これとＢｏｓの行

き方わ全く趣きお異にしている。この熟わ特に重大なことであるから、これ

も'コーランドプイリツプ氏の記述した7Lのがあり、しかもその記述わ「班」

の木質お質によく物語っているから此虚にその謹文お鱒載する。

が
」

口

画一ランドフイリツプ氏の記述から

「三十人の少年鞠一ケ所に象め、好きなようにさせると忽ちその三十人わ

もつと小さなグループになって、何かごそごそと始める。これｵﾌﾞ子供の集

圃本能であり、･何と云ってもこればかりわどうすることも出來ない。

歸校の際、この餓鬼大勝お持つグループわ色々な遊びおやるが、たまた

ま餓鬼大船が失敗すると直ちに別に儀式ばった甑･おせずに餓鬼大將が代

る。この餓鬼大將おもつグループの行動ｵﾌ、何時も一心同魁になって行わ

れる。

これおＢｏＳが寂入れその憲人班として行動するのであるが、これの餓鬼

大將即ち班長。責任ある役目おもつ者お頭に細ての行動お共にするのであ

る。併し今度わ前に云ったような餓鬼大將でわな〈なり、理解ある大人の

指導によりスカウテイングお有力なものにし不鍵なものにするのである。

この少年のリー焚一おもつ班が一、二、三、四あって隊となるのであ

＃
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るｃとの班がスカウテイングの軍位魁であり、隊組織わ･皆お同騨にし朧督

者お奥え、そして父忠疫な者おつくり奉仕する機種お奥える。云い換えれ

ばl塚ｵﾌ便宜上班,こ分けたのでわないのである。逆に一つ二つなり、或わ三

つ、四つの班が集まって隊にたるのである。

スカウテイングの目的わよき公民おつくるた齢の人糀わ掴鑑である。し

かしこれと同時によき公民おつくるばかりでなく、

おつくることお弧調し度v､。キルパトヅクオフ『少‘

よきリーダー(先導者）

師
Ｉ

1M少年わ線脅し經鹸しなけれ

ばきれお蝿 と云った。それと同様に人おワー Ｐする

ｈ＿Ｚ‐様な少年おつくるにわ、それお練習する機愈お奥えてやらねばならぬ。そ

してこの班制がそのv､ろいろな練習の機念お奥えるならぼ、自分等の班お

こわすか或わ成功きせるかの責任お少年に奥えることにもたるから、皆に

その概念お臭えてやるのである。

戸）

班わ架しv､家庭でなければならぬ。勿論色為にスカウテイング上えわ隊

が各班お時計の如く皆同じように動かすの･わｖ、けな
一一

の枠があるが.、Ｉ塚長

い、各家庭が異るように各班も異るのが普通であり、それお無理になおす

のわ水のまだまだlliliる枝お折るのと同じことである。

班制のもう一つの特色わ大人の指導者の仕事お半減すると同時にもつと

右効なものにすることである。

隊長わ隊お自分の手足の如く好きなように動かすのでわな〈、隊長わ少

年1云莞謹讓寂!麺璽麺璽三玉癖ﾌﾞ看薑応である。と､理解出来るよ
うになったその時から隊長の仕事わ半減し、他にもつと有効になり念饗の

心配わな〈な、結索、急救法の指導も半減する。そして研究する時間が多

くなりスカウト一人々々お糖に見、班獅ナることが山來、迦絡お密にする

ことになる。叉との班制わ隊お永続させることになる。隊長がいなくても

集愈わ行われるし、立汲に指導が出来るのである。
－－

班制の主なる目的わぺ－デンパウエルリFIIが云ったように「少年達に責任

お移し隊長お樂にするために行うのでわな〈、たｗこれが人格掴養のため

に－称よい方法である」からこそやるのである。

隊が正しく班制おやってv､ゐかどうかおたしかめるIごわ、その隊の通用

振りお見ればよく判る。滋に数箇の例お撃げてこれお見ると

Ａ鯨の場合隊長わ生物學者であり隊員の多くが技能章お持って居りそ

れお誇りとしている。彼わ隊員に専門的知識のみをどんどん頭につめ込

凸
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ことがおろそかにされる○参、イキン且塗重i璽鹸｣-エ鍵塞る』むｃそして『

グもキヤムピングも皆學校の教室である。班長わた蟹名籍な名稲にしかす

ぎず、立案樅も灸貴任も隊長のみに制限される。そして(その隊員わ隊装が

いない時わ何等の練習も受けない子供達である。

Ｂ隊の場合隊長わ元軍人であった。彼わ非常に旗おもって軍隊行進や
教練おやりたがり集愈中ｵﾌ針が落ちても聴き〕反る位の靜さでお為。ハイキ
ングわ行進であり、キヤムピングわ天幕の上げ下ろしぽかり線脅し移動ば
かりする。訓練咄時計の如く手旗信號、急救iii､ばかりやり、班わ八人いな
ければその班わ減鮎される｡これわ八人いなければ班と見なさないからで

ある。そして△隊と同様に曇責任、立案樅、決定権わ隊長一人の１６のであ
り、班長わ隊長の教戒の手である。全く軍隊と同じである。

ｏ隊の場合技能章も持っている者も多く届るし、隊長わ集含その他の
場合もあ蚕、表え出ない。そして隊の發展わすばらし〈よい。隊長わたｒ
隊員のよき醗僑者であＵ、協力者である。集倉等わ曇員の好きな様に班長
]圦上の11,のがう゜ランしてやる。隊長の参加しないハイキングやキヤムピン

５

可
Ⅲ

各班員iﾕﾑｰﾆ』瞳ら二迄且父２２-二ｸﾞ等わ澤山行われ、どんどん進級して行く、

とわﾋﾟﾘ上二王=ﾛｰ童f錘j2J興仏､灘だ….Ｏ－
Ｔ１ｒｖ､經鹸者の曰く H班制が上手に

と、先づ安樂

以上＝隊のうちどれが－恭よいか？古い經験者の曰くｌ班制か上手に

行われているかどうかおためすのわ安樂椅子に座.ることだ－１と、先づ安樂
椅子お集愈所の隅に祇営集愈の初めから絵Dまでそれにぢつと心配なく＝
コニコして座っていることが出来れば脱し、出來なければまだ班制が楡底
していない隊である。

一.｜どんなことがあっても班が寧位であり、班が行動ﾂﾞｰﾍﾟ堂である。
ワーデイングポーイ

ニ、少‘Ｆ指導者お鑑成せよ

(⑲が微塵して初めて'…患。
上記の記述わ班制の本賛と、それが如何に重要なものであるか、そしてそ

の蓮醤についてまったくよく云ひ表わしている。

次に同一班内の班員の年齢であるが、これわ鱗b大差のあるのわ望まし<

ないがさりとて同年輩のものばかりわ却って取らない。つまりプラザーフヅ

ぞお發揮するにわ兄分弟分があって兄が弟を見ると云う立前お採る率が、班

が家庭的にもなるし、彼等お花の自己完成に都合がよいからである｡

Ｂ

Ｅ」

５１

コ

』」
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【班の組織】班わ班長と三ｋ長の各一名お持つ。次長わ班長の助手である。

そし上班の全員に常設的番號お付けて冠<か、或わDIIの仕蕪お全員で分擴す

るからその分婚した仕事の,係名稲おつける。

全員に番號お附ける場合わ、、､長わ一番スカウトであり、次長わ二番スカ

ウトである。以下八人の班なら八番スカウトまで各自に番號お附けるのであ

る。従って班の仕事おするとぎわ何番スカウトわ何に、何番スカウトわ何と

受持おきめる。班内の分掘した仕菖IJFで係名榊おつけるとぎわ記録係､倉i｢計係、

野瞥係Ⅲ用品管理係など云ふのである。

このどちらの場合もスカウ]弓の据當業務わなるべく同一人に長くそれおさ

せないで例えば三ケ月なり六ケ月で他の仕蔓|郭に代るようにすることが望ま

しい。そうすると誰でもが一度わそのtl劉矛おするからやがてわ託れそれがい

ないからその仁国iiiわ判らないとか、出来ないとか云；ことがなくなる。スカ

ウト自身にしても上手下手こそあｵ'一睡わ何んでもやれるし､彼自牙自分の

隠れた才能お發見することにもなる。

【隙指導者愈】これわ１段幹部會というてもよい（隊委員倉とわ別である）

隊行事の企劃や疫行の中核となるので、隊にとってわ心Ｉ厳に相醤するもので

ある。

こｵtわ後に述べる上級nDi長と班長で組織される年少幹ｉｉｆｉ班と、l園t長とで組

織されたもので、:各211のpH長、次長、上級班長、隊長‘副長が此の會議に出

席するが、愈議わ上ilZlZH長お議長とし、出席のnlI長が各一簡の票決擁お有

し、次長わ票Zlui』!:にわ加わらない。要するに各ulの意見わ共nh6長坏表示する

わけである。21K長が鉄席する場合その次長に代理させたとぎわ次長が票鋼魍

お持つ。

像編成の日が漢くて上級班長が議長として充分な働きの出来ない間わ、隊

長が議長となって議事進行Ｄ方法お指導するが、成る丈け早期に上級､圧長で

愈議お魍める橡にさせることが望ましい。

鰯旨導者會でわ上級班長が議長お充分勤めるようになれば１段長わ謹言する

剣

ロ

Ｆ可
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ことがあっても､票決に力Ⅱわらず､決議事項のよき助言者となればよい(き
わ最後の決裁雄お右するが、何噸でも所謂鹸後の断お下すと云うゆき方でな
く、常によき助言お奥えて最後の決裁お臭えた場合と同様な結果に導いてゆ

4蕊)副長わ各jM[の次長に票洲噸がないのと同様腫罎の補佐わするが票
決にわ加わらない。

隊指導者會でZjU定した事柄ｵﾌﾁﾞｲ班長が責任お以て自班お指導し、その質

施の住に』富ろのである。

こｵ〔等隊指導者の構成員たる上紙n1f長１班長、次長等の任務`性格に就いて

わ以下に順ろに述べたい。筒この外に隊附即ち、記録係、會計係．備品係等の

列席2つ差聞えない。

【上級班長】こｵ畷｡隊)ごおける指導上最も重要な地位の一つであって、年

少幹部班即ち班長班のuE長であり先任班長である。従ってその役目柄上級班

上級班琿長にわしっかりした性格のもので、スカウテイン
，グに拳Hf意お持ち、リーダーとしての能力の有る一

Ｃ

可

グに熱意お持ち、リーダーとしての龍力の有る一

級スカウトお営てる｡

上級班長の役に[わ､､［長に協力し､班長のｲ蕊お

援I功する。だから班お如何に蓮醤したら效果的で

あるか、班わどうしたらよりよくなるかお十分画：

解していなければならぬ。この黙から云えば]DBS長

ii1iMilimililil1mii聯：

鰯i繍鰄鮎（

l'iiiijlliml鰯鰍

として優秀な成績お有つものが一番良い上級､I長だと云える。 ／

上級班長お置くにわ‘畷幹部曾議・年少幹部お含む’に於て選出され，其

の任命わ隊長の推薦によりＩ陵委員倉か行う。

その任務わ隊のいろいろのプログラムお企謎したり．隊幹部會議（年少幹

部お含む）のi議長となること等で'塚のプログラムの良否の責任者でもある。

この場合、上級iBD&長わ少年であるから、隊員である少年全部の要求に添『ｊこ

うなプログラムお作ることお信帳が出來ろと期待されよう。

それから塚集會の責任者も上級､蕊であるから、鬚雪がいつも活溌である

ように運誉する義務も負うている。そして隊のキヤムプやぅ､イキング等の隊

□
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活動の責任者でもある。

その役1ｺと費劉圧から云って：上級nlf長わ|塚丙のどの班の様子屯大鴎織って

いなければならぬし、常に各班長お脚まして班の集會やハイキング、キヤン
ヘ

ピング等､Ｂｉに關‐jFることわ1,K長の力となってやるものである。

上級班長わ上級班長章お右腕に附ける。
劇

上級班長適任者のないのに形式的息或ｵﾌ鐡械的、事務上便宜からこれお
設けてわならぬ。

Ⅲ歎長わよくその適任者お養成してその役に就かせ、上手に之潴活用すれ

ば、責任感お鐙擁してその任務お遂行するとと瀦〈程のものがあることお
銘細され度v､。

次に訓練も隊長が釜隊員お同時に指導することわ}聯間的及び空間的に困

雌であ】、成果も翠らいが、上級班長一人に接ﾌﾞｰる臣とわ時間的及び空間
的制約が随分緩和されるから大した困難わない。因て上級班長お指導して

班長の指導わ上級班長腱きせ、上級班長に指導された班長わ各自々班の班
貝お指導する。少年わ少年の仲間の捕諜によって伸びてゆく。これわ餓鬼
大将制の自然性が大きな勤果お畢げるのである。

班貝お指導する餓鬼大勝（班長）わ他お指導する儲に反復日脅してその

指導お全きものにしようとする努力、責任感によって班長自身も育つので

ある。この場合隊長拘曇〈よき協力者でありよき磯'贋者であられば厳ら
ぬ･

班長章『醜長ｑ１ｍＲの脊仲悲下粥､スルニト】皇)『－，Y＿が｡＿＝9？

ハ

『
１

【班長】班の責任者であると共にリーダーであ

り、隊の年少幹部であり、餓鬼大將である。この

班長の人と成りの如何によって，その班がよく地

なり悪くもなる。1象長わしつかりplf長お掴んでい

て､これお善零‘し､訓練し援助することによってそ

の班員お完全に指導することが出来るのである。

班長の任務わ、隊の決定事頚や班會議の決定事

灘灘繍1iiW1i蝋

鱗i騨鱗i鱗!｛;！！ 「

頭お遂行する班の先導者で班の世話もし、隊幹部曾議に年少幹部として出席

する。そしてその班の先導者として最もよきモデルズカウトー模範一と

なり身お以て班員お導く先達である。そのために､､：長わil:I接隊長と接鯛する

｢。
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機愈お多く持ち､その指導されたことお反復純脅してこれお班員に施す｡その

間に於て彼自牙か練磨されて所謂人として大きく育成されてゆくのである。

、､長設置の方法わ、隊結成の営初又わ新uI編成の當初に於ける班の暇編成

時代わ、Iiき｛長が賢くてｎつ硬く、班丙の年長者であって従来の少年仲間の人

望もあり、指導能力もあると云ふ少年お適馴圧巻と厨して任命するが、班の本

編成に醤つては、班全員の選學によるお建前とする。班長の重要性力抄年達

に判ると彼等わその責任の下に信頼する者お選ぶ、選ばれて班長となったも

のが、何等かの理由で進級せずに他の正員が進級した場合一例えば全員

（班長も）が初級スカウ1-であったがそのうち一人でも（それ以上ならば勿

論）班長より先に二級スカウトに進級した場合一その地位わ鍵更される。

班長が班員おその責任の下に善導してゆく、つまり班長わ先達なの汚から、
白Ｐ

こんなことは殆どない、異例中の異例である。班長自身が二級，或は一級に

進級する能力がなくてわ、その班の班員の進級わ先づ固れない。その面から

見れば、全班員の進級が停滞している班わ班長が不適営なものであることお

示しているの芒ある。～

技能章についてわ、更らに高階級のスカウト（アメリカでわイーグルスカ

ウト、イギリスでわキングスカウト、日本でも雌てそれに齊しいもの力穀げ

られよう－戦前の日本スカウトにわ隼健児と云うものがあった）にわその

進級條件に特定の技能章何個お有することと云う費格條件が附されてい･ろ

が、一iilL以下にわそれわない、因て技能章わその制度の本質から云って班長

が有っていないものでも、班員が有つ場合わ多為あるからnll長蓑格に進級と

ｉ同様な考え方おする要わない。

,ulE長わその左腕に､E長章お附し、整列又濁班の野外行動のとぎわ幽杖の頭

部に211旗お附けてこれお持ち、粥設的班員番號によって呼ぶときわ一番スカ

ウトである。

【次長】これわ､Ⅱ長の助手であって、、i長に鞭故がある場合その代理藷す

る。これも設置方法わその班員全員の選翠による。併し班員一致の同意お得

；

⑧

］

闇

、
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た場合わ班長から指名してもよい。

次長わその職責柄､Bi長のよき協力者であるがDII
次長章

長お差し題いて班長的振舞わ許さｵしない。

班員の総設番號お有つ班でわ次長わ二番スカウ

トでその左腕に次長章お附ける。

【班名］班にわどの班にも班名お附ける。

それわ機llH的な第一班、第二班と云うのでなく

動植物の名が用いられる｡<天然現象や天文、、色

用いる國旭ある）殊に＄。ｓでわ動物の名が多く

lWiji鰯iliii灘!i職
甑

霧、偉人先録者の名前など用いる國もある）殊にＩＢ・日でわ動物の名か多く

用ぃられ乙・(ガールスカウトでわiiii物の名お用いる方が多い）、

この班名わ単に事務上の便宜に附したものでわ砥い゜これが26k青上いろい

ろとそれの持つ活動性、霞展性お利用して有意義なものにする。然もそうす

ることが彼等の心理によく合致するのである。

動物お班名に用いた班、暇りに．馬」お用いて馬班と名乗る班だと、馬治

｢班動物」として｢班の標章｣にわ馬狛川いろ｡‐－各國のＢｏＳわ大艦馬の

首以上お影繪で描いたものお用い、時にわ簡箪に走り書きに描ける馬の顔お

用いる￣この班の標章お旗に描いて「班旗」お作るし、その班の班員わ上

衣の右腕に「班別章」として、班旗と同溌な圃柄の班の標章お附け為。

班のもの同志が呼び合う時に用いる「班1平」にわその班動物の鳴麟とか、

動作によって特徴のある言お出す7Aのわその香お使う。`鴨班の場合なら、`馬

の鳴き麓､【~ヒイーン」と云うものもあろうし、馬が元氣一杯張りきって地面

お掻い込む時の青お用いるものもあろう。

班の屯の同志が述絡、通信する場合「班記號」お用いるが、その班記號に

班名お記す時わ、文字で班名お書くよりも班の標章潴描いて鶚名とする。

班動物とした動物お班員全繼でよく研究し、その研究によって得たその動

物の最も良い特徴お「皿標語」に用いるとか､｢班精iijiUにつながりおもたせ

る。そのｲih21[名に用いた動物即ち班miU物お基として、その動物に因な活動性

ｐ

｢可

Ｌ

‘

し
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發展性潴有意義に活用する｡班の歌も、班の劇もそこから湧き出ることにも

なり､｢班意識お昂めろ。そしてこのことが矢張b彼等の心理に適して零囎育

効i采ib:ill］大することになる。

次に班i顕や班別章、班記號等に用いる班の標搬わ班動物の影繪お描く。こ

れわその例お班呼の例とと屯に次に間示する。

Ｃ

i露騨錘
７

海豹

'i霧iドテー
ク」

鳧
笹一「クッ
トークツト

ーク--1

0馬
噺－「ピ
イーイー

イー」

牡牛
Ⅱ也喋一
「ウムモ
オウＩ

鱸
獅子
叫嘩一一
「ニウー
ウー」

淵羊
高〈投げる咽
蜂一「ミイア
ウーオヅク」

虎
ｗ侯鳴
「ガラア
ォＩ

鳩
叫禦一「ク
ウーウーウ

ー」

、

『『』

狐
吠鐸－－
「ハヅハ

｜
一

躍
プ
ー
ー

聡
一
Ｉ
ル

熊

牡鹿
咽嘩一
「バァプ
ワ」

蝿

啼繋一

｢コール』
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=…■Jiiilii1
豹
片側に舌をよ
せて調子取る
「キーワツク

アブーク・マ

歯の間から高嗣子で
鴫馳風と同じ「チー
テウーテウーテウ」

啄木
笑一噸Ⅲトー「ヒ
イアルスルアーフ

ルアルフア」

IXl

錘轤i臘鼬、團懸露､熱? 蕊|議蕊
」

牡羊

鳴一Fバ

ア、アアョ

野鳩・
呼朧一「ブ
ック、フー

ロー」

駕
非常な澗
高叫一

「クリー」

』:鯉蝿ホi鑿鑪鑿!’
河馬
叱躍一
「プルヅ
シユ」

ガラガラ蛇
小礎に礫を
入れたる様
なガラガラ

野鑓、
プウプウ蕊一
「ブルツフー
プルツフ」

露 鶏｡蕊鬮篝!》､ `鍵鍵蕊I，
（

眼鏡蛇郭公川獺ｉi鋤Ｈ１
、’}口弊一呼醗一啼蝶一「水平手投普
「ﾌﾟツス「クツーオ、オイー－拍手し
Ｉ､」・グー」オイツク」てなす‐

【班動物】班名に用いた動｣12mがその班の班鋤勿となる'しので、そのHill物に

鰯してその班の全員で研究する。その動ljUわ現1瞬日に質ﾋﾞ在するか､域わ前世
シ

■■

細のLのか（例えばマソモース象の如く）その所在分布)tk態】;』態、荏蝉簿

jＷ

！
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鳴くか，鳴かぬか！鳴くとすればどんな鳴醗か、どんな所に錘むか】どんな

典かどんなものお食べているか、どんな盆がありどんな害があるか､どんな

習性おもっているかなどあらゆる角度から詳しく調在研究する。兎とか鳥禽

類などわ飼育も出來るし、そ丸等のものわ自然観察にも好適のものである。

班i､)物に選んだ動ljlの文臓や博識お調べたり、寓眞、繪聲し模型、玩具或
ＯＬ

わそのmjj物の革とか骨、歯、角又わHHI毛などの加工品等班員の手で作ること

・も．甑製品お蒐集Y]rることも出来る。コレクションわ集めるにも保存ずるに

も注意と努力と工夫とお要するが､彼等わ興味お以てそれおする゜斯うげる
ことによって彼等の到艤識わ自ら覗調されて常に班氣分が横溢して来る。.．

殊に班動物の習性中その美靴わ班の標語に用いられる。例えば熊nHiなら熊

わ剛健な感じを表わしているから『剛健」おモットーとしてこの班わ何事に

も剛健な気風おみなぎらせる。と云与風になる。期うするにわ十分にその班

jIliilljUの脅'性お知り、そのＩ持徴お認めてしなければならぬ。・

キャムププァイヤーの出し物の劇や歌、或わページェントなどわ、各班そ

れぞjlLnlHIｺﾙjUに因んだものお出すことが多い。これわ彼等の創作や演出の意、

鍬お起させ又わ職んにさせるよい機縁となるものである。‐

班動物として用いられるものお翠げると大磯次のようになる。併しそれわ

式に蕊げた１Aの以外であってもよいことお勿論である。

Ｘ獣類】獅子、虎、豹、黒豹、熊、ひぐま、あなぐま、笹熊、白熊、象、

まんもうす、犀､,膜、猪、狐、狸、羊、となかv､、鈴羊、兎、や叢あら

＿し、鹿、猿、牛、野牛、水牛、馬、縞馬、醗馬、犬、砿、もるもつと、

針鼠、りす、むさよび、狼、らつこ、あざらし、鰐、かわうそ、､ぬうと

，や、きＵん〈略駄、あんどら、どんどら。

１Ｋ鳥類】鵬、隼、粥、孔雀、黒`鳥、白鳰〈鳶、目白、ひがら、しじゆうか

゜ら、こがら、ｔザ、ほうじる、やまがら、からす、ちぐいす、ひ鷹ど］肌

かけす､、駒鳥、よしきり、千鳥、かなりや、つばめ、きじ、しぎ､￣うゴ

．ら、つぐみ、ぶぐろう、ほ゛と呉･ざす、位と、をつ些営、淫きれい、鶴、

￣伯礪、おしどり、たけり、牝うむ、あひる、るり、尾長鶴､､文鳥、くい

プ

、

】

繊
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な、すぜめ、海つばめ、とらつぐみ、郭公.Ⅱ椋鳥、鵬、柵、じゆラv､ち、

ぺんざん鳴くこんどる。．

【班の標章】班旗に描かれ､班別章に用いられ、班記號の署名となる班の

標章わ、班のクラブルームや、キヤムプの入口に、その班の表示として、こ

の班の標章が掲げられる。天幕やシテト、其の他木工よ尋Lなどに、その所有者

お明らかにする場合わ、この標章お附して置く、班員各自わ、自班の班の襟

章がすらすらとしかも巧みに描くよう不鬮『自習する。

班が班の襟章お有つことわ、班呼や班標語お有つことＬ同じく班意識お湿

め班氣分お旺盛にするものである。

【班旗】班旗の形と大きさわその班の班會議で適立にきめてよい擬こオゼお

杖(長さ一米四○お基準としと､持つスカウト佃燕の身長に雁じて長短お決め

⑳

「

ろ）の頭につけて班長がこれ鎧

持つのである。（灘縫Z閥
ろ。文字わ地域お示し敷字診噂あ

わ|啄番鵬潴示ﾌﾞｰ、即ち来京第十

読雛艀要砿）

一各班わその班員であるこ

ために班員各自のシャツ又

１１章『

する

右腕にnK旗の岡柄と同じ倒案のも

附けろ。

班別章の大きさわ五センチ九でこ

れお附ける位置わ右腕で杣付･けの

紘月から二吋下である。！
ｒ

クト図にわ、この班別章お側の

ようなものお用いずに、その動

物の毛色なり羽根の色なりと何

F色のテープお左肩につけるも

⑰咽あるわ

囚

／
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副j(雁】これわ各嫁又わｷﾞｲnlIのスカウ'壜が多数群集しているとき､､Bi長が

自班⑰スカウトお呼び集めるときとか、暗夜中班員同志お瓦に呼び合うと

き、或わゲームなどでスカウトが隠れているときなど用いる一つの合間で班

の合言葉である。

昔から團艦に合言葉お作ったように合言葉おきめておくと便利であり然も

同志結合雪一圏結お躯むる上にもよいもの`である。

その班呼わ班』iM力)の111識か、なかにわ鳴溌お出さな↓て動作によって生じ

る喬潴用いろ。例えばガラガラ蛇と云ふのがあるが、これ麹嶬とした班研フ

ガラガラと云う青お班呼に用いるし、或わ兎などわその鳴醗よりもピョンピ

ヨンと飛ぶ動作かゆピヨンピヨンと云うのお班呼とするムのもあろう。鳩わ
.「

その本営の鳴醗よりも日本人にわ幼年時代CD愛唱からポツポポツポと云ふ方

が感じが出ると云ふものｔあろう。

併し例えば、大皿が犬わキヤアンキヤアンと鳴くときもあるからとて、班

呼おキヤアンキヤアンとするなどわ好もしいことでわない。それわ犬がキヤ

ァンキヤアンと鳴くのわ弱青であるからで、スカ位卜わ決して弱香わ吐かな

いここのほか皿l物の性質上jMiわれるものがある。或ﾀﾄ国でわ猿わ不正質汚と

云って不正賞な人間お猿のようだと云うことから猿JDHとつけるものがないと

のことである。我國でわ娠蛎わご心あるものとて烏の仲間からも獣の仲間か

らも除外されたと云う童話から雄われ為ZiMjnの一つだし、射狼と云って東洋

的に豹や狼が嫌われているが、猿わむしろ親しまれ愛好されている。これわ

･何れもその國その園の國民感1情によるものであるから､､此虚でどれわいけ-な

いとわ云えない、このことわスカウト自蟹が判断してくれるからそれに任す

べきである。 （
.～

【注意】班1乎わロで唱えなくても、笛やその他の器物お用いて昔おilＩして

もよい。耳で聴く合Iliil-･聴普･信號であるから喬によってそれお表示し祷

るものなら何.んでもよし､ロ
ゲーザ屯

班貝わ目班以ｸﾄの班11乎おIIElえるととわ許されない。

ハ

１

可

靴

－－－奎閂
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班呼に用いる動物の鳴嘩や動'作替わ勿論巧61ﾉｰ逓程よいが、銃狐期間に於て

禁猟場所以ﾀﾄの山野、草原等に|凝れて巧聯な１，１１物の鳴醗や､l作喬お用いて

銃猟家に射撃されぬよう注意お喪する。雄子笛（猟師が惟子お誘ひ寄せる

とき使う笛）おN勝しているのお他の銃蝋家が本犠の雄子と恩込んでその蝿

お自営に射囎して蝋師お準てしまつ,たと云う例や、蕊原で草がゆれ動いて

白いものがちらちらし,`〕たのお、兎と信じて溌卵して箪刈中の老婆温撃った
と云う例もあるから、スカワトわそんな間漣おされぬよう注意お要する。

P､

【班記號】前の班呼わ口で云う合言葉、耳で聴く令圃であるのに、こｵLわ

背くもので眼で見る合間である。例えばハイキギグで先に行った班なり班員

護りが後から来る自班の班員なり他班の者に我をわどちらへ行ったとか．も

う蹄つたと云うことなどお蓮liiFj~るときにこの班記號おする。前に述べたよ

うにこｵu１つ班旗や班別章に用いた班の標章お描き、そｵしかも迩絡すべき割潅ｉ

お追跡サイン或わ譲珍決めてあるその班員だけの晴砿符號で示すのである。

班記躯，左lfllllつ虎班の二稲スカウトが後から来るスカウトにこの
逝は行くぺき鐵ではないと示したものである６．

×・

彌潔驚議諜鋼
欲求に合った屯の定ある。

、【灘精紳］何事籾~るにつげても糖iiii1のない屯のわ所謂魂のこもっていな
いものとしてＩﾘﾆﾍﾟｵﾌ排斥する。そｵL;オブ､胃i理である。Ｂｏｓ蓮､11に於てわ班が

有機燈である器げに、この班精iiiilが班の行動の素であり、最大の重要性お有

っていることわ今更云わずＹｂがなのことである｡

班精iii'１１匹わ班貴各自がその班の重要な一部分であると云うことお自蝿し

て､その班お完全なものとするために､各自の任務お行う團魁lMfiiw'のことを

あって、一致團結とか、一心協力とか、共同一致とか云うことわこの糖ii1ilに

根ざすのである。

ヂス狗蛍卜が班に於て班の決めごと例えば班呼とｂ班記髄お蝿えることも、

'

「

Z
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班標語お艦することも賞にp､意識お狼め、班儲iiiilお高めるためである。

班に論何れもそれぞれの癖がある｡（::蝋囎、織鱗雛
鱸灘驚約)この蝿津潴破…わ班精紳の戯けてい…であつ迄
それでわ眞のスカウトでわない。、

スカウトわスカウト錆iiil1lお磨くために、班が他の班と班競技お行うが、班

精iiiI1の1ｌｘけた者の居る班わ何回やってもよい成績わ零げ得ない。若し萄謙な

班が班ハイク（班行脚に出かけたとぎわ不'愉快な結果お招來する｡我國で

古くから然も魔<一般に知'られている西遊記一-三職法師と孫悟達､猪入滅、

沙悟淨の四人が速い道詣永い年月お費して、数えきれない苦勢お重ねて天竺

に經本お取りに行く物語の、その道中､､八戒や沙悟淨の短氣と浮薄な心持ち

から起る幾多の失敗や狐難に讃む者Ｑ心おいらだたせるが、恰度それと同じ

様な氣持お懐かせる。班野瞥に於ても班會議に於てもことごとく同様な苦い

經鹸が輿えられる。，

國家わ國民のために協同組合法お施行して大いにその活用と麹受お栃念し

ているが、この協同組合の有つ組合赫iiMIわ班糀ii1i1の質践に徹した者なら正し

く且つ容易に賞賎することが出来る。

．【班漣語］班精iiilIお昂揚し、班の向上お目ざし、その成果お上げるために

各班わそれぞｵI過IRの標語お持つ､｢そなえよ儲に」わ内外スカウト全j没の共通

標語であるが、班わ班としての標語沿有つのである。

その標謁こわ班近ljljUの特徴にエろ意義付けから選ばｵ､,る。これわ何れも人
間としての美徳とするもので、彼等がその標語お極賎すること力撮もよき人

格酒養となるのである。

犬わ飼主の恩お知ると云う、況して人間として恩潴知ることわ大切なこと

淀ｂｉｉｉｉ１（癖の恩、國家の恩、肚會の恩、人の恩、科學の恩、天地自然の恩

等盈人類の生i舌わこれ綴てものの恩恵によらざるわない。然るに無智か、無

、關心か､_恩治知らず、恩お感ぜず、進しぎわ恩お無閥する忘恩の徒さえあ

る。そこ-s例えば犬おmHpiIljUとして犬班と名乗る班が「恩お知る」とか「報

◎

■

国
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恩」とか標語お渋1lbろ。そして班員が先づ自分の鴎する班の恩お知る。恩鎧
知れば利己主義にわなれないから我ｲilHおしないし、恩に報ゆる心も起きる。

｣恩に報ゆるにわそｵLが出来るように自分の力（精ii111的にも技能的にも物質的

にも）お養成する。そこにわ責任感も努力心も.、自己蹴継も、勇氣も、克巳

心も忍耐も節倹も、愛情も、慈善恋、其の他人間としてのあらゆる美徳が
その要素に自然と織込まれる。

同じ犬班で＆、犬わ番犬として信頼される。信頓されるのわ忠賞だから

だ。因って「忠質」お標語とすると云う班もあろうし､｢信頼」お標語とする

班もあろう、そしてその標語のように班に對して忠賞な班員、信槙される班

員になるよう精進する｡それが霊屋して杜會に忠償な人間､杜鹸ら信頼さ
れる人間となり得るのである。

｡

｣

人間にさえ善し悪しがある。寵して駅頻,臘類のことだから、役にも立つ
0,'

が害もする。殊に猛獣猛禽に至ってｵﾌスカウトの標語にｺﾞｰるような美しい
．特徴わなぃ様に考えられるが、彼等わilIb獣、魚貝蛎、混虫、植物、器物が
口おきくお伽噺の所謂架空的想`像時代から副趣r談、史談、冒険物語轍好む
時代及びそれお経て再び想像時代に入った頃で、あこがれお持ち、且つ狐
念的にわ蕃し悪しお緋別するし、もの上意義づけや護展性お考え美化お好
む時代だから、標語お有つととの意義輪知れば、ものＡ善き面一長所お
拝ﾛ悪しき而一短所お捨てユ有意義なもの、美しきものとする才能があ
る。班動物の魂笈的在り方ばかり考えずに仰説な、物語などに現われて來
る美鮎お巧に捉えてSその動物のよき僻徴お亜謝して、悪しき両祐被ひ包
んでしもう、かＬろ心理お捉えるものである○大わよく吠える,、咬付<と
て常にがやがや騒ぎ、矢鱈に嘘ってかよるような少年の群血になろうと，
わ、彼等わ決して希っていない。ワエル・カムわ淑光サービス標語となる
が､｢吠える咳む」わ犬班の標語でないことお彼等わよく知っている。

【班善行］ＢｏＳオフ日尭の善fテー濃少一日に一つのよいこと‐即ち一日
一善お自ら義務としている。

来るEI屯來る日も最少一つの善いことおする。どんなとき、どんな場所で／

iも復それが出来るようにそれぞれの行爲お訓練艦得して「そなえよ常に」の

凡

召

町

［
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標語お仇にせぬ。だから善行お心がけていれば、どんな日でも、最少の一つ

が出來ないことわない。スカウトの「ちかい」に一、いつも他の人愛お援け

ますとあり、同〈「おきて」の第三にスカウ･卜わ人の力になる゜同<第六に

スカウトわ親;切である。同<鑑卜にスカウトわ勇敢である。とあるのわその

`本文又わ傍書お讃めぱスカウトわいかに在るべきかが判り－所謂スカウト

の義務の遂行わ善行によって明白に物語られる｡｢他お幸i隔にすることが自ら

の幸禰である」と認識して「ちかい上「おきて」の遵奉費践にいそしむ彼等

の行爲に、彼等の日常の善行が積まれてゆく。

この善行お班で行うのが班善行である。これわ班の集合に或わ班のハイク

や野誉のときに他の人｡篇に、又わ國家、祗會に奉仕おする。

【赴會奉仕に對する考え方】その祇倉奉仕がス,カウトの自らお磨き、人と

なるた必の訓練、試練の有意義な方lfll-スカウト修行の一部面であると

と－識育上の価値およぐ認識し､､鯛なるiiih衝奉仕おするだけの祇愈事業

風腿とならぬよう注意すべきである。

疵,倉のため公衆のために善い事おしてやったと、恩にきせる穣なことな

しに、寧ろ自らのために善い事おさせて貰ったと思うのである｡｢情わ人の

ためならず」と云うことも、鵬てそれが自分に報いて来ると云う考え方で

なしに、その行鳳が他お倖にしたのでわな〈自らの－スカウトの義務お

果し得て幸扇だと感じるのである。即ち「施す屯のわ幸いな、」で、その

行爲お他えの善行と思わず自らの義務一スカウトの義務お果し得て倖だ

と思う庭に自身幸禰お感じ、感謝すべき事柄だと知るのであって、斯くＬ
（

てこそ奉仕`､眞,､意義があるのである。

【班競技】スカウテイングわそれ自魁がゲームだ、と、その創始者ペーデ

ンパシェル卿わ述べている。彼等えの綱ての訓育がゲーム化されていて、ゲ、
hグ

ームおたのしみつ上訓練されてゆく。その爲にiBIIと班とがさかんに遊技、競

銭お行う。これが班競技である。

班競技わ－１段の麓技のように勝敗の結果とか､新記録お作ることお目的と

するものでなく：ゲームによってスガウテイングお行い、スカウト糖跡お磨

ｒ、

U，

■

('
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〈のが目的である。つ堂b勝つとか新記錐とかわ次善のもので、その道程に

教育侭値お置いている。だからその趣旨およぐ膿して行わぬと、切角の班競

技も効果お撃げ得なくなるばかりか反って目的お害ヴ。

スカウトのゲームお選手お'作るのでなく、全員が齊し<鱈がれることお建

前とする。･勝敗お目的とするゲームなら、そのゲームに腱れたものだけお選

手に出すが、勝敗に重きお置かずお瓦がたのしみつつスカウテイソグお行う，

たあ、假りに勝敗と云う形式お借りて來たものであるから、巧拙又わ得手不

得手わあろう共::ffmlがそのmD蓬員参加して自然にﾗlﾐ熟考お上達させるよｉ
に行う。ゲームが敵對観念お懐いて陰惨な眞創に階らぬよう、術に友誼お重

じ愉快に眞製に行うよう画一ろｂ

ｎＨ競技わ班員の共同責任だから、班員中に未熟者があれば､,他の班員わ協

力してそのﾖﾋﾟｉｆ負お熟練｛者に仕上げてゆく.`それによってパトロールワーク

ーグループワークーチームワークが簗かｵして来る。

班競i黄aわ班の全員蓼;川が建前器が、ときにわ各；班の上達者ばかりで代表競

技一模範競技おする場合もある。併しとれわ飽くまで模範競技であって、

我國で行わｵLているような選手制度下の選手競技とわ違う。勝11ｔお度外頑し

てそ心按に上達すれば、あ)れ程になれる。と云うことお示す程度のものであ

る。この#灘KE競技お濁り、技だけの問題でなく、態度、動作咄重要硯され

る。負のスポーツマンシップわスカウトゲームによって養われる。、

スカウトゲームわ友誼ある競技である゜従って夢Z下の我國での競技狐念・

が相手お蔵頑して何か敵對行動でもあるかのように、軍諏的合戦的用語お

用いて表魂するようなものでわ決してない｡｢破る」とか「倒す」とか｢複製

成る」とか｢雪辱｣とか\熟繋げる｣などと云うﾙﾋ烈又わ悲)ｌＬな言葉わ
敵,願心諸起させる好戦的なもので、スカウトゲームにわ不適常な用語であ

る。スカウトゲームでわ敗者が勝者に祀嘩お透ってこれおた上える。それ

も勝ったからでわなぃ｡~その技が上達している事おたムえるのが本心であ
るｏ

､

班競技わ卿魁競技であってチームワークとブエアフ・レイお弧調する。ズ

、

Ⅱ

P誼

旺
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カウトのゲームわ、相手お借りて各員が技その＄のと自己の能力とお競鍛
しているもので、自他の技お競争するのが目的でわない゜その人その人の
能力から、巧にその技おこなすにわ、それぞれの天賦の性能と努力の差が.
ある。自身の努力が困難な技そのものをどこまで巧にこなしたか、そのバ
ロメーターお相手お借Ｕて試し知る。そしてこれわ有形な技の結果だけで

なく無形な縮jill1而鷺で、そのゲームお麺じて測定される。例覧ば班統jiii1iが
どこまで深まっているか、犠牲的縮刷'、克己心、傘明さなどよくうか図わ’
れる。従って技も上達し精jiiI1lも腱かれる。

最近我幽でも賊んに,なりつ上あるしクリニーシヨン通勤が、人間の本能・
中五つの欲求即ち

１．新しい經験や刺戦お欲)『る
２．安全お剛って新しいことに用心する

３．團魁活動に認められるような仲間としての親しみお求める
４－．人から認めて賛うととお願う

５．人の傭に錐し、又人お助け鹿いと希う
と

お畢げてその正しき伸長おliiMっているが、此の同じ念1iHKわ班競技にある。
否大きく麦きばスカウテイングこそまことに伸犬なるレクリエーションな

のであるＣ ＤＱ

圏魁ナームにわ分業的にそのチーム棒成の人々が、その麺１１生によってそ
れぞれの持ち役一部署お決めるが、これわ祇愈一般な勝敗お目的とした

競技だからであるが、スカウトゲームの本質から１１つ、そうさ強るよりも、
班貝が班の仕事一事務お期間をきめ｢て廻り持ちで分掘して、どの仕泰に
も經鹸お得させることと同雛に、どの部署にも就き、どの持ち役にも臘る
ように代えてゆくことが望ましい。斯くして魁得したゲームわ、或揚合他
班の者と混成してチームお作るとき、誰れでも立ち所にメンバーとなれる

し、もつと大きな利益わ、彼等Ｐ常識がそれだけ深かまu且つ錆iii'１１も肉魁
･"も価らないで成長すると云局Miliにある。

Ｋゲームに就て】

１．根本理念

教育の`使命とゲームの使命わ同一だ。 プ

ノロ

教育おゲーム化し、ゲームお教育化す櫟

ゲームわ被弊の生活でお圦必要事であり、役目であり、指導者である。,

円

つ

ID

｝
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ゲームに余って彼等わ人間生活に必要な腿鹸お得、祇念生活、肚愈遺徳
お學募。

ゲームわ彼等の縮jiiIlと肉魁お愛逹させる。

２．れらいどころ

慨値ある本能お愛撫させ、そうでないも,のお良誉方え誘導し、悪いもの
■

わ摘棄ｺﾞｰごる。． ｙ

人格の陶治鍛練、協力心の養成、感路の練膳、淑察推理力の訓練､肱髄、

、内臓、刺'錘の正粥發育。

－３．鍵施上の注意、

Ｊ１軍なる「ざれごと」でわ瀧いから輕卒に取扱わぬこと。
結果より過程の教育価値お重iiiiすること。

友誼お失したプレイわさせぬことｏ

一方に偏赴ないよう種類の配合に注意息-ること。

ゲームの配合にわリズムが必要である｡

．常に豫術のゲームお用意じていること。

ルールわ簡軍､､明瞭、容易なること。

公明正大、ルールお鮫守させること･

・人に見せんが潟のものでわない、彼等目殊のためにするものである｡

彼等の自發‘的興味でゲームおさせなければ、ゲームでなくなり勢,剛にな．

U苦役となる６

風紀お茶すもの、下品な＆の、惨酷なしのわ採らぬこと。

その時の空氣に適するものお選び或時わ氣分お揚げ或時わ錘めるように

するｏ

調子に乗って度お過させないこと。

唖快、活溌、'朧快にゲームするが空騒ぎせぬこと。

指導者”IIわることわよいが、監督お忘れぬこと。．､

其のゲーエのねらv､所お肚にもちながら彼等にそれお明示させなｖ,事。
r

・【勝者おきめ.る望ましを一方法】‐

スカウドゲームの勝ち負けのきめ方にマイヅース鮎できめると云う方法があ

る。この方蒲わスカウトゲームの本質から云ってまことに望ましいことだと
思う。

､

これわ、祇愈一般の競投わ競う両者の夫々が、かち得た鮎数､､多v､方お勝

伊

｡｡

Ｅ

『

『



’－２７－

Ｃ

者とするが､マイヲースできめるのわ失った鮎敷の紗い方お勝ちときめる。その

方法わ、前者わ競う者わ共に初めぜろで綱手お破ったときに初めて得鮎にな
る｡つまり無から田發して鮎蚊お嫁ぐか、戎わ雨者平等の基礎鮎数お持って

いて、相手お食すとその相手の基礎IMi数から鮎お奪って勝った者の基礎鮎数

にプラスするかする。然るに後者の場合わ假令ぱ八人宛の班と班のゲームの

場合、雨班わそれぞれ一人一鮎として合計八Mi1i苑お持ってv､るものとし王、

その個人が何れもゲームに成功したときわ自己の黙数お失わない、つ鷺、確

保出来るが、不成功の場合わそれお失う、従ってゲームが経ったとき､（との1｣

場合最初からゲーームする時間お限ってもよければ、或わ適憧のとき癖到員が
、

絡了お告げてもよい）雨班の不成功者つ熊、鮎お失った者(､数で計算してそ

のマィブース鮎数の紗い方が勝ち－徽然自己の所有鮎お確保するととに成功

した者の多い方勝ち－となる。このやり方わ一見前者と違わぬ結果のよう

だが＿変わその各盈のもつ意義に於て大きな相違がある。即ち、勝ち度いと

云う積極'性わ勝敗お主眼とする競技にわ然るべきであろうが、スカウトゲー

ムのように温い友誼お'懐き、染しみお共にしながら訓練又わ試練の手段と

したものにわ勝敗わ二次的の&ので、その過程に重鮎お置くものでわ、個人

としてわ鮎お失い凌ぐない､(プライＦお失い度〈ない）自班に劃･してわ鮎数

減らきせ度〈ない（責任感）との意識に基く努力（拙劣な者ぉ非常に練習き

わせる）により、｢技」の上達お固ると云う考え方で、これなら動もすれば尖

鈍化式ゲームが、常に友誼お保って肌にプレイさｵLて、且つ参加者の自己完

成えの努力と云う鮎簸一層教育憤値お昂揚すると期待されるからである。

崖

己

ｌ」

【班ハイク】班行脚とも云う－班で行うハイキングのことで、これわ班

員が愉時習得したさまざまな知識桟術の試練場であると共に、其虚にわいろ

いろの新しい訓練が待っている。
,〆

スカウトのハイキングわ何か一定のＦ１的おもち決して漫然と行わないので
び守

あるからく班の場合もその原H1に従う、例えば此虚に樹鰍ulと云ふ山があっ

てそれえ登るとする。その山の麓に腱があるからそこまで電車で行って下車

してから、團艘的登山して頂上お極めて下山すると云うような単純などとお

qdFず、此の場合一つの想定おもつ。

君杉
,１

想定

忠
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も倹

近頃御職山に悪者共が立fiiZって良民お悩ますから、何玲第何藤わとれお

退治して良民お救うことになった。

命令一．

虎斑わ來る何月何日何時その本蝶地狛出發して瓠御繍山の情況及び悪者

共の動静お偵察して即刻本隊に報告すぺし

と云う命令Iお受けて虎班わ出發する。こうなると虎斑のその日のハイキン
グわ偵察動作だから表街遣お一隊となって進むわけにわいかない。二三名

３．

．宛で潜行する｡潜行にわあらゆる地物が利用され(時にわ猶のないILl林中お

進む。それにわ先行者と後綴者の間にスカウト以外の者にわ判らない。遁

跡サインで連絡お取りながら進むｑ詮の場合灘め出發させて置いた先達が

所々に作業命令お隠して温〈と、その指定されたスカウト作業おする。そ

の作業が結索法の利用であったり〈野生食用野草や薬用野草の採集であっ

たり、野ﾀﾄ炊事であったり、土地の風俗智慣や特産品の調盗であったり、
班善行の指定だったり、土地Ａ嬬梁、河川、樹木、建造物等の高さとか幅
とか平面積とか距離の測定であったり､､假賎傷病者の手徴であったり、凡
そ平常彼等の習得した知識と技術のテストになるような．‘のお盛込んで厩
く、この作業命令で指定されたことおやりながら頂上お極めるから、彼等

わ興味おもってテストもされ、或わ費用価値も知り､,或わ新しし､知識と糎
験お得ながら登山目的お果すことになる。

皇

参

斯う云うやり方で登山するのだから赴會一般で云う登｜坤､イキングとわ大
鍵趣きが違う。

班ハイクに行く虚わ山野の自然地、名所醤蹟と云う虚ばかりでなしに、市

街地、工竣i､市場111鋤9館展覧i會等莞それぞれの意義お有つ所え行く。

山野のハイクに市街地の行進に、それぞｵT曇った行進方法がある行進

中わその何れの場合でも観察力､･記憶力､注意力の養成『覗蝿､､聴麗､嗅覺

の訓iiEii力､行われる。

山野の少?イクにわイギリスのスカウトが府､､冠ｈ､るぺ卜声～リング（班

行進)が應用される場合もあろうし､市檸ILの混雑邇贈お行く場合わ-列ｉ
行進（並足）でゆく二人以上の繊列にならぬようにする。これわ人通多い

歩道お行くもののエチケツトーiiifi路常識である。

偶

Ｉ
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班ハイクお行うにわ灘め目的地お選定して、それに關する調f査（地岡、

文MiX、既ﾀ､者からの蝋聞等による、おする。服装､携行品鴎霞日時|爵i着

』日時、大腿のコース､費用等お班會議で決め、その計謹全部お隊長に届出て

承認:1s受け、且つ全員各その父兄の同意お得てから賞施する。隊長わ十分

計彊お検討して注意すべきことがあれば注意してからこれお承認する。場

､合によれぼその計譲立案に隊長が加って、よき助言お奥えることもある。

【班禽議】、班わその班員のものである。因って班が行動するにわ隊長から

の命令以外わ班員が協議して決める。即ち班の自活為動であってそれによっ

て班力城青する。

この協議力麺會議である。

班會議榊成のメンバーわその班の正員全禮で、議決$lEわ全班員各自一票、

′平等の議決潅お有っている。そして議長わ大膿班長がなるが全員選謬で特に

議長おもってもよい、そしてそれが一定kH間の常任でも、會議の都度選任し

、てもよろしい。

班わ小さいながらも立派な自治鶴である。これによって杜會に鑑てからよ

・／琶自治膿員、即ち公民となる素質が作られる。
隊結成當初の班編成わ、班員相亙の性格もよく判らないし、親しみも薄い

・から、暇編成として暇班長、夫長お隊長が委蛎し、基礎訓練案によって初級

・スカウトの課程お訓練すると共に､'スカウト生活お艦鹸させつＬ班生活お會

得させEIJつそれに親しませる。そして班生活になじんだ虚で櫃編成お解き本
●ｃ

編成に改める。

班の木編成に醤って班が決めぺきもの、持つべき岨のわ班會議にかけて決

定する。

１.班名、２.班njIj物３．班標識'4:班呼、５.班記號,６．班標語、１A､班
、･

の,th雪l(:の分掘

以上の七つわ最初に決める事項である。次にわりif時的に

、l[行事、:DII:善行、擬出金額

日司

１

』

句
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等お決めてゆぐ．それに､[[全員に知らせぺき事わｉｉｉＭ告割謂頁として此の會議で

報告する〕

班曾i義にわ必し咄指導者が出席しない。出席した場合もオブザーバーとし

て列席するのであってサゼヅシヨンお輿えエヂケーションすることがあって

もリードわしない、班會議の議Zl5illRわ持っていないのだから票決にわ勿論加

わらない｡(轤辮鰄鰯雛譲）
｜議事規則わ「おきて｣十二ケ催が基幹となるが會議の蓮誉にわ一般の會議

のi議事則によるがよい｡それによって公共の會議の方法お會得することにも

なる。

班會議お開く定例日お決心て置く場合もあるが、時にわ班員が集f合したと

きその場で聞くこともある。.

，I倉i議の會場も屋内のときもあれば屋外のときもある。或わ食事中或わ野

外ゲームの際、或おキヤムプフアイヤーのときなど、随意随所で必要に應じ

て行われる｡､ハイキングの途中道お右に行くか左に行くかお、全員で協議し

て決める場合も名麩仁立j皿烏な１２m會議である。

票決の場奇（票決わ投票が建i爺i輝が必し１ｂ投票お行わずとも賛否の意思お

ハツキリ表示GQ-lfi来る方法お探ればよい）賛否同数の場合わ班長がその何れ

かに決める、つまりnm長決裁である。

班會i義でiｦ（壷した重要篁脚聞項わ班長から隊長え報f坐了する。若し班會議に於て

多数の意見によって或聖厩頁がZjQ5fきしても、その割J笘項がスカウトとして行う淳ぺ、

きことでないと認めた場合わ、班長わこれお隊長に申出てよく相談の上、そ

のi災定事ﾕ頁お不採用と決め･ることもある。

班の｢行動わ大小となく班會議にかけて決める。決して班長の凋断で決めた

り我意お押付けておいけない。従って班會議にわ各班員に充分謹言させる。

そして一旦決定したことわ皀麹1K負が喜んでその決定に服し協力する糖iiijお

』霞義する６

〕M1倉喘議にわ議事鎌係お決めて必ず議事お記録させる。議事録係わ'常任とす

、

ヨ

‐
ｌ
田

凸

｡
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為よ･りも、之れも全スカウ1ざで嘗番おきめ、廻り持ちにllliN次そのtf事お捲當

することが塑漢しい゜

【班記録と班報告】］M雷固録わ班の綱ての行事に必要である。

班會議（議事録）その他の集合集會、キヤムプ、ハイキング、ゲーム等々

どれにもこれにも記録係茜定めて記鎌させる。この記録お班の歴史でもあり

他日の備忘録でもあり訓練参考書でもある。記録お讃んでその班の活動振

りも判るし記録によって渦去お顕て反省も出来る。'又追憶の梁しみに囎浸
／

ヨ5ことが出来る。

班報告わ一定の日お定めて班長より隊長に提出する。I載長わこの報ｆｌ了によ

って班及びスカウ脂の生活と、その成育の１１k態お知ると共に隊長と班とお更

｡,に密接なものとする靱辨ともなる。I象長わ撒時面接圭隊負お指諏しないで

上級班長若くわ班長お通して指導しているのだから，この報告によって我が

指導が正しく全班員に行おれているか、否かが判り、個々えの指導１１標も置

きよくなる。

班報告に記載する事項わ

］．班名、2.,班長名、３．集合集會した日時及天候、５．その場所、０．そ

・の行辮と名榊、７．IiHij(班員數とその氏名、８峡席者の峡席理由、９．班員
、

の健康)伏態１１０．行事の大腿記録一例えばゲームならどんなゲーム．ス

カウト作業ならどんな作業、キヤムプフアイヤーならどんな出し物等々で

ある。その他會計報告、スカウトとしての貯金の墹減－これｵﾌ二級以上

の進級規鐵と齢約或わ勤勝に依る貯金お一定以上有することに規定され

る。－この場合報酬お得た勤勢の内容の概略。

班員中の特別な行爲（善行など或わ班員の家庭に起きた幸不幸の内容、

lfj塵入學繍閉葬祭、傷病等一一

嫁侯わ、班報告わ班の認録であり班の報街であるから、隊長どしての記

鎌お持つべきであり、それｵﾌ隊の記録係によって作るものと、隊長自身

で作る（秘密性輌有する人轆考裸麦）隊員個々の記鰍である。、こ⑪わ隙

戸Ｌ

I

l」

.~可

勘
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長がスカウトの個々お握ると云う意味から重要である。

【班野箇】野瞥生活わハイキングと共に、最もよいスカウテイシグの修練

置場である。

スカウトの野瞥わ遊囎的或才)避暑I1bな欝緊なものでわ決してない。スカ巧

卜が日常訓練された亜カウテイソグのさまざまなことお、自然に、或わ人爲

的に、綜合的に試練され！ｎつ環境の鍵化によって新しい訓練お自然に受け

る瀞聖な遥錫であるd

その野誉お班だけでやるのが班野轡である。天幕お用いるものもあるし、

仮小屋式（リソヅー）なものもある。、H野瞥わ班わ一つの家庭輝と云う剛念

狛躯謝し、班員相冗の親密の度お珊し、共同生活の妙味お燈得する・・

隊の野瞥も、合同野瞥とか野瞥大會などの大野醤も、班の野誉が雑木とな

るものであるから、班の野瞥生活に熟達していないと、他のものに迷惑おか

けることになる。

一般のキヤムプ生活が動もすｵLば投げ遺り的な不仕鮮‘無秩序に流れるが

スカウトの野瞥わ高度の秩序お保つそのため彼等わ野瞥の「おきて」お作

ってそれお守る。この「おきて」１ＭＢｉ本わスカウトの「おきて」に置かれる。

燃しだからと云ってスカウトの野瞥が規則づくめで索翼なものにすると云う

のでわない。正しい壯曾秩序お守る訓練お臘得しつ｣野瞥生活お樂しむ。そ

こにわ〃熱、食辮設醤，自然iIiM察、ゲーム、ハイキング、キヤムプフアイ

ヤー、星願の観察穏生,蒐集動植物採集など料學の研究も行われる。平

常會得したスカウテイソグにより、山野，草原、海積等至る虚に新しい生活

お醤み、そこに巧まずして自然と教育環境お築いてゆくのがスカウドの野誉

である。

「野瞥お準備に始まり格納に総ろ」これが野瞥家の鐵則である。【:臘長わ班が

皿野瞥お計謡したならその計護お綿密に極討して､準備に手ぬかりがない

かもしあれば注意お奥えてからこれお許す。隊長に無断で、或わ隊長の注

意お無閥する皿野鶯わさ趣てわいけない.

Ｆや

酢』

▼



筍

－３３－

班野瞥質施中、隊長がその野響お訪問して＿親しく質,儒に鵬｝しることお亀

ましいこと行、殊にこの機會に班負＞生活お･比仁し所謂一つ釜の飯お食うこ

とわ生活蜻導の根本義でもある】、

野瞥がi繼って齢ったら、野醤、誰や野瞥報告お提出させて、野管中の彼等

の生活お知ることも必要であり､そして歸來した彼等が使用した野瞥用具お

正し<手入してこれお格納したか否か‘お知る必要もある．。破損品の修復、

i紛失品や消耗品の補給繊維品や木造品お芯まで幹燥させるし幹燥が悪い

と絡納巾むれて腐る）金鬮製品オ錆びさせぬように手懲させる。そして何時

でも直ぐ野誉に持ち出せるようにさせて置く。物の使い故しわ、物に對する

親切心がないからであり、且つ物お徒らに朽ちさせてしまい、節約に反しス

カウトの「おきて」に蓮い､｢そなえよ糀仁の標語にもとる。

キヤムプ生活がへ用具のない傭不可能ならば合宿生活でも、その大半の阿

的お達することが出来る。この合宿生活わキヤムプシーズソ以外の時季に於
～

ても出来るから、キヤムプノ1ij県のある?しのもやるとよい。スカウトの合宿わ

寄宿生活又わ下宿生活でわない゜只裳所及雨中集合のため家屋に依っただけ

で炊事も便所掃除も一切キヤムプ生活通りス,カウトの手でやり、もしスカウ

ト以外、班の場合わ班員以外の人の手お煩わすことｵﾌそれだけ償値も興,朱も

マイナスになる。

【班のクラブ室］ｎＵｌ員が轍i聯集まる室お有:つことも大切である､

それわ出来得なら一定の場所お単ましいが出来なければ皿員の家庭お期

間お'吸って廻り持ちにしてもよい。幸ひ隊本部にそう云う場所があれば、暇
ホーレ

リに大lHIf間であれば各］】Hに場所お1厩切って充てるがエい゜

班員わクラブ室おその班動物の災と呼んで班用品お儲霞したり、日夜暇さ
閂

へあｵしばそこに嵐':hに出入して」１１t間の悪い瑛境と離れ梁し<スカウテイ

ングにいそしめる。學習も‘談話倉も雛時作業のiii,,,工物も室内で出来るゲ

ームキ、進級科｢'や技能章科ロの修得或わ班會識などそこでやれるし、一面

秩序ある屋内生活も訓練される。

6包

ﾍﾖ

己

“



－３４＝-

鱸緬後から明治時代へ人物お識出した鹿兒i鳥藩に、群の脊少年の訓育|撒

關である`-健兇のIiitlと識うのがあったことわ有名である‘笏の他兇のiitkの■●･

郷中．又わ方限）聡潔i瀞画u喧一髭HIH戎1ﾗnJに｛鍼r縞f、鱗、幼娘騨図ifhliE、毎圃⑮

集會場所に「座元と孵して郷曲の所在する岡i域内の家から－､日毎の廻り持

ちで部屋お借り、そこおぞの日の胤分露の麹uとして､智育的及び徳育的な
いろいろの行顯おやり、雌て立派な武士となる修業おした。これわスカウト

のこのクラプルームと同じ行き方であった。要わ彼等に彼等自らの手で教育

環境{生活環境お築かせて、其虚で苦樂お共にしつつ相亙教育の質治畢げさ

せようとするのである。

【班意識の張調と班制敦育の目的】スカウテイングお修施艇する藪鉢グルー

プとして、然ム有機的存在である班わ、彼等の＄のであると云う意識お躯<

持たせる。前述の皿制度の諸為の要綱わ之れ總てDHL意識お強調する手段でも

ある。この意識の昂揚護展によって班が伸び育つ､'従って班員が成長する｡

彼等が班生活に於て人と協力することの喜びと、その共同の力の如何に偉

大なものであるか、そしてその善用が國家赦會上如何に大切であるかお艦得

する。

班意識の渥調に於て時にi主意お轍ることわ､班生活わ人類社倉上の共同
生活の潔位としてCD經戯お會得させるものでもあるから、自班オソル主義

に流れないで、正しきことにわ誰れとでも、どのグループとも協力すると云

う心構えお養うことである。つまりiiih倉生活のコツお會得させるのである。

パトロールわグループヮークの高卿度なものであり、その侭のEI的わ、パト

ロール（グループ）お通じて個人お作る。云い襖れぱパト画一ル（グルー

プ）わ個人お作る手段であって、圏魁訓練が目的でおない。Ｂ・日わ個人が

集って班となり、班が集って隊となるも①冠、1駁があって班に分け価人海徒
．Ｉ

厨さ趣で鬮臘訓練おｆ;《５屯②で諭溌してない。グループ}鴬よって人と協力す

お楽しみお臘鹸しなが尉掬茅對遥耐彌;1s､fi農ｂｌ:l鐸WilJZI9数育－－ｌ５ｕ瑳琢磨によ

ってI彫お磨きよき公民となるのであるから、談､って班が''1世我棡善的弊に階

、

合

戸

の

勘
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＄

いって非iit鱒性おiiWぴないように注意すべき`である。

－ぶつのグループに於て鰯かれた個々わ、Ｘ丘しいことで過るならば、何時で

．＄他のゲループ域わ仙人槌協力する喜びと能力お持ち、健途な壯愈お築くも

のである･、

【班の博統】鱒統と量５屯のわ、作るぺくして出来る恋のと、偶然のチャ

ンスで出来るものとある。然し何れの場合から出来たにせよ、傳統お有つも

のわ、歴史お有つあので班の在り方としてわ重要である。

班員が何か一つ、假令どんな小さなことでも氣にとめて、例えばハイキン

,､グの途中、謹食お食べた虚とか（小休止の虚でもよい、キヤムプおした虚か

に草花のたれ（野菜のたれでもよい）お蒔く、そうして識<と後にその地お

、通った人が思わぬ所で、思わぬ草花お見付けて喜ぶことになる｡､これおその

班のハイキングなりキヤムピングなりの必須行警､:とすると、この班のハイク

なりキヤムプの一つの傳統ｶｳしきたりになる。これも一例鍔が或班がiii年の

夏、設讐した土地に次の年の春ハイクの途賑ＭＥ寄って、前年の野醤中たまた

まこぼれた豆の資が、時お練て芽生えて成長し、可憐な花おつけていたのお

゛見つけて深い感懐に浸ったと云ヴ偶然か比その班わその後キヤムプ生活の

都度必ず草花や野菜の種お設l筐ｉｆ地に蒔いて、後に誰れかしらその地に来る者

に熱期しなかった悦びお輿えることにした。これわ偶然なチャンスから一つ

の立派な傳統お有つに至ったものである。

班のI4iWEldわ、愛班の精jiiiI、班議髄お昂揚する上に大切なことである。

［班長班］上級pH:長、imH長及次長の頭で述べたように、この地位についた

スカウトわ、それぞれその立場およぐ認識していなければならぬが、隊長自

身も彼等の立場、その任務の本質およぐ理解していなければならぬ。

第二次-肚界大戦前在った我国のＢｏｓにもその傾きがあったが、我國の教

育界全般お通じて、動'しすればそれぞれの役職名と云うものが本質と相違し

堂り、有名無蜜的存在になったり、域わ對少嬢指導機關腫於てわ、たとえ一

つの地位につかせても、それ絢被指導背として他の春と一率、一鶴に指蝋お

慰

’
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ぴ

受汁させて、彼等お指導者として扱わないし、年少幹部としての責任沿自兜

し、奥えられた任務の遂行おするようにも扱われていない。指導觜とお大人

お云うもので‘彼等わその大人が磯城勝務者のよう.に行動させれば足りると

云う考え方が多い。然るにスカウテイングに於てわ斯ろ行き方わ許されな

い｡､往年或趨の除一その時分わ圏と綱して数|~名乃至数W7名お￣人の１劃

長の下に蝋人乃至数１．人の指導音と云う大人によって指導お行い、形式1勺に

班制お孫州して、その21［長にわ指導員と云う大人がなっていた１Aの．さえあっ

た斯かるものに於てわ、スカウテイソグの木質の鐘行わ不可能であって、

このような誤謬わ再建ＦｏＳに於てわ絶對に許辮されない

少((二錆資任ある地位につかせて､上手にこれお活ﾉｲﾘすれば、彼等わその責

IlE感お蕊iillして、その任務お篭読すること驚く程のもののあることわ、上級

班長Ｄ頂に於て述べた通りである。然るに従来の弊わ、少年おそj1Iji呈信>け±

･顎徒に相愛して、彼等にその地位お輿えながら資質お輿えなかったり、或ｵﾌ

その地位さえも指導員と云5大人によって占めると云う行き方お採っていた

ものである。

Ｉｉ:it長わ、上級､Ｉ長やpH長の適性老お養成して、その地位と任務の木質胞彼
‘

等に遂行ざYj~べきである。

従って各班の班長及び長で「班長班」￣グリーン･パー･パトロールし班

長章の絲線から出た名稲）--7お作らせ、上itlUui長があれば、それが班長と
.Ｌ

なり、それのIない場合わ、それが出来るまで|鮫長自身が班長嚇務取扱となっ

て、ｕ環班の訓練や會議おやる。班長21[としてのキヤムピングもハイクもゲ

ームもやる。期うしている極に上級､B島長や班長わお蔵に各DIIの践情およぐｸiⅡ

り2ゲラことにもなる。

班長班が愈議おするとぎわ班會議の場合と、班長會の場合とあり、後者の

場合わ、隊長の出席があればlEiiH指導者倉（トループ・リーダー･カンシエル

ー）である。

前者の場合わ班長班が訓練集會に徴り、その集愈の前又わ後に－１-五分位プ

｡

Ｊ）

幻

Ｐ



Ｇ

－３１１７－

`画グラム等につき協議するときで、こｵしわ各f2Hの班會議と同じＩ性質のもの恒

ある。

スヵウテイングわ人と人の接鯛お基底とするから、隊長や上級班長が、絶

えず各nHB長次長ど會議や訓練お一緒にすることが、その'２１酌達成に大きな力

となる。

【班訪問】班わ班お高圏bして､壬の熟育およりよくするため､各JH江に班

お訪問する。これわ一面にわ班相駈の友誼お厚くし、同じ「ちかい」おして

同じ「おきて」お蓮素するＢｏｓのつながりお一層深くするものでもある。

この班訪間わ、班のクラブ室のときもあり、班の野瞥のときもあり､,其の

他班としての集會集合のとき、班員揃って班として他班お訪問するものであ

る。この訪問わ、訪問する方の班と、訪問される方の班との間に、前以てよ

く打合せ（場所、日時､人員等お）おしておいてすることが必要器。他班の

都合お考えないで、目nKだけの都合で訪問したり、出しぬけに訪問すること

わいけない。

班訪問によって、お瓦の班が、それぞれの班生活お見合うことわ、瓦に班

の護展に資することが大きく、斯くて各班わ磨かｵしる。

訪問の打合せわ､繩力瓢會謙できめた蕊お､iDIf長が､班長會のとき相手
方の班長とすれば、容易に出来る。

１騒擾論､、この狐訪問の熾卜に行われるように簗脚するがよい。

識
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第二章進級制度 －２

制度の恋義と考査方法。初級スカウト考澁科目゜二級スヵヮ1･考杢科

目。－級スカウト考杢科目。
●

の

少年達おスカウテイングに熱中,一精進させるにわ、彼等の心理お把撮

しその向上心に副い、興味の連鎖お|団ることが大切である。

彼等の心身わ日夜活動し、成長しつつあるのだから、Ｂｏｓ生活にいささ

かでも停碩停滞があれば、それわ不適合のものとなる。そこでその進行プ百

グラムとして、この進級制庇が重要な意義お有っているのである。

前項浜於て述べた「班制」が、少年の心理に基き、その本能による欲求か

らの徒蝋仲間と餓鬼大将システムお巧に操入れているが、これだけでわ単に

グループワークお作り、そこに仲間同志の切瞳琢磨、相圧教育お固ったのみ

て、その訓練内容わ雑然としているか、不足しているから､此庭に秩序あみ

進行ﾌﾟ画ｸﾞ』ﾑとして､この進級制度おもつことが至上璽請となる。
そしてその進級プマグラムおエリ完壁なものとし、且つ、一層の興味と關

心お持繊させることお屯岡って技能章制度お附i臆させて、載に初めて完至無

峡のグループワ戸〃お築くのである。．、
ダ

進級わ考迩制鹿によるもので、その方法わスカウテイングが､･誹議主義、

暗記主義、諾込主義のものでないか巳、従来の鋼交教育厚於ける試験とわ大

いに趣きお異にしている。
１，

考査お受ける科目及びその内容わ後で述べるように灘め明示されてい為か

ら、彼等わこの明示されたことが出来ると自信すれば、何時でもその旨お隊

長に申出て考査お受け場。それわ全科目鱈一塵に受けてもよいし、一科目宛

受けてもよい｡jUiうして全科目が合機すれば進級する。

進級すればそのクラスの記章の凧用が許され、且つ､登鐡證}壷の旨か記

入される。

単
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この記章の耐用わ彼等に一つのプライドお持たせると共に、更に上級の記

章お得たLXと云うあこがれお持たせ、従ってそれお得ることに努力するⅢnみ
となるものである。

何蕊にも、あこがれお持つことわ大切で、そのあこがれに向い努力迩進す

る腿に張り合いがあり、育ってゆく。少年時代わこのあこがれが過<、向-1二
心が熾んだから、この制度わ巧にそれお捉えて行うものである。

明示されている考詞s１月わ大して六ケ数しいものでわないが、只學科的に
理論茜け暗記しても考在に鵬じられろ＄のでわない゜指導お受けて反復練習
し､すっかり飲み込み､何職どこでそのI2i行而に鴬って１，渡行し得るように
ならなければ及第鮎わ貰えない。j9T5云う意味お知ると少年達わ熱心にそれ
が出来るように締漣する。そして初級から二級に、二級から一級にと僅な年
月で進級するＪ然もその進級過程に於て彼等が擬えたことわ、彼等力學校生
活に、或わ家庭生活に、日補それぞｵT役にも立つし、雛て枇曾に出た時、常
識豊かなよき公民となる資質となるものである。

□

7

進級老査科目
、

,初級スカウト考査科目

仮入隊の一ケ月後､次の考脊に合桁した者わＴちかい｣おした後､初級ス
カウトとして初めてスカウト章お附けることが出来る

初級スカウト章「慨験お職か賀磯することに重きお濫ＫＢｏＢ教育に
・於てわ、その生活お漣ることおW璽要菱格とする。次に

スカウ１，章わ、初、一、この三階級に別けてそれぞれ

制定されてv､るから、一面に於てわ紋別章でもある。
そしてこの紋別章の,凧用わ彼等のあこがれ召あり、ほ
とりであるが、そのほこりわ自悦的誇示でわ態〈内而

的内容お持つプライトである。即ち、これわ草にその
絃のスカワトーGあることお表示するだけでなく、その

Ｉ

LI6

晶汀

､

クラスの処級'･ログラムに鑑らｵした事だけ人のお役に立ち得ると云う表示
である。こ(、ことも後述の技能章に於ても同様の意義歌'有つものであるこ
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とお銘記すべきである。どの鮎わぺ－`デンバウエノし卿の説かれた「スカウ

トの義務わ有要な人物とたって、人おたすけることだ｡」と云うMI1iから考楽
しても明らかである。

〔一）ちかい、おきて及標藷お暗記し、その意義お説明し､」且つスカウト

章、ズカウトサイン及び一日一善の意義お説明すること。
ちかい

私わ名譽にかけて次の三條の慨行お誓います

（スカウドわ名響お生命とする。總ての行いに自己の名緤お汚すような
ことおしない。だからスカウトわ信魍される。そこにスカウトとしての

プライドがある。その満響にかけ次の三催お誓うのだからこれに抜くこ

とわ、自己の満響お自ら汚し自ら失うことになる）
、

ロ

ﾕノ

、洞'（桃） 型と｣E亙塗議し窪てお守ります－－－－－－－＿＝
｡￣￣

(こIDjiilll、M;）わ本人の信ずるいつで何教何 宗阿波でもよい。要わ信仰

心お持つことで、無宗教者一唯物論瀞であってわいけたい。jiiIloD鋪理
お信じて、これおあがめ-圃儘つ自己の信ずる宗致の{Ⅱ』の宗教お排撃しない。
自分の鬮の大切さお知る。そして､'jii}|↑（lil)）と脳とに誠お霊し、ユカウ
トのおきてお守る－誠わ人間美徳百般ら根源であり、おきてわスカウ
トの日常の物ざしで、｜凱分の行動がこの尺度からはづれてわいけなv､）

一、いつも他の人為お援けます，

（孔子の云う'にであり、01}教の慈悲であり、キリスト教の愛である。我れ
さえよければでわこの慨の｢１１わzl旦和な明朗なものとわな･らない､身お殺
して仁おなす、自分お繊牲にしても人の馬に援助調臓しまない。他お幸
禰にする」とが即ち自分の虞の幸i,衝である。これが親切心の顯現であり
ＢｏｌＳ通勤の創始者ペーデンバウール凧'わ、その箸スカウテング。フオ

ーア゜ポイースの、かｒ、火のつどいの話のその111のスカウトのおきて

の訴述で､｢スカウトの義務わ有要の人物となって他人お助けるにある」
と説いている。

一、艦おつよくし心お｣~こやかに艦お義います

．(jiilll心獣魁と云う古語がある。正しい心わ陞康なIﾋﾞﾙに摘る。･生育旺んな
少年時代光づ魁おつよくし、けがれない心打育て、砿ｷ・義う゜､徳のない

む

苫

■
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ものわ禽獣にもおとる）
Ｃ

１ｌ１５きて

一、スカウトわ誠質である、

スカウトの虞の査格ｵﾌ情Ⅱ』され得る人間にのみ輿えられる。うそお云ガフ

ザ、ごまがしおせ‐ﾘﾁﾞ、信紋さｵして托さｵした任務お正確に行うことなどわ

網てスカウトの名譽お保つ魏礎である。‘

（スカウトオフ名響にかけて「ちかい」おした。名器おスカウトの生命
とするからである。その名響お保つにわ誠鐵であらねばならぬ。誠笈

お失うことｵﾌ信用お失うことになり従って名響お失い、名馨お失うと

スカウトでわなくなる）
､●

二、スカウトオ｡)趣l《節おつくす

スカウトオ》義務おつくすべき1;Ⅱ手に對し常に眞心お以て義務おつくす、

即ち國家に濁してわMH誠であ()、iii上倉及び家庭に對してわ忠實であり、

Mii親に對;してわ孝行である。，'．
｡

そして自分の利益や我Miiのために此の義務お蔵ることわない｡

（忠”字義わまＣとであり、節わムお鍵是ないことでこれわ共に字義
拡りの解課でよい。スカウトの義務わ前述のiように有要の人物となり

他人お助けることであり､その逢行にわ自己の快樂、慰安、安曇お砿

脳すべきでない）

三、スカウトわ人の力になる

スカウトわいつでも人鎬援けるⅡ｣意がある｡不時の災厄に善虚し〈人命

お救助し、負J陽春お看謹し､jMfに進んで家辨お手俳う、叉恩返しの心で毎

｜]少<なくも一つの善割ｉｆお行って祉曾に奉仕し､そして報い藷求めないｃ

（人お援けるにわ自分に常にそのﾉ刊極がしてないと出来ない。金品の

面でも常に節約して貯えて冠か11Ａば立所に用輌逹し得ない。努力にし

ても術に健康に身お持さなければ役に立たない。人命救助も、請談も

スカウテイングでその方法お修練慨得していなければ出来ない。,Miwd

知、恩に報山，ることわ人とじで大切なことである。恩知らずと力､忘鰻

：家と武われるものわ不塙馨のことでスカウトにわいない。善事お付，
｡

⑮

職

Cｒ

凸
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ことも赤くとして稚然のことで、それお毎日少〈てｉＬ－つわほらず光

鉦者の言蜷に、人の35世話にならぬよう、人のお肚話おするよう}垣、

､そして報お求必ぬようと醤うのがある。零V､ととおしても報お賛らっ

てわ、それわ商取引で轤行でわなv､）

四、スカウトわ友誼に厚い
●P

スカウ１．割わ綱ての人お友達と思い綱てのスカウトお兄弟として、正しい

明るい杜會お作る。

．，(善隣愛お変賎して人菰f1b、宗･教的、階級的、排他意識お持たず、動
植物さえ友としてこれおいたわる。世界各幽のスカウトわ兄弟として

その誠み､が深く、幽際友好の先醗背である。斬ら‐して人鍍平和の大理

想境輌築き上げる。友誼お蕊.切る､のわ毛の聖業の同志でわない）、
伍

五、スカウ１－わ概隣正しい
I「

スカウトわ長一上お敬い何人おもさげすまない、どんな人にも下愉快な思

いお輿えず11J鰹に接する。

（肚會秩序おｌｌ１Ｌつ上からも禰臓のIE’しさお必要とする。古人わ鵬素九
・て剛となると云った。人鈴蹴に分お守って威張らず、なごやかに人に

接すれば不'瞼快な感じお懐かぜ噸い）

六〈スカウトわ親切である一

スカウトわ網ての人、とりわけ婦人、老人、病人、助けのない人達に親
0Ｐ

６

則である｡又動I1ilLi物わ云うまでもなく一般の品物おも親切に取扱う。

（他人の雌燐お見ていない、婦人や幼児、老人、病人、不具者、負勝

者共の他囲っている者に力お貸したり助けたlIする。然もその親切わ

只人に對・するばかりでなく、動植物、器物、物品等オペてのものに釣

して19ある。例えばナイフなら、サーイフの本賛と用途およぐ知ってそ

の力お發揮さ赴淵にその保存に心お配る。ナイフで薪鞠割るJ寺うな1MJ

罪な,使い方おしたり、使用後の手入お怠って鋪ぴさせることわナイフ

に劃する不親切である）

七、スカウトお従順君ある､

スカウトオフ雨親や先生や、嫁長、IIHi長其の他の長上に素直にM艇ずあ。
刀

⑪

Q

⑤

週

１ Ｕ
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又法律や公の決定ｵﾌ必ず守る。．

（従順がjiMiﾉﾐIPAお守る。蝿法llWji11Iも稚順なればこそ守戦.ろ`のである。從

順.ごなぃBのＬいる所に準和われい）

八、スカウトわ快活であ鵜

,スカウトわいつも朗らかで笑顔お忘れない。受けた命令にわ喜んで従い

どんな困難な仕顛L進んでやり、不平や乖滿お決して云わぬ、言葉や動

作わほつきlﾌﾞとする。

（快活と空騒ぎとおはき趣えてわいけない。困雌な仕誹も避けず云わ

れたことわきつとやる。不平と云い認けわ誠意ある&の入云うぺきと

とでなく、不満わ平和お破る避である。動作や言語がキビキビして.い

ると周回が.自ら明るくなる）

んスカウトわ質素である

スカウトわぜいたくおせず、物も時も無駄にしない。常に節約に心がけ

て後日に備える。それわ必し屯自分のためのみでなく他の人のためにも
で

役｡hこつ。

（衣類、食物､住居､學用品初め持もの一切等費用蕊一、用が足りると

、云う鮎に菰きう遍く。物の慨値お重じて、鏑まぐれに金銭お狼没した

．D、物品お破棄したり、時間お空賛しない。質素であれば賞然倹約が

行われる。その節約した､のわ自分だけでなく他人のため'ご＆用立て

る。倹約と吝簡とわ紙一重だが吝齋に隅ってわいけない。節約して貯

えた金品お何時でも一般の義損に鰹じて１１tの中のよｖ､事に寄附する】

十、スカウトわ勇敢であ石

スカウトわ危険お恐;fしうご笑って困難にあたる。又正義のためにわ他人の

，戦笑や冷騨狛意とせず､甘言や脅迫に動かない｡そして後に悔お残さな
い。‘

．‐(千獅人と@Mtも識往かんの大湧極心“以て正鶴お守り行い貫くものが
／

属G､勇者であって、プツ1プヅ脳痴お去ったワ、遅疑選巡したりしな

い）

十一、スカウトｵﾌ純潔である

甘

⑪

句

凸

⑨

ロ
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／

スカウトわ身禮咀心も行い'1)儲に清い。よい習慣お身につげ、」食品厳言

葉お使い､正しい樂しz鵬お持や｡、立派な仲間と交ｵﾌろ。
（教養の深trわその人の言(｣によってよく知ｵ1る゜けがれの竃い正し

い心躯持Ⅱ、身臘も服鑛ｉＭ１１ｉ潔にＬ雌しv､辨諏｢lにしたり、悪い友錘

お持ったり、よくない遊びおしたり、悪い場所に出入したりせぬよう

にする。思想も言語'も行爲も満らかに－そしてIILの人為が純潔であ
れば肚愈わ常に満い）’

十二、スカウトわつつしみ鞭い

スカウトオ』信仰の心お鮪〈してそのつとめに勵な。然‘謙譲の心錯失わ

ず仙人の信仰や主張や風俗おi厩Ｕない。

（敬虚な心お有つ、そして他人の信仰する宗敦や主義主張や風勝狩純

ぺつしない。自分自身のIJ点の言動が「おきて」十二ケ篠の各煉に照

して通っていないかよく反省する）｡

上記の「おきて」わ[可々すべし、すぺからず式の他律でなく、スヵウト

パ目身斯くあると云う|』|律であり、｢ちかい」も亦自分り'塙響にかけて斯くし

ますと、自溌意思に塞ぐものであるから、猯諜者わ「ちかい｣｢おきて」の

各條の意味おスカウトに了解させると共に松本義としてこの「ちかい」及

び「おきての」在り方およぐ知らすぺきである。他律わ弱いが自律わ弧
ぃ。懇固な意誠が皿I髭される。

標語ｕ

「そなえよ常に」この標語オブ１Ｍ:界各國のＥ・ｓの共通した標語である。.

備え全あれば憂いなし。こｵしわ鋤|)人類だけでわない、鳥獣昆虫の類にさえ

もその眞理お行っている。

スカウトがその生活信條心の源泉玉ある「ちかい」と生活jljHmii↑一日・

常の物ざしである「おきて」お守り、且つ、そのスローガンである一日一善

おT図i行するためにわ締によくスカウテイングおｲ1参棟して居れば，この標語の

資践が出来る。

スカウテイソグわスカウトの身だしなみとなるもので、その身だしなら2入が

あるものに於てこそ初めてスカウＩであることの喜びと誇りがある。この身

ロ

仏

西
ら

、

戸
］
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艀しなみのないものにｵﾌこの標語わ死語となる。

翼.カウト章・

Ｂｏｓの徽章であZ)６との徽章の筆鵬の形わｌｌｔ界各國硲ど共通である。そ

してその一部分にその國特有のものお配して、そ
スカー卜.

の園のＢｏｓであることお現わしているものもあ

る。例えば左掲の我國のスカウト章わ花辨形の中

央に我國古代の鏡お配しているようにである。

この徽章の構成わ

゛（１）,両合の三つの花辨から成る;花ｿE２，$・翰そ

の花辨お束ねたロープ、（３）左右の花辨に各一

個の星、（１）中央に一両の鏡､-(5)花辨の下部

に慨げられた標語お記した謹物、（６）灌物の１．１１

央下部仁さ競った紐、以上六つのものである。
コンパス

f§

薇

（１）の丙合の花形わ愛の象徴であり[Lつこの形わ羅針盤の北お指す針の

頭について居り、スカウトわ人生の方角お指すものだと云う意朱もある。

、三つの花辨わズカウトの「ちかい→三ケ膝お表現したいるものである。．

（２）の花辨お束ねたロープわ協力、共同お意味し、（３）の蛮有の花辨に附

された二つの星わ眞理と知識お示し、中央の鏡わえい響と反省お表わして

いるものであり、且つ前記のように日本古代の鏡わ日木お象徴するもので

ある。（５）の巻物わスカウトの口元、しかも微笑したロ元お示すように鵬

げられて、それにスカウト標語が記されている。（､，の紐わ結び目がつ'`、

ている。これわ日々の善行一一日一善お懇ひ起させるものである。

とのスカウトイ:１k章おIiiilびる上とわ、我れわスカウ]-であると云う誇りとそ

の手によって人類愛に減ちた卒；F｢iな'|上界お築くと云占理想おもち、それに向

って鴬時碁力、精進するものであることの標識である。。

級別章お初級スカウトわ花形の部、二級スカウトわ謹物の部と分割して之
Ｉ

れお用い、-級スカウ1,1馬なって初めてスカウ1.章の全貌お(iii(びることか山

1口

旬

Ｐ
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〕#ﾐ為。

スカウト､ザイソ

スカウトサイン 左圃のように右手で三指お作為｡(右腕お横に肩

と水干に繋げ二の腕お上方に曲げて、親ゆぴと小

指お曲げ他の三指狩眞直地面と垂直に伸ば

す,）

これわ「私わスカウトである」と云う仲間同志

の記號.isあり合印である。然もこの合印わ１１上界各

國の皿ｓ共通である｡そして「世界中のＢｏｓ

わお軍に兄弟愛お持って助け合う」と云う意思表，

藍

岡

値

示でもある。
１

厘直ぐに伸した三木の指オフ「ちかいＩの三ケ條お片時も忘れていないこと

お表わすもので、スカウト章の三つｃ花辨と同じく「ちかい」三ケ峰に深く
意義附けられていⅢる゜

このスカウトサインわ’

「ちかい」お行うとき

「ちかい」お唱えるとき

「おきて」お唱えるとき

スカウト同志の挨拶

等に行われる。

（rちかい」わスカウトとなるとき－１９逼郁､、他わ「ちかい」お想い起す

ため機鐵ある毎に唱える｡スカウト章わその｢ちかい｣お術時計に鎧す為
ことお象ちで現わしてliiMび、スガ(ウトサインわ機衝あお毎に自らこれお示

現する｡期ｳﾞして｢ちかい」お蝿が上に躯調する）

［左手握手】スカウト論勵志であるとの誌巍お;iitｵ､て乳カウトサインおし

敗がら、お亙に左の手で握手おする。これわ左手わ心1職に近いと云う鰯だお

感に血の通っている兄弟だと云う意朱おもつもので、兄弟愛お表現したもの

聰

＄

７
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であ湯噂

左手握手（１）

Ｚ Ｆ

訊
因

ﾆﾆﾒﾉﾑZ’

この親愛表敬の挨拶わ、スカウトサインと同様、Ｉ[上界のスカウト共通であ

るが狐只握手の方法にイギリスでわ左手で、普通の人が右手で握手する通り

の握手おするだけだが､(左圃参照、アメリ左手握手（２）・

力でわ親指と小指お中の三指より離して礦

げて極いて握るからお互:の小猯が組合せと

なって'恰も三指のスカウトサインが握り合

うよウになる方法お採っている(上側参照）

正規の様式及び掲揚法お設明し、［Lつ五種(二、我力國旗の由来、意義、正規の様式及び掲揚法お設明し、［Lつ五種
｡与

以上のﾀﾄ國々旗お正し<描き得ること。

自國の國雄のことお知ると云うのわ愛幽心の渦蕊であり、外國の國雄の

ことお知るととわ、ちよ，ど「おきて」の十二條の傍識に在る「他の信仰

や主根や風俗お'Ｉ型じない」と云うことＬ同ﾋﾞように他幽の本質お知ってそ

れ゛お尊敬Ｌ、浸犯しない。従って國際友好、１１t界平和の思想お酒菱するこ
とになるＣ

ＩＩ上界何れの園にも、それお表徴する國雄があり、それわそれぞれの図の

深､､意義に基いて制定されたもので、その國民わ何れもその国旗お愛敬し
ているし、その醐旗の下に保誠されている。

我が蝿でわ、従来動もすれば國雄の有つ重要性お無頑して、幽旗わ儀式
の際のお飾り的物品の一つ位にしか考えていないように見受けられたがそ
れわ大きな誤りである。

その躯的なあらわれわ、何か催物のような場合、商國雄お愈揚等に張り釣
ぐらすが、國旗の本厩お知ればあのようなことわlLl来ない。

ヨ
』

鰯
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お飾り的に自國わ勿論他國の旗おおＣＤようにして愈場等に張りあく゛らす

.ととｵ､幽旗挺對する即ちそ７､國家に對・する侮辱になる。斬る場合使用する

な；繭國信號旗お使うべきである､。“もと繭國雄おあのように帳りめ(‘

らすこヒオ瀧)溌飾、満船飾お瞳似たものである弓が、糊艫飾滿船飾わ艫船

が儀式その他のＩＩＩＬ物の場合、國際lMjに海事法などで定められてどの艘船も

所有する繭國信雅旗赫利用して飾りとしたもので、決して繭國旗お張りめ
。

「らしたものでわなｖ､。

胤國の幽族と他國の國旋お共に掲げる場合同一掲揚柱（竿、塔、綱）に

一方お上部に他方おその下部に掲げたときｵﾌ、上方の幽旗の蝋に下方の國

雄の園が保護されていることお表わすもりで、これわ幽際1脚哲となってい
るから、各澗立鴎の幽旗おその様にして掲げれば、意思わ表敬にあっても

事態わ侮辱お示すことになる。斯程の重要な意味鞘もつ園Ili1§の掲揚法おは

つき，知っていないと眞の國際人とわ云われない。このことｵﾌ洞リ掲揚法
0●

だけでなく、その餌の正しく定めた國旗お用v､ぬと本徴の意味の愛敬と云

うことにわならない。
′

國民わ、その剛の國雄の由来、意識、正規の様式、正しい揚げ方お知る

ととわ－般徽識である。寧ろそれわその国民の義務であり、その國民によ

って築v､ている鰯軸愛する心即ち愛幽心の表現である。

我が四がロ章旗お幽旗としてﾙﾘ定したのわ明治三年一月二十七日で、こ

の日大政官布告第七賑によってその旨布達された。Oi1し日章お旗に用した
のわ、推古天皇時代からしばしばあり、殊に蔑延元年アメリカ合衆國え徳

川薙府から使者お蓬つたときの軍繼威臨丸わ日章旗お脈してゆき、安政元

年藤府わ法令お以て日章お日本總船印とした、越えて文久三年八月七日に

わ「一般御幽標としてこれお用|ゴレペレ」と聯令お山した。

日章旗の椎戊及表現の意味わ、白地わ純眞で平和お意味し、赤わ赤誠

その九わ倒浦お意味する。日の丸自攪わ太陽お興り、太陽のように光り

輝き亙って、その温き光お以て爾物お生成育１１１'するような、親切な明朗

な正しい画であることお示している。新のような美しい理想おもつもの

お、時に國施迩瀞する巻の邪し齋な考えから、廓の在り方、進み方＃sゆ

がめて、正しいものでないようにすることがあった。それ輝恰度黒襲が

出て太陽お粘うようなもので、太陽自侭わ決してよごれも、けがれもし

ない。即ち我が図の本然の蕊わ、一時的に、しかもその表面おゆがんだ
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よるに見せられて＄、決して日章旗に示された縮jii1ilわ鍵ってい茄ぃ。

特に翫味すぺさことわ、一六四九年の年頭に於て、日本占領聯合軍總司

令官マツカサー元師の日本國民宛メッセージに、國旗の無制限掲揚お許

して

「前略一-との國旗が人獅のひとしく探し求めてきた正義と、自由の不

易の掘念に立脚した平和の象徴として、とこしえに世界の前にひるがえ

・らんととお－中略一また日才経済建殻の義務に向って、日本國民の

一人々々おふるい立たせる輝く鞭堂の光りとしてひるがえらんことお念

願するにほかならない」

と述べられている鮎である。

丙

「

前記布告による正しき國旗

わ左個Iの邇、で、これにより

樅幅二尺一寸(六打漣六三三）

の旗お作るとブーると、そcDtMi

編わ三尺（九○極ﾌﾞL○九）と

なり、日の丸の大きさｵﾌ徳お

－尺二寸六分(三八糎一八二）

とし、日の丸の１１心お旗面の

中心より風上（旗竿につく

方）に寄せること二分九厘八

毛（九粍○三）躯とするので

ある｡

旗園

Ｑ

＝

掲揚法わ旗お旗竿の先営にぴつたＵつけて掲げるもので、若し竿頭より

下方に掲げて家診ればそれわ半旗と云って弔旗となる。

タト幽々旗し中に逆に掲げた場合わ遡雌信釧階となるものもある。

旗竿わ直立する方が本式であ患がなよめに建てＬも蓮法でわなぃ。

１１リスわ家の入i二Ｉに掲げる揚餅内部から外え向かって右側に掲げる。外

圏々旗と共に掲げる場合わ、内部からﾀﾄIこ向v､方に之れお掲げ、自国の

四旗わ左側に掲げる。

交叉して立てる楊合わ外國為旋の旗竿の根本お左側に遜営、自圃々旗

の旗竿お右側に砥〈と掲げらｉした禰國々雄ｲﾌｸﾄ國々旗が右ｉＩｌに､凹國奔

雄が左側と掲げらﾈﾙるｏ要するに内部から汁に向ひ右側お上座にするか

ＦＩ
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上座に外l卿の國旋お掲げることがiiH髄である。

國旗お汚損したり破棄したりするととわ、その限家お侮辱することに

なるから取扱上無鞠つける。

國雄のiili聖さわ、掲げらｵﾙたときに發揮する!】ので盤んで樋v､てある

場合わ物品である。だがこれわ革癒る迩具類でわなv､から錘んであって

も汀璽な心持ちで扱い地上や蝿の上へ放り１１)して冠くことのなｖ､よ`;心

掛､くぺさ上とである。

掲揚に徴っても旗狩地而に鯛れさせぬように注意お要する。

ボーイスカウトでわ、野外の集合や野欝等多蹴難つたとき、國雄掲揚

お行うがそれにわ次のような憐iiMl化した;隅暢おすら。

幽旗のJ反り付け方一定の時１Ｍ]に幽旗掲揚柱（必ずしも柱

(上部二:重接ぎ、下部一通接ぎ）－塔'こよらなv･･旗竿お雄てる場合も

ﾉハ

白」

あり、麺ｉＭｒＤ腱に自然の樹木があｵしばそ

れお利用することもある）お中心に、糸
、引

圓が隅1形父わ馬蹄形に集合して、掲揚係

が蝿揚準IilliJsし､｢あげ」の合剛で瀞かに

扮暢索おたぐってあげる。このとき助手

ゎ幽旗お持って術端が地而に胴れぬよう

にする。雛列者わ「あげ」の合個で國雄

に注目して紋jiilHL、倒旗が規定の位遜に

とまったとき数噸おやめる。

右の場合蝋Mltお一喝する場合もある。

久幽旗おたよんだ左Ｌ揚げて竿頭に達

したとき他の索お引いてパット砿げる撃

け方＄ある。このと堂雛列者も國雄がパ

ット擴がつたとき國雄に敬樋する。

て索お引いてサヅト披げる方法もある。

一旗竿頭に達してから、その旗幅の二三

鏑'#it三

鍔fli
←＝－．－－

IKF

澱めたよんだ撚上あげておv､て索お引いてサヅト嬢ける方法もある。

弔旗わ嬢げてあげられた雄が一度竿頭に達してから、その旗幅の二三

倍程度の距離だけ下げた鹿で停める。弔旗お降すjfli合わ矢砿ロー鹿竿頭

主で引き上げてから下降する、(jWi〔わあげる途１１}Ｉで停め放しに固定した

り､竿顛占くり下がった菌上降した，わしなv､)普通J､拙揚旗お降すとき

に、降納刀儀式一大慨隅揚、儀式に準ずる－お行句場合もあるが常

H１
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野瞥地などでわ集合せずに例えば作業中噸ら､全員わその作業の主Ｌで、

の所に赴き除紬爽る。この場合l嘩納合脳1--大'11笹降紬係だけが掲揚柱の所に赴き除納爽る。この場合陣納合圃－－大棚悩

で降納開始が長一騨降紬絡、が短一醗一で釜貝わその居る場所て掲揚

柱のある方位に両して起立、散魁する｡

幽旗の掲揚時間わ日1｣｣より日没鳶でであって野誉中掲揚時間お決める

が、降納わ時間で示さず日没時おその時とする｡(一般で$夜iiM歯で掲げ
゛豚いけん

てあるのわ大魁降ﾎﾟﾊお忘れたもので、國雄に對・する敬壁の念施失したも

のと見られる。掲揚及降紬の係りわその役|]お行うとき國雄に敬覗して

から、掲揚又ｵﾌ降納の操作お行う）

(三）木結び、一軍繼ぎ、てぐす蝋ぎ、ひと結び、ねぢ結び、ふた結び、

巻結び、てこ結び瀞もやい結び、腰掛け結び、引解結び、縮め結び、垣

根結び、.ｆめ結び、８字結びの－１-五種Ij'>結索法':１１本結び、止む結び及び

其の外８種の結び方おﾀillb、［Lつその川途用法お賞地に説明すること。

（スカウテイングでわハンドツラフトと云って手技お璽覗してv､る。

結索の原瑚わ磨擦の應用であり、この訓練わ手の練磨に最＄よき方法

の一つであり、感騒訓練と'したるものである。しかもこれわ少年のス

カウト生活わもとより學佼、家庭、肚曾のどの方而の生活にもすぐ役

立つ作業でもあり、興味も深いものである。然もその訓練わゲームや

劇、ハイキング、キヤムピング、燥舟等に自然と戎わ人矯的に縦込

れ、彼等わ勢励iiijZせず愛用而甜で念郷することが出來る･上記十五種

のうちその用途の例おあげると

イ、二本の綱（紐）おつなぐ結び方向

］、同じ太さの二本の場合本結

２．太さの異る二本の場合一重繼讐

３．その各お解き易く結蕊腸今雨膝折又わ片膝折本結び

（外科結び）膝折一重篭ぎ

４．絶對に解けない二本のロープ゜が綴ざ方てぐす結び

ロ、止め結（コプ）の仕方一結び（とめ結び）８字結び

ハ、i肺お作る結び方

１．伸縮するｉｉｉ結びわな結（引とけ結び）

２．伸縮しt用い'崎結びもやい爾結び

凸｡

＆

▽
①

｡

国
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＝、結着に必要な結び方総結、てこ結び、材木結び（ねぢむすび）

水、イiiI縮自在の結び塵露鐸駁さ、二顛結び

へ切らないで網諏縮める方法縮め結び

卜、人命救助に必要な結び方もやい結び､てぐず結び、腰掛結び(WLl

麺ありその内の一つ）二重巻結び、材木結び

チ、綱の端し止め索端止め

等となる、(｢lLj付知氏の分類稽利に擦る）
愚

結索（なわむすび）剛解

｣こめ結びオュぢ緒び
笠

一ＣＬ－

本 び聯Ｉ
ふた結び

可

璽織ざ

●

巻き締び

：

Ｊ圏

てぐず鑑ざ
てこ結び

-:=Z;§i::｡::C置萬2 で
ｈ

ひと結び

EＪ

!』篝ﾎﾞミー ↓！
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縮め結び＄やい結び
ざＰ､､

､鐘つ
腰掛け.結び， 翫根結び

「、

５１解け結び Ｓ字結びＬ

一Ｇ２ﾐヨー_:二fごZつ
凸

以上力詞級スカウトになる進級考議の内容で、この考謹わ隊委員立會の下

に隊長が行ひ、合絡者に初級スカウト章お交附する。そして本人の持ってい

る登録謎にその旨お記入してや患。

二級スカウト港査科目

Ｌ考査方法も、事務的虚理も、初級考在の場合と同様である｡）

初級スカウトとし元二ケ月以上の生活お經て、次の老脊に合格した者お二

二級スカウト章級スカウトとする。
(一）三十分間に二粁の追跡おなし得ること。域

わ二十四筒の物品お－分間1,1察した後十六筒以

上記'臆していること。
□

（追跡おするためにわ先づ追跡サインお知る。追跡獲施にわ注意力、

槻察力が養われる。若し不注意から一つの追跡サインお見落したなら
正しv､逼跡わｌＭ来ない。

追跡に代えての物品淑察わキムスゲームである。これオフインドで－

英國人がキムと云う塙前のインＦ･人少年に注澗力、糎奈力、記憶力お

鐘成するために考案された方法である。〃

、

．
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追跡サインの－
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ソの二（絢丈字）撞跡サイ

灘
蛋
潜
行
』
よ
行
く
ゑ
、
艫
Ⅱ
炉
に

⑭
ｅ
×
◎
④

二
十
ぶ

ゑ
か
氷
一
二
米

ロ
ロ
図
□
回

〃

→
一
一
ト
ー
炉
一
一
．
一
一
一
一
》

此
の
方
向
に
手
紬
あ
り

と上に掲げた遡跡

サインわ、大磯･仙界

中のＢ･Ｓ共勉の屯

ので、我圏内のＢ゜

Ｓわ何れもこれお用

いている。併しこれ

ｵﾌ鐙跡サインの基準

的なものでもあるか

ら、名､除又わ各馴:が

この他に其の隊tjrリ

その軌:なりで、他の

隊や他の班にわ判ら

ない綱目の晴號とな

るものお悲案して用

いることもある。そ

れわ、自分の.除なり

班なりの結合お艇め

同志愛の精iiill1、班意

識等託誕調するこど

上なる。そしてこの

説わ被筆の徒熱本能

と秘密本能お利用し

て興味お以てスカウ

テイングにｖ､そし喪

することになるもの

である⑨

髭
の
，
７
両
に
行
け

．
■

＞

Ⅲ

「
」
へ
」
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乱
丁

～
‐
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物品淑察がゲームに考案されているように、追跡＄ゲームとして訓

練される

(二）スカウトペースし難歩MII十歩宛.'にて十五分間に二粁お行くこと。

（スカウトペースわ初め単歩お速足で進み、菰の躯歩、十歩お翫足で

進む、これお線返して二粁行くことである。然し渡用的にオ,登り域で

わ必し屯四十歩お固定せねばならぬことわない。三十歩駈足三-F歩速

足としてこれお繰り返してもよい。スノヶ年の臘力に鵬ど歩数お少し減

じてもよい。喪わ同歩数お交互に雑返すことであるｏこれに熟練する

と所要した時間に尖り距剛iの測定が111來、距離によって時間の判断が

１M来る。そして使いに出す人に地、使いする人に＄時間的に或わ距離

的に目鴬てがH1來て便利である。

(三）簡照な地形胸1垢識み且つ磁針お正確に識み得ること

（地lKjlお談むにわ地価1に記された符躯おﾀiⅡる。簡単な假想の:}IIL形|剛お

作ってそれにより箱庭式に模型お作ると各狩雛お艶えるに便利で溌

ろ。とれわ個人ゲームにも班ゲームにもＨ１来る。

羅針鵬の微針お正確に読むことわ方位お知る_上の鎧聰要事であい

磁差又わIliii差により相蓮することも知っているぺきである。方代＃令鋒

えるにもゲームや劇化してやると一層興味おひく。

菰お行く者わ自分の居る位置と行く方角お知ることが大切である。

杜念生活（人生,行路）咄亦同じであるととお&知る）

(四）小刀、鉈及び斧の正しい使い方お知り、簡易作業に依る木工作品一

箇以上お作り、尚衣服の小１座損おI塾型し得ること

（小刀、鉈、斧わそれぞれの使途がある。それわjiin先がそ(､生活の髄

嶮から必要によってそれぞれ工夫して創作したもので、その使途叉使

用法、手入の仕方等扱方お鑓し〈する.その使途、手入等の取扱方が
悪ければ品そのＷＤも破損して使用法おあやまるし使用不能となるし

正しい利器も恐ろしい兇器となる。衣服の小修理わ一般常識として知

っているべきで、それお知っていれば他人の手お煩わさずにｺﾞｰむ。ポ

獣シ、ホックのとれたのや、ノj､竃なほこ坊びおその寵ユ故慨している

のわスカウトの身だし症渉でない。例え簡易なホエにしてもしのお生

成する喜びお知ることＬ共}こ手技の練燃になり、物の仏(ｲin､利用面、動

■

ＩＤ

ロ

２
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(1)岡符雛

Ｘ講職ji鳥
０－漢巣
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門鱗旗
＝

(』Z）火山
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勢の喜び、閑時の有用化お慨得する）

(五、野外に於てマッチ二本以内にて火お焚き付け･ること、及び野外煉琳

おなし‘簡願な副食物お作ｂ得ること

（火お焚く場所、脚の方向、焚き付けよい物画及付けよい方法等に注

意と工夫お要する。副食物お作るにわ材料の撰操､磯用、軍扱方､調
繋方、外見、味斑料測1方法等考案と工夫がいる）

(六）隊長の指示による週|頂にて-i粁丙外のハイキソグ、簡鐡1M量晴號

泄跡お含む）お＝回以｣莵行へ、其の報告醤お提出すること内一回ｵﾌ､：

ハイキングたるととノ

（スカウトのハイキングｵﾌ平常修練したスヵウテイングの綜合試練場
であぃ蕊境の鍵化、自然現象の鍵化等１Ｆ股って新しい修練おする数

場である。報告書お作って提出するごとわ蛎務の訓練ともなり、本人
の拱き記録として後日廻,IitKの菰となる）

(七丁卒倒、創傷、キ打鍵傷、火傷、湯傷，凍傷、!｣交傷、譲傷鼻ＲＩＬ鵬の

塵､lIjiI病及び中毒の場合に應ずろ救急法お知り､｣１ｍ法繩帯法及び人
p

工Ⅱ乎吸法お質施し得ること、ｌＬつ火災、震災及び水災の場侍に於ける避

難法お知ること。

（繩ての手徴ゎ「騒者の来る寵で」の應愈手樹程鹿である.これゎそ

の術の上手下手よりもその]]又扱方により親切さお燈験する方が窕要で

ある゜その上術が上手であればそれに越した仁とわない。徴項11の纏
得わ日々の善行おする上に鹸咄よい方法である）

（八）片仮名手idf信號お－分間二十字以上發受し得ること

（信號わ共同一致の最もよく表現されるもＯＤＡ一つである。これも箔

の技より総jii1lIお重要する。信鵬、暗雅、合剛わ１１良で１１１m取るもの－覗

擁信號。二郎で聰]反する.もの－香灘信雛一がありこの手旗わ祠號信

雛の一つである。お瓦が灘め定めらｲﾙた、砦くわ定妙た符雛によって

その意思お麺ずろのだから、共同概念がなければこれわ出来ない。

この信號は共同iliI作により共同精iiilil北護らと共に耐魁父わ聴既等感

攝の練醗であり、注意力、詑臆力､糎察か脛ﾉM力お謎うものである）

｡

Nｉ

｡
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（九）電請に關す為簡箪な知識お有し爾氣f}１A貝`の取扱法及び修理法お知る
こと,

「文Ｗ１の認11器電氣に闘う-る初歩的知識お有つ即ち冠流、電睡、抵抗、
髄〃わどんなものib､、その棚五脚係の法則お知り、直流、交流の理論
とその特質お知り、電蝋器具の取扱法と修繕法お知るととわ近代生活
お管む者の常識である。フユーズ（安祭涛辨線）の数用と〕反扱と注意
お知り、趣線の接繍法驍も熟知する.ことになる）

以下;當考蒲冒の賛際として一つの標準お記す（これお他の考査項、衝施刀亜
境に一つの形式お示すものである｡）

先づ知識の範陶お厩問の形式で列翠して見よう。
１．篭氣わどとに説るか

２．繼蝋わどんな性働お持つか

３．冠氣の蝉鵠、不趣艦とわ何か

４．寵球の桃造及それがともる孤由ｫつどうか
５．逓熱器の膿珂Ｉわ如何

６．髄磁石とわどうゆうものか

７．漏電とわどうゆうととか、それおどう防ぐか

８．雷の原閃と需に逢った1膳の注滋わどうか、－附、遜關針
９．ワット（記雛Ｗ以下括弧内わ記齪）ボルト（Ｖ)､アンペアＡｍｐ、
とわどんなことか

１０．スイッチ、ソケット、プラグ、．－F、とわどんなものか、又その
用途わ如何

11．フユーズわ何のためにあるか

１２．豆趣球や、220Ｖ用の髄球おＩＯＵＶのリム燈線につないだらどうか
以上の１２の問魑}こ術皐な説明おつけると

Ｌ認燈線、動力級、高腿線などの針金の１１．１，父空氣の小さな粒子の中
にも職諭がある。地面の中にも、人間や励物のからだの中にもあり、
「しびれえ」や「鰯緬うなぎ」な僻弧',､寵氣おもつものもある。
かみ唾〕（雷）＆愚の聡氣願よっておこる魂､像である。

２.通気わ條件によって光や熱や香お[Mす。又機j械お動かす力にもな
る｡

、

ロ

F］

９１
苧L
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霜斌ﾌﾟﾌつたわる趣さわ1秒間に300,00(）キロメート几である。

＝卜醐キロメートル毎秒とわ｣1h球抄赤遡の上馳１秒間に７回半廻る

速さ溶紡帝。

掴氣1-わすっぽい味がある。これわ駆砿池などでたｙ)して見ることが

出来る。(陽極と陰極との線弱同時に舌の_上にのせると味がわかる）

3．金蝿わ皆よく電氣おつたえるが、銀についで銅が最哨よくつたえ

る。このように髄氣おつたえる性質のあるものお導舩という。

水や炭素、人磯なども導腿である。

これに反し脳氣おつたえない性虹のものお不導概とゆう、乾いた布､・
竹、木、ゴム、ガラス、陶器､エポブーイト空氣などわ不導魁である。

4．魎球の中わ腫空か又不燃性のガスでつめてあり、狭ングステン線が

燃えきらないようにしてある。

電球のタングステン線の様な細い線に多雄の電氣が通ると無遡が出來

て光が出る。この光お砿用したのが髄騰である。

5．電熱器のニクロム線わ髄氣お通しにくいＩ性厩がある。これ}こf彊氣お

通すと無孤が出来て熱が起こる。これ溢利川するのが総熱器である。

(}．蛾の棒に矼線（絶線したもの）お幾重にも巻きつけてその腿線に冠

氣お通じると鍬の棒わ磁力の力ができる。魑氣お菰じるのおやめると

戯力がなくなる。冠鈴わとの原班お應H]したものである。

7．樋類お麺じて居る冠線から冠熱の逃げることお湿電とゆら。

搬線お寵柱の-1二や家の内に張るとき「碍子」という繊器製のものでと

める。それでも篭線の被覆（絶維物）か破れたり水でぬれたりすると

漏砺のおそれがある。

８．冊とわ雲に講演した髄氣と地上の電斌とが放電する現橡である、地

上から高く空｢１ｺに抜き１１｣たのしわ地面の髄燕躯畝髄し易いから、電柱

やミ商い立木や建物の下に居たＵするのわ危臓である。洋傘おきして

いるのも近い需にわ危脆である。

地上の燭氣輌少しずつ放散させて、たとえ弧い趣嫡ができた時でもそ

の先さから雛がす」ﾊﾞﾗにエ天したものが避領針である。

遜箙針の満さお牛律とした頂|形内の地上ねまず安曇沼ある゜

９．「ワット」とね髄氣おあらわす醜位、「ボルト」と右冠氣お流し倒す

鵬力噸jiiiノの卵位、「アンペア」とわ魑熟の弧さの寧位･‘

■

⑨

□

卸
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'0．スイッチわ寵流お止めたり知したりするもの、ソケットわ髄球お取

りつけろ↓の、プラグわ趣線おったく゛所に凧ゆる＄の、とｵ，らの,もの劉

の髄鏑のつながる場所の鯛れ方が悪いと熱お起して危瞼である。

11．熱にあらと熔け易い余脇の令会の針今おうニーズ線」ゆら、その線
の負辮力不机應な醜い尅繍が遡れば切れて職氣の危臓お防ぐ-.

12．豆麓球のような弱い鑓氣用のものに普通の’()()ｖ祇雌赤か上ると切

れる。２()ｎＶ用のよらなflt球に:10,Ｖの7g雁の電氣お掴すと光が弱く

て培い。（常項中野忠八氏考案）

‐
い
Ⅲ

(-i-）火災懲防、交通喪筆及び公衆衛生の法則に就て各五種以｣己の賓例お

撃げ説明すること
、

（火わ人類生活上般も重要なものの一つで親しむぺきものだが一朝大

事となる恐ろしいものである。近代生活わ交通機lMMの發逹から距離お

縮め、時間の空費お防乎､だが、その錯綜と頻繁とｵﾌ幾多の４１F故おl11
、

〈。眼に見えない大敵わ病臓であってその跳梁に`任せることわ人類
の敗北である。

この何れもが人々の注意と不注意によって防止も川來罹災もする。

「無理おしないこと」と「注意お息らなv､とと」これが安翁の＝大原
則である。

【法則の例示】・

イ、火災豫防

１．火お焚く近か〈に枯｡紅や紙〈づ鉋くづ等燃え易いもの又わ?I1hガ

ソリン、アルコール、セルロイド等引火し易いものお随かないこ

と。従ってそう云うものの在る近かくて火お焚かぬ.こと。

２．か蚕ど、こんろ、火鉢等わ火のあるとぎわ水お入れた鐡びん、鍋

釜の類おかけておくこと。’
３.外出するとき又わ就撰のときわ火わ必ず消すこと。

４.タ１－卜Ｉｌｊｕﾌ就疲前必ず火筑使)!]腸粘鮎撤して典麗の完奈さおたしか
めること。

・５.使用時外わ冠氣わ必ずスイッチお切り、ガスわ開閉栓3s閉じるこ
とｏ

ｑ・路上共仙晶ﾀﾄで火のついた「たばこ」ＩＤ吸が…見付けたら必-グ

6，
４

Ｇ
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消すどと。

７．焚火わ決して放任せぬこと。

９．潤一}ご術えて消火用水お準嚇しておくこと。

画、交渥安全

１．交通道徳お巌守すること。

２．左側通行、そして車逝歩道の硬別ある通わその歴別に従いその鼬

・別転営迩でわ、緩行者わ進行も方向に向って左ｹﾄ側お行くこと。

３．縦断歩遡の定めある所わ横断歩道外で横断せぬこと。

４．踏切お遡行するとをわ必ず一度停止して先づ右お見、次で左お見

て危険のないことお見届けてから通行すること。

５．路上に危険物お捨てぬこと、交通防審となる物お置いたり路上で

遊戯おせぬこと。

６．路上の危険物又わ防審となるものお見付けたとさわ取り除くこと

＿自分の力でJ反り除くことの出来ぬとさわ、危随の標示おして置いて

から他に急報すること。

７・走行牢で走行車お追ひ越すときわ必ず鮮笹（スオフペル）軸鴫して

から相手の右側お弧過すること。

８．－列乗車等の場合先着順お守ること。

‘､、公衆衛生

１.仰染病稽とその仰染の輝路お知り、惣防注射･の行われるとき必ず
その注射お受けること。

２．腐敗物、汚物、塵芥等わ焼却父わ埋没し或わ指定の容器（必ず蓋

のあるもの）に入れ、路上、空地等に放棄しないこと。

３．師、うじ、蚊、鼠、のみ、しら祭、だに等お腿豚し且.つその發生

お防ぐこと。

４・たん、つば、大小便等お道路上等にしなv､とと。

5．感冒の賜所人前え又わ人なかに出るとさわマスクおかけること。

６.共同で使用する場合お不潔渡しないこと。

以上などであるが要わ注意にある、即ち一人の不注意が寓人の迷惑にな

るのである。

I｡

『
ヴ

期
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（貨弊f1il度の「でわ何ん↓量つ詞冒も余銭のカネ)i11f耐ｌｌ１來なv､』輿分の

ためlこＬ、人のた胸に駒必ず金銭お必要とする勘合か起る。毛〃に術

えて平常貯金姉持っていることわ吸い。その命鑑も他人より貰う太り

も、自らの勤勢で得た報酬や、使うべき金額おiWj約して貯妙た余銭の

方が－屑倒値が商い、そして貯蓄の大切さお知ると共に金鏡の正しい

使い方論知る）

｡

－蕊夙カウト篭壷溝目’

一級スカウトの夢謙科11ｵﾌ次に記載する通りであって、これｵﾌ内容的に見

－級スカウト率て、初汲及二級に於てスカウトか魁得した護亭感ｉｆ}が
高慶化された?Lのである。即ち初級及び二戯に於

伍

_ず

てスカウトが知り得たことわスカウトのﾖii魯本であっ

て、一級に於てそれお砿張護展したもの、或径度の

仕上げおかけたものである。そしてこの考看E方法わ

各iHnﾃ聯盟にわそｵしぞｊｉ凶ゴ哲委員が震かｵL、その考

振委員の手に依って行われるから、受嶮者わその旨

お所罷i圃唱長に申出ｌ數長がその受戯者に受1iii能力あ

白

bと認めると老在委員に趣諾して受鹸の出来るようにする’

二級スカウトとして三ケ月以上の生活お經て次の老讓に合格した着お一級

ｽ.カウトとする。．

（ＢｏＳの考変受慰賛格に初級わ暇入隊の一ケ月後、二級わ初鋲Ｂ毎ｓと

して二ケ月以上の生活お経ることとあり、今久一級に於ても二談Ｂ゜ｓと

して三ケ月以上の生活お經ること躯條件としている。ととわ、ＢｏＳ教育

と云うものが唯邸に理論や方法お教えるものでなく、髄臓、貨践と云う鮎

に甑きお踵いているから、その學ぴ得たことお変践し、搬臓お稜んで風に

身お以て倉得するにわ妙〈も規定魁ｵTた最少限度に期間わ、その生活北し

かければ出來なｖ､と云うことおねらっているものである。各紙珠に初級二．

級の考杢科旧お譜込主義暗記主義的に行えば時間わ最少限皮の規定期間よ

りもつと早く総るであらう。それお斯謙に規定したことにわ、前述のj5う

な深v､考慮が加えらｵしていることお了得され度；）

詞

尋



－６５－

（一）五~i~米以上iikざ得ること。但し臘質上水瓶お有害と認めらｵした着わ

回路約三十粁の路線お十時F1以内に徒歩にて經過し、其の途,#,の主要事
＝

頚に就て報fL『書お英の時間内に提出すること

初級、二級}ご於てわ陸上生活おねらっているが、一級になって初め

て水上生稲lご蝋れ､糒頂月に終て水泳ぐ談に－１－－項に於てﾎﾞｰﾄによ

るﾌﾞ0.行のことが考盃にL1二ぽる○０１:し水泳わ樋貿によ})徒渉三十粁行穐
児一

に代瀞さルポートの舟行も徒歩旅fjであってよいごとになってい

る｡この鮎水上生活お'１邸iiiHした感じおいだくかも知れないが､班生活

ノミ於て』'班競技スオミ野磯緋に於て水泳や操舟練脅磯愈が多く、殊に海
溌河川YiMH近くの|験等わその横倉に悪ぐまれている｡,１１』てｿj泳、操舟

ｵﾉﾊ;に技能章ﾙﾘ度に於てとれお技能考蕊の對照とし、その合絡者に水

泳章Ｘｵﾌ操舟章が奥えられることになる)．

（二）＝級スカウトとして得た救急法諸相営林料お用いて恢想患者に對し

鷺施し得ること、外に火災、地震、溺水、製氷、感電、瓦斯漏11及び狂

犬に封する應急iZ1量置及び凹者邇搬渋お賞施し得ること

（大慨庇科と理論であるが、笈施漸の心>櫛えも鮎数の大きな両お占め

る）

（三モールス信脱垢電jlfILﾗｉｌｆ〈１３:駆旗お用いて一分間に十五字以上發受し

得ること

（髄信局の髄情技術貝の髄鍵發受敷わ８５字位が一人前で最高記録者

わ、１４０字まで選奨出来る）

（四）野外にて、或わ野外に準ずる器材お用い、米及小麥粉に依る主食行
か

．一種以上、並びに扇Ⅱ鐵勿五種以上お作り、筒一般榮養知識お有すること

（米（或わ麥共他靴穀４６加えてもよし）お飯食で炊くことが直ぐ想起■

されるが、茶、鍋なんで１１Ｊよい、かまどの作りカイ史１１１１方法もいろいろ
□

あるが、家庭で￣股使う'015成かまどでないことお望!＞]小歩粉の場合

水とん式汁物もあるし、パンにする場屯あろう、副食物ｵﾌ材料、､調

轆方法、調味料の相異により千差爾別であるが、野ｸﾄ理料妬立場とす

るから調理に除Ｄ時間ｵ`要するiものわ向かない、味鉦と机.１－見榮

に鋼おとられてガロリー計算の合理的でないものや、薪炭お多趣に便

[、

活Ⅱ

色
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過ぎるもの、炊さん方法の不適憐なしの、材料牝粗末にするものあと

始末の良くないもの等わ減鮎の要素である）

(五）nHXE5F誉（合同野瞥の際のものも含む）三mE以上、二名以上の移動野

管三夜以上の經鹸』も有し、各種野響の正しき方法お知ること

（野瞥にわ一定ケ所に設瞥した寵人敷日後の搬瞥まで動かない固定野CO

醤と、…に設管地加代えてゆく移動野瞥の二種がある。この種の懲
瞥經嶮合計六夜以上完曇に出来れば立派な`野糠家である。固定でも移

動わ勿論假令一夜の野瞥でも野櫻生滅にわ、癖る所、炊事おする所、

食事する斯く便所、ゴミ捨て場が必要である。そして撤職にわそれ等

の蝪所“復落し清掃して只感謝だけお蝿すょ野瞥中及撤継の時火鏑わ
殊に注意して、火の災いお招かぬこと。

野瞥おするにわ計斑お立てそれおよぐ検謝して純てについて手ぬか

りのないようにする。識機地わ十分剛ぺる仁と。よい水のな'ﾊﾙ「、僻

染病流行地、食糧薪炭の補給不便な所、一般人の111入又わjn行の頗繁

な所､天候其仙災危の場合他に迩絡の六ケ蚊v､所等わ不適愉地である）

(六）五万分の一fllL形剛お正し〈調み、勝用の地lEl記砿お現示し得ると同

時に簡翼な測量圏（zF面圃）及び見収剛（透覗岡）お作製し、磁針に依

らずに方位お發見』し、叉G各時季に於ける星座三以上お知ること

（地岡お正し〈識む上とと、方位お愛几することわiil:衝生活上必蝶事

である。除本部お中心に測:量Hill及びjHIJ反Mill鮎製作することも煙わしv、

教利・である。磁針なし毛方`位お波見ﾌﾞｰるにわ太陽の[f｛ているとさわ時

計による。晴れた夜わ北極星やオライン星座（との里庄ｵﾌで夏季わ見

えない）等で出来ること、其の他樹木の切株の年Wi等でも方位の大繼

わ剣る゜北極星`お發見するにわ大熊座小撫座お知れば直ぐ判るし、そ

れお中心に四季それぞれにこの_雨星座附近にある』瞠座の薪お知ること

によって、懲頚月後段の考査わ比1肢的易しい、そして星にわいろし､ろ

の椰誕が伴っているのが多いから興味お以て星座;`知る）

(七）数長さ、預さ、距離、高さ、面職及び艦穣を椎iIlL、二五彩以下の

誤差にて報告し得ること

（考蚕霧員が術定する「もの」の欺、長さ、砿胤脳、高さ、而概及び鵜

□

の
』

9
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（］

記
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績加推測させて、その「もの」お調ぺ－或わ考査嬰員わ識め調ぺて

知っている一変際のものと受考査者の推測とがその二五％以下の翻

差ならば合緒する_要するに正しい目分避おなし得る能力お有つこ

とである）

(八）木工及び金工製作品三ケ以上お型,作すること
￣

（木工わ竹エスわ難工輔以て代用:も|[l来る。金エ＄非職金閣であって

もよろしい。要ナるそれ竿の材料おい･かに生し､.いかにエ夫し、いか

Ｉに》1リエしてその製作物の賀用而に適合するか否かの判定が出来得れば

よい）

(九）鳥類六種、樹木十種、昆虫-1-種に戯て研究し、其の名解、種類､Ⅱ性

質、用途及び人間生活との關係お説明すること

（自鍛ilif究である。人間生活わこれらのものと大きな連がＵお有っ。

日常幸稿おも癖ぜられるが筈妬臭えられる垣ともある。１H題わ簡軍の

ようでも組営不断の研究お要する問題でこ鰹も奥行が深い）

(十）妙<とも一名以上の入隊肴お紹介し初級スカウトたらしめること

（自分がスカウトたるの塙響妬幡つたのだから、他の少年にも同と名

糯調獺わせ度い、と云う念願から入隊｡候補お連れて來て、その少年が

初級スカウトになるように協力してやる）

(十一）随柵或わ一名のスカウトお伴ひ二日以上に亙り徒歩又わポートの

場合にわ往復Ｆ１二粁以上、自純車或わ馬の場合にわ往復二十五粁以上お

族行しその放行記お作り提出すること

．（スカウトし右脚である。漫然と､行って厳るのでわなv､。-その行脚１１』

被わ'１Jおしたか、それによＵ彼が一級スカウトとなるにふさわしいか

否かわ、彼自らの旅行記が識DJする）

(十二）観約或わ勤勢に依る貯金櫛圓以上お有すること

（二級でわ五十側以上の貯金お有つことになっているから一級でわ百

胆１以上右つ、殆の他湫味わ二級のときと同じである）.

｡

戸｡
浮剖

「
Ｉ

￣

■

召
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第三章技能章制度

閑時の有用化と、餘羽勢力の蕪用、能ﾌﾞﾉの育成と、隠れた性能の蕊且

職業の芽生の蕊成、高階級スカウト菱絡にわ責任科F1があるが、一級ス

カウト以下わ随意。考査の方法・部外者に技術指導お依繊する場合の注

意。技能章種類の例示。技能章狐鎌と考盗内容の例示

｡

GLl

少年達お善導するにわ彼等の照時間お有WJ化し除剰勢力お善用することが

重要であることわよく人の知る虚である。然し膚からと云って彼等自らなそ

うとする欲求お起し得ない作業や仕事で彼等お束縛することわ懲果がない。

彼等自身深い興味と愛薦為有ち､｢そのことの出來ろ－１と云うほこりと「あれ

までやれるようになり庭い」と云うあこがれ海有つl乍業なり仕事なりお被零

が持ったとき「閑居して不善おなす」と云われる鯛時間わ立派に有用化ざれ

いたづらおする勢力一餘剰勢力わ善Ⅱ]される。従ってよからぬことおする

暇も、よからぬ人や、よからぃ場所、よからぬ遊び等に近づく機會もないか

ら不良化される燐地がなくなる。＿

この法則おスカウテイソグに巧に仕込んだのが｛技能章」制魔でありＢｏ

ｈｌ教育推進のプログラムの一つである。この技能章制度により本人の技術的

能力お伸すばかl)でなく、こｵしにより隠れた性能お謹見し、且つ拙き出すこ
、

とも{l』来る。そして被胤鄭の)銅奄斌鐵に役立つ峨業の芽潴護うことにもなる

ものである。

この制度わ云わぱ一種の鰐杓教育であるが、その卿黙わ被等お輿u未に引き

入れて鐵117修得に没入させ、技術の１１菱iSiiお通して人格お練磨繭菱するもので

｢術によって心お臓営、心によって術お練る」修道の極致おゆくものでもあ

る。そして職業教育お副達ljU的になし得る妙味も附随する。併しこれわ飽く

まで副露吻的所産であって主目的でわない。

Ｐ｡

弓-１

己
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技能章制髭に採り入れられた職種別、作業別の名繊わ大艦七八卜種にのぼ

る見込で、その内容わ脚下;橡討されている（|沼和二十四年三月塊/Eノー

第二次遡界大戦前我風のＢｏｓでは六十五種目お制定していたし、アメリ

カのＪＪ。(くわ現花百二1種顛泣、イギリスの乃・ｓわ約上十種願位お制定し

ている＿要するに7仕曾全般に亙る職業又わ趣朱としての技術面に開するもの

がそれぞ才'操附されていて、何れも衝習により修得することになっている，

鐡龍章お得るためにわ、彼等のそれを「望む」と云う意欲が根本であるか

ら、どれ詣望もうとそれわ彼等のIEI由であって撰撰科目としてあり、一級ス

ヵウ1-までわ筵jiBu二の責任科にｉとわなっていない。唯高階級例えば鞠iiiの我

国の隼スカウトのようなもの（再建⑫。ｓに於ても躯て斯様な高階級スカウ

トが設けられる筈である）の賛絡にわ救急章、野誉章､､信號童共他指定され

た總數二-1-種目の中、前三種鮨必ず含む合計七種お有していなければならぬ

ことに決められていた。これわそのクラスのスカウト常識として、その誰し

も力填嚇すべきものと云う考えから決められていたものである。

自麹j巽潔科目であるぽかりか一級スカウト壷でわ進級賛格になっていない

が、虞際腫わ彼等自身ズカウトの義務の本質お知り、且つ技能章制鹿お知れ

ば誰れで地その義務およりよく果すために､．このうちの何かお取ろうとする
ご

意欲が自發的に湧き出て来て、その技能お,修得し考査お經てその着衣の左腕

に技髄章お付け、そのバッヂの示すことの御役に立ち得る者滞との表示おす

るに至愚｡

この技能章お噸ろにわ、趣め定められて公表されている各種にIの考謹内容

に、スカウト自身受験の自信お有ったものお受激させ、合格すｵLl韻そのi題目

の銭§11章溌與'Zられろ。受鐡の方法わ本人から{圃患長にその旨申出て、麟長も

その費鰭ありと認めるか、時にわ本人の修得程度お隊長が知って受嶮方お勤

めるかして受鹸さぜる。

試臓オフ老i蕊委員（一級茨力轡}の進級老査のように）の手で行われる。

え…卜が風的の銭能章潴戒るためにその示されている内容お鐵習修掘ｉす

壇

0日

会

⑤
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ろにわ班クラブ室で各班員が協力して行うこともあり（との意味に於ても彼

辱に一定のクラブ室一蕊おもたせることが必要である）域わ野瞥其のiE野

外で同隷行われることもある。種目のあるものに諭てわ|塚長が選定委翻して

くれた特定のへの下で習得することもあり、スカウトの自宅で行うこともあ

る。何れの場合でも班長やその技能章の既得着お後進者の修練Ｉｑｉｍか、鶴Hij

お典える｡(I罰長わその修行するスカウ}､狛憾に璽氣づける義務がある)

技能によってわその途の先達者又わ職業として躍れたその技能お有つ人に

付いて指導お受}ナる場合も多いから、隊長わI簾のスカウトがその鯵i〒希望お

申出たとき、それが自分の力に及ばないときわよき指導者として技i厭的にも

人絡的にも信用の置ける職業人海臨時に委畷してその指導お受けられるよう

}こ斡旋、Ijidガjrる。これわよき隊長の義務である。この場合特に注意すぺき

ことわ､スカウト教育わ人と人との接燗による人格の陶冶に在るのだから､例

えその鈎価に長じた人でも思想品性の好ましくない者わ避け昂ことである。

スカウトわ初め一j麺1ziの技能章お得るとこれに瀧足せず更に池の種目のも

のお得よ６と努力する。その努力力勢ひ彼等の悶時湖お有J11化し、饒乘$勢力

の善用となるのである。

技能章Ｄ形式と、その考査の内容とお、過去の我國のｎ．劃で行っていた

ものお類iｸﾘとして次に鍋戦して置くから富制度お知る参考とせられ鹿い。

【技能章稲顛の例示】

案内章迩課章悟號章電信章無冠一軍

電獺章機剛章事務章救急章個人禰生章

公衆衛生章洗溌章目測車滝自動Jに章消防章

野瞥章天文章測候章測麺章製剛章

印刷章寓腫章給識章鵬刻章誉樂章

遡育章脇乘章スキー章水泳章水難救助章

漕艇章炊蛎章手技章裁縫章紡績章

木ェ輩ェ作章建築章石ェ章余工章

駒行章jVK細ェ章髄鐘章竹細工軍腿事章

｡

巳詔
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家蓄章錐禽章養趣章製茶章菱蛛章

鍵魚章漁鋤章鬮蕊章魎物軍馬顎保護章

【技雛章の型鋒と考査内容の例示】

【霊駒藪１．除木部諭中心として附近の評iWIIなる地理加知ること。

その中に､消防懇､祷察鶚､病院､蕊店､公設市錫､市、
案内章

画役所、町村役蜴､學校､郵便局､髄信局､篭話局､錨
知

造、髄車強、乗合自動車道、食料品店、主なるエ場、自

動車庫、自縛車修蠅屋等お含む。

（人口二繭以下に於てわ半径三キロ人口二葛以上五十

灘までわ牛裡二キロ、人口五十繭以上にてわ半径一キ
」

Ⅵノ

２．附近四キロ以内の地ならば未知の人お何虚えでも案内し得ること。

附近の主なる町村及び尖地方の主なる市に至罰大腿の激順お示し得るこ

とｏ

３．附近の諸所、醤跡について大鰹の知識お右すること。．⑬

【救慧章］］・下記に劃する庭極法お知ること。

卒倒者、溺死者、感趨者、狂犬、毒蛇に咬烹かた者。
救急章

、２．頭心足、首、手のMII精法お知ること。

3．身魁各部の動脈靜脈出血お止むる法お知ること。

4．傷に徽薗の入らぬ嫌ガーゼお用いる法お知ること。

5．腕或わ足の櫛折に副木お副える法お知ること｡

６．熟人エ呼吸法お知る上とｏ

7．患者迩搬法お心得居ること。

[自鱒車】１．二十粁お二時間に走り得ること。

２．パンク共仙術軍なる故障お修理し得ること。
自卿車章

３°目純車の織造お知り其の分解組立おなし得ること。
ロ

４．地１mおよみiiL察の報告､・回述の仰今粕I>なし得るこ

とｏ

K信號章】１．片假稿手旗信躯お－分間二十字、モール

ス信雛符字調一分間四十五字の速度にて發信えわ受信

し得ること。

よりモールズ信雅おなし得ること。

壷ｉ

2．發火及普謹忙よ

」
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3.スカウトXM定の暗鵬潴各癒の方法お以て自由に嗽し

得ること。

4．船舶わ舷燐、曳船肩號焼お知ること。

5..汽車の發蒜停止の信雛お知ること。

【炊事章］１．各種の溢其にて戒わ遡具なしにて飯お炊
き得ること

信班章

傘
、下記食品お作り得ること。

匡逓目紘、海苔雀、シチュウ、ライスカレー、豚、魚、炊事章

鳥肉料flH、茶、コーヒー、．、ア電廿7,7、葛湯、汁

粉、雑煮等。

3．食物の榮鍵素、消化の.良否、配合調理による消化の

難易に就て知ること。

4.野職に於ける_班一週間の献立表お作ること。

凸

5．水の醗過法、滅菌法お知ること。

8.食総の保存法お知ること。

K天女章酊１．太陽系の組織お知ること。

天女章２・地球其他の惑星及術生の通勤の大鍵と其一般智識お
有すること、

11.日蝕、月蝕、鑓光星、太陽黒鮎及糊の干満等に就て

知ること。

４－１－以上の馳座、北極星の所在及其の發見法輌知るこ
と◎

b・イ垣墨･‘天の河の性庇輌知ること。

6.本邦塊jlj厩１，F１ｺ閏年お設けたる理lllお知ること。

【野懲章】］・天孫生活の趣験二十夜以上お右すること。

野簿章２．天雑お張るに就て次の事項お知ること。
さ〕

場､『の撰定、便所の作り方、汚物塵芥の庭分法、風雨

に對する虞極、防護防繰法。

3．各撤天雑の作り方と其特徴ﾉﾛ途、根方仕葬方お知る
こと◎

４版倉炊鞭及前駆なる副食物の調理おなしlilJLること。

④

5．筏及小爆掛･の鐘D方お知ること。
〆



圧。

二

－７３

IjMlI1ｵ‘耕し米麥の裁培おなし間作おなし得る所にてわ間作
Ｏ

おなし、瀧慨Iﾉﾄﾞ水の方法等お笈験により知ること。

２．農耕縦械、器其の一般的智識お滴すること。

３，堆肥(､作り方ｵ3知ワ、動植物性肥料及化學肥料の識
別おプル其の效用お知ること･

’１．肥料の三要素約椥ＩＤ各要素の植物に及ぼす彫諜詣雌
解すること。

[農業章］１．

農業章

回り

5．米麥につき各季節の腱躯課程に禰熟すること。

6．米麥に罐せる病虫害駆除豫防法お知ること。

【溌禽章】１．孵化法及孵卵器の値ｊｉｊ法お知ること。
２．衛生に適する家禽舎、ﾛ鳴鑓迦動場軸作り得ること〔

誰禽章
３．背離、紛糾、屠殺の狭麟お有すること。

r罰

１．鳥及種卵、食）l]おＴｌ丁腸にu{すため荷造おなし得るこ
とｏ

５．鶏の種類八ihli（食)|j、卵朋、愛玩１１J等の）次特徴お
知ること。

(j・獲禽又わ家鴨又わ七面偽等の価護法の大要お知ること。
Kネェ章】、]・木材-1-種以上お識別し其の特質と一般用途お知ること。

２．鋸、のみ、鉋、小刀の用法に熟し之が手入法お知る
木工章

ことｃ

３，手枕製材法お知ること。

４，木材v､譲合泓;お知ること。

5.簡鋼なる木工日川船粘轆作すること｡

6．塗料（ニス、漆、エナメル）荒色、焼着の原迦和

知、、術単なる塗工、茄色i法、焼付糖なし゛獅肇こ
手技章一

とｏ

ｒ霊轌智１１．（､刀～のみ､等の弧付研き方お知る

竃9

K手妓章】１．小刀、の錫､等の,bL何川さノル'づう;I…こ

とｏ

2．簡駆なる１Ｍ'刻おなし父わ印漸お刻し得ること。

3．禰璽なる製作物の模型掴お識を得ること

詞

｢四
」
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第四章スカウテイング實施要領

スカウテイングの基瀧概念・大要素・訓練要目。三大制庇゜指導綱

日。仕組の根底。訓育の形式。錆導意IKllお肚にだけ遇〈。ペーデンパウ

エル卿の楕導笈例。キムの話とその暗示。人殺お見つけた話とそのゲー

ム化。

凸

四

【深カウテイング､､藷礎概念］スカウテイングお行うにわ

一、少年があること
Ｆ

＝、指灘;I者があること
Ｗ

三、賛凋･上場所お含む）のあること

｜'９，プ戸グラム籔嶽賞値と興味があり奉仕の出来る）があること

ヨf、組織があること

六、費用（金銭のあること

以上六要素お必要とし、これによって行６訓練の要目わ

一、人格

二、健康

三、技能

ljP1、率仕心

の四つの譲成にある。

能力おもち即ち有爲の人となる）他の潟に識すことお「スカウト精祁Ｉ

とし、その精iiil1Iお轍に瓢現し蜜賎することお「スカントの義務一とし、従っ

てスカウトの目的わ「よき公民になる」ことであるから、その理想お達成す

るにわ、この訓練要目の一項も欠くことわ出来ない。

この訓練要目お達成するために

一、班制

くｂ

で
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二、進級制鹿

三、技能章制度

と云う訓育方法お有ち、その指篭i綱目に次の六部門お雄り込んでいるのであ

る。

－、森；林生活（ウツドクラプト）

二、野醤（キヤムピング）

三、行脚（ハイキング）

四、手技（ハンドクラプト）

五、信鑑（シグナリング）

六、急救法（プアメトエード）

この六部門の指導訓練の内容お、その訓育方法の正しい迩醤によって、少年

自身、その興味と必要によって魁得し、教育理想お蜜現することの出来るよ

うに企篝立窪されたのがスカウテイソグである。

Ｋ仕組の樋底】スカウテイングわそれ自魁が一つのゲームである。そｵL;わ

彼等少年がその欲求する興味と必要に腰じて訓練推進のプ戸グラムお彼等闇

身が作為からだ。と、ペーデンペウエル卿わ云うている。Ｂｏｓ教育わ自發

教育であり、個性教育であるから、彼等自身、自己能力の啓發培養おするよ

うに導いてゆく。大人の立場に於てこれオフ被等のためになること滞、これわ

興味お持つものだと信じて'し、時にわ彼等に無興味な陸しぎわ苦痛お伴う勢

役的なものも出て来る。そｵLが彼等自身のプランによれば、そのようなもの

お採用しない。と云って徒に放任して置くのでわない。常に訓練目標に向っ

て暗示お輿えるとか、サゼツシヨソ狛與えるとか、同情に蕊した厳しい批測

によって正しきものお柚き出して、好ましくないものお是正してゆくのであ

るｃ、

さればこそスカウテイングわ訓練の全過程が少年の心理に合し、その欲求

に應えて、識に新鮮な興味の迩鎖と會得の喜びに浸らせながら彼等の心身お

成育するように仕組まれているのである。

心

曇

⑨

わ

」
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このｲﾋiliHお;Wfjiimして軍隊ｮ!C命令と鋭令でスカウテイング媚行うとすjるなら

ば…則ﾌﾟiのスカウテイングも照なる勢ＩＨＩ的課業に購って愉快お忘れた苦役と

なり、少年達わそのグループからスカウテイングお締出してしまうであろ
う

Ｊ`年時代オノ熟し易く冷め易い。ｌﾖt長の怠りや行詰りわ彼等にわ直ぐ、難も

蝋<熱く゜因て隊長目｣;l不勘の鞠慰と努力お以てスカウテイングに糖進しな

ければならないこ

この教育方法が指導者と被指導者の魂のふｵ瞼にまでならなければ．この
.&Ｔ

教育の:lU亀目である個成教育と生濁旨導わ完成されない。だから隊長ｵ汗:勤の

研究とｺﾂﾞﾐによって新鮮な興味と護展性と云うこと垢、十分老脳して全般の

訓練犬ケジュールお立て、魅力お持たせて彼等お引き付けていかないと、彼

等わスカウト生活に鉋いて、そのグループから離れてしまう。

スヵゥティングの創始者ペーデソパウエル卿わ健蕊に少年蓬お指導ﾌﾞｰＺに

ﾊﾞｳｴﾙ[lM1の説話黙り 衛塊、粥に教育環境叱雰閥氣に鶴

ひ

剣
」

意し、その巧みなそして蝶鱈な説

話（誉火物語一かkPり火/)まど

いの話や深い意圃蛎抱減ず鬼ゲ

ーム（スヵゥ1-ゲーム）や鋤詣劇

_スカウト劇)や唱歌スカウトソ

ング）にその導こうとするｉ１的海

托し、絶えず彼等に暗示お奥えて

その意岡する訓練お自然に鐡現さ ⑩

せたり、或わ瀧的に訓練種鳳おゲーム化させてプレイさせ、それによって意

闘す港訓練の魔お繋げた。

このやり方わ少年達に、狸いあこがれと大きな|勵訟と、珊鮮な興味と、-會
６

得のU古び粘與え、彼等わ嬢斉として育成され、斯くて教育の最大l{的お達成

することが出来るのである。斯う云ウやり方がえカウテインヅわそｵし圏魑一

旧
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つのゲームであると云う本質的證左であって、このやり方お無頑したなら

ば、スカウテイング指導の成功わ髭束ない。

ペーデンパウェル卿の俊敏な頭脳と挫富｢な經戯ど、深い人生卿と正しい世

界鋤焔ゆるような人間愛と敬虚な信仰、固い信念等萄垢綜とし、心理學、

教育鬮蛯の他近{W息}単お經として編み出されたこのスカウテイングわ偉大な

激育瀧でわあるが決して小六ケ敷いものでわない‘これお所謂砿いこな

-)~Ｊ能ｊＪわ多くの人々が持っている｡それお使いこなし得ないのおその人の

認識不足か、努力が足らないからだ。i57Lに剛むぺきことである。

ペーデンパウエﾙﾘﾙﾘが、設話や唱歌や炉‐ムヤ劇お通して少年お'|節lsjtの境

裡に遜いて教育活動に導入したその獣P例ゎ、その箸「スカウテイング・フォ

ア.：j…イズ」お熟讃、翫朱すればよく了解される。

即ち西つの訓繍要目達成のため六つの指導綱目お綱競に織込んで訓育する

のに､説話に､劇に唱歌に‘ゲームに採り入れ或わその基礎的な臘杢の訓

練お蹄ど綱て、時にわその全般的のものさえもゲーム化して施行している。

故にスカウテイング・フォア・ポＲイズのか典､り火のつどいの話」のその

二に､/スカウト教育課窪の擬'1膿でペーデンパウエル卿わ（その作業（註一訓

練作業）の大部分わスカウトゲームお練習している間に、スカウトとしての

經臓お踏み一つ上行われる試鹸にパスするに十分な課程お絡えれば－麺或わ二

級スカウ１゜の徽章お授けられる（註一つまり進級が出来る）

と述べている。

前に述べた訓練要lfiIと指訂熱Mipとお把握してその意義に徹し十そしてこれ

お腿得した'ものわ近代杜會に於て、所謂文化生活お醤むにそれだけ重厚な、

そして意義深い生活お享有しイ丁意義な人生身活を蓬ろ。即ち文明iiit動に

於てわ完全な生活お瞥染未開地に於てｵﾌ其虚に些な生活お築き得る能力お

･何つ&のである，

訓練作業のゲーム化について更に一言するならば、信説法や結索法お嘘翠

に質諏として技術お會得させるための劉一的訓練一理論と資際と云＃よう

､

己活

⑨

（四二

」
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な講義的詰迅主義式な係統立った訓練で少年諸指導すれば、無味干燥でうる

おいも興味もなく、従って修練の喜びのI壷合も薄い。これおゲーム化して習

得させたり、劇の仕ぐさに織込んで演じさせたりなどうるおいおもたせて、

蜜磯使剛面お考慮し、工夫して自然と修練の出来るようにすると、少年達オフ

輿『朱お特てこれお習得し、知らず識らずの間に熟達するだけでなく、これに

より發起した修業の意ｲﾄﾞ【わ－屑躯固のものとなって發展し、軍に鍵iiifとして

の修制iおも厭わなくなる。そして精iiiil的にも獄１F的にiLそのことが、如何に

試會生活に有用な關迩お有っているかも了解する。

この指導方法の木質お質施するに富b、隊長わその深い意固お畦自身の肚

に置き、何食わぬ顔で少年達おその手段の中に没入させるか、たか海か暗示

示唆お輿える程鹿で彼等自牙自然と'悟り倉得するようにすることが肝要

である｡｢だから斯うしてわいけない」とか「だから斯うすべきだ」とか「故

に云殉」と云うような垂訓的、訓Illij的な所謂i;jiMiH的一沿読的調わ探らぬこ

とである。隊長わ波等が自主的に身お以て、その正しい判勵能力:潴溌i揮する

ことに協力-jFj1Lぱ足りることお、ハヅキリ認識すべきである。

ペーデンパウエル卿の資際訓練方法の瓢:例沿スヵウティング。フォア．領

=イズによって二三次に翠げるから、我が才罐(者諸氏わよろしくこれによっ

て本訓麟法のコツお會得して、大いに展開活)Uさた度い゜

Tｌ

キム（かｒＤ火のまどいの話のそ③－記戦）

拳1）ルドヤード･キプリングの「キム」の話わＢｏｓのｲﾋ事お知らすにゎ

適徴な一例である「キム」と云うのわ略名で本徽わキムポール。オハラと云

い、印度に於けるアイランド聯嫁附の－兵曹の息子であった｡雨親わ彼の幼

兒の折り亡くなり、彼わ印度に幕してv､た賛しい伯母の世話になった。

遊び女達わみんな土人であった。で、キムわその土地の言葉お話し、その

風俗代よく通じていた。欝時印吏お掴膳していた－人の老鰹傭と親しくなっ

て、共に印庇の北部お旅行した◎戎同偶然に＄前にその父親が勵していた

卿隊が行.砿中である`、に山,衝つた゜彼がそのキヤムフ・お訪れた時、窃溢の嫌

疑お受けて拘引されたが然Ｌ彼が所持していた身分證明響や、その他の護肢

可
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に依って父親との閥係から、その聯隊が責任お以て被お教育することになっ

た｡

然しながら休日に外出が許可せられる時わ何日でも、印度服お{甑って、土

人の－人となってその群に這入って行くのである。
ＤＣ

やがて彼わ喪石、珍奇物`､商人で父土人との浜引で得る知識に依って、政

府情報局cP-委員であったラ÷ガン氏と知り合になった。、
ラーガン氏わ、キムの土人の風俗脅慨に對・する特殊知識お認めて、政府事

業即ちﾆﾋ人間に於ける一菰の探偵に有益な働きお撃げるであろうと云うこと
お知った。然し彼諦雇う前に、先づ、ｖかに彼が勇敢で吸い意志お持ってい
るかお見る一、この試職おした。

＊2）彼の意志の躯さお試験するために催眠術に掛けようとした。即ちキム
の考えお、試験者の意思に従わしめようとしたのであった。艇い心の所有者

が弱い心の人々にこれお試みることわ出來る。彼の試鹸法ｵﾌ、先づ水瓶お投

出して徴座に砕き、それから少年の頭に指お被えて、キムにその瓶が再び繕
い直されたと想うように暗示した。然しそれｵﾌ失敗であった。キムわその瓶

ゐ砕かれたのお見たので、緋われた率お信じti:かつた。しかし彼わその瓶の,

艦われた幻お見たので一寸一度牢うじ下試鹸者に服しかけたのであったが蕪
しその幻わ直ちに消え去った。

＊3）大抵の少年わ、心や眼お迷わせて、一問題にのみ固悲し緬けZ'鞭の出、

来ないものであるから、成年者わ容易にこれお催眠し得るのが普弧である。
ラーガン.氏わキムの弧固な意志と物蝿えのよいことお知って、更に趣）

小さいことにも注意し記憶することお教えた。スカウトお教育するに蹴って

も、こ鋤わ最も:重要な鮎である。常に何虚にあっても又何日の時にでも掌ぴ

喪行すぺ営事頂である。ラーガン氏わとれお始めるに＊5）種今の誕石が充

満せる盆お彼に一分間ばかり見せた。そして布で被うてその交石の数と種類
とお薄ねた。最初キムオフ二三種しか魁えていなかったし、極めて正確に説述

することも出来なかったが稲々練習の結果直ちに全部記・臆する事が出来た。
更に又他の物品が同じ方法で彼に示された。

而してキムわ、彼が非常に蒜きつけられた－人の立派な老アフガン商人と

國内旋行おした。その商人も亦情報局に働く一人であった。場合によってキ

ムわ彼に代り秘辮に重要使命お果して彼に親切狛鑑ﾌﾞｰ覗がu:}来た。＊6）又或
時にわ土人逵がこの商人お殺そうと謀っているのお知ってその生命率救つ

Ｌ
⑥

HP」

子

、

」
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⑤

た゜熱1座｢}'悪夢に鯉われてｊｌ唯意誠に歩き廻るように見せかけて、キムわ直ち

に商人お殺害せんとしている人盈諏離ｵLてその友人に告げたのであった。

かくてキムお機密吏の一員に任命せられ＊7）秘密の印即ち襟章と獅特荘

合言莱に誤ってその筋の者であることお示す言葉とお授けられたのである。

スカウトわ同志間のみ瓶ずる合印お持っている。

,’臓報局の役員わ印度にわ非撒に多敷である。そしてお互ひに外襯でわ判別
しないので、敵の中にいても互いに認別することが山來るにわ合印お持たね
ばなら左いのである。

或時、キムが汽]ilzで族行している際同じ役員の一人に出合った。この者わ

土人で、あわてふためいて列車に乗り込んで来た。しかも頭や腕に大分負傷

していた。彼わ他の旅人に停車場に馬車お願って来る途中車から落ちて負傷

したのだと読明していた。＊8）然しキムわ、優秀なスカウトの嫌にその傷が

ひどくて:ＷＺから落ちて受けた擦過傷でわなぃと認めて、彼の言葉お信じなか

った。その人が頭に緬辮おしていた時、キムわ彼か持っているのと同じ合印

お帯びていたのお發見した。それでキムわ自分のお彼に示した。するとその

人わそれお見て合言葉お二三會話中に挾んだ。キムも相灘の言葉で返率し

た｡そこでその人オフキムお－偶に伴って来て次の雛に髄EIilした。

/鐘装彼が或秘密の事お漣行していた

Ｐ
■

団

時、政府の敵に發見され、遁ひ廻

されて殆ど殺されんぽかりになっ

たと話した。敵わ恐らく彼が列車

に乗り込んだことお知って彼の行

くととおその仲間に露報で報ぜる

であろう。然し被わ敵に捕縛せら

れずに、或響察官に彼の使命お陣

え度いのであるが、然し砦し既に

彼の來る事が敵方に静告きれてい

た時にｲﾌﾞいかにしてそれお達行十

ぺきか分らなかった。＊9）そこで

キムわ彼に鍵鍵する夫ら注窓し

たり

即座でわ多数の聖乞食が幽門お

F）

席
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巡漉している。彼蝶わ殆ど裸慨に近く、灰で魁お塗り、鎖に一定の記號誌

彩る。一般人からわ非附に聖なるものと考えられて居り、食物及余銭お輿え

てくれるのである。そこで、キムわ土人の樺から持って來た粉と木次とお混

一合`し､友達軸裸にしてそれでMlllil1お塗ってや、、終りに丁度小さな縛具姻潅待

ち合せていたのでその人の額に通常の祀號お描いてやった。更にその傷it粉

や灰で、＊10）一つにわ傷お癒すためと、ｘ一つにわそれ識臓すため代塗り

つけた。頭髪にわプラツシユオ`かけて全く乞食のようにくしゃくしゃにし、

蛤して座挨潴かﾊﾟﾐせて、柑人の母親さえも見分けられないように巧に鍵装澄・

しめたやがて間もなく彼等わ大停車場に蓋いた。そこのプラットフォームに

わ報醤する筈の糠察'蔵がいた。鍵盤乞食わ彼に近寄ると英語でiML鴎された。

乞食わ土人語で悪口お返した。その言葉の中に合言葉お含めていた。勢蕊官

ル印度語が分らなv､ような'恰好ｵﾌしていた屯のユ、よく理解して直ちにその

合言葉から乞食が役員であることお知つだ。彼等お捕縛する虫らに見せかけ

て、警察に同行し、そこで粉に語ったのである。彼にｵﾌ互いに連絡があるこ

とがプラットフォームに居た人々に知られないで、又此の土人乞食わ逃げて

来た情報役員であったと云うことも知られないで、斯くして巧妙に仕事がな

し遂げられたのである。

終に、キムわ更に同周の役風の一人と近附をになった。その人ｵﾌ教育ある

ﾆﾋ人であって印度語で云えばＢａｂｕと呼ぱｵしている。＊11）彼わキムお非溌

に助けて、印liEの北西部境界で敵のＩＨｉ１１蝶として活離していた二人の土管お捕
純した。ｌ

ＢａｂⅧわ壬の二上官達にわ、蕊|唾Iが縦いな地方土人の公厭の支配人であると

見せかけていた。そして暫く彼等と一緒に此の公悔の:代理として旅行おし

･た。斯うしている内に彼わ士官がその秘密評類お何虚に保持しているかお知

るようになった。そこで土人等わ彼等の行李お燕ひ去って、闇の中に逃げて

し溺つた。土人に混って居たキムわ共の荷物お開けて、秘密議類お賑U出し

て本部に届けた。

＊12）キムのこれ等の冒瞼共の他の所業に就て、－識する慨値わ十分にあ

る。何故ならば、それ等わ何れも,、砥。ｓが-1-分に訓練され、十分に聰明で

あるなら自國のためにいかに、慨値ある働きおなし栂:るかお謎明するもので

.あるｏ、

、

紅

回

｡

以上の話によって我々溺先つ＊1に於てペーデンパウエル卿が指謹者に坪

」
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びかけ、最後の＊１２に於て指導者に（勿論＊２及:Ｍから＊１１までわスカ

ウトにも暗示お奥えたことでわあるが）訓練の大切さお告げたものであるあ

ることお知り。＊２わ總ての行爲の淵源である意｣恩の試練であって、＊３に於

てわ指導者と被指導者の意思のU風弱に胴れ、＊イでわ注意力及記１億力の頭要

性お示唆し、＊５でわその練習方法お、＊６でわ察知と氣il噂。＊７でわ合印と

合言葉。＊Ｓでわ観察と推理一勘の働き。:':９の鍵装で奇智の働き。＊10で

わ念救法お、＊１１でお役員としての責`任感と義務の遂行に勇敢であったこと

等お暗示している。

然もこの話わその年頃一ｽｶｳﾄの－少年のj蔵も好む圓嶮心に適合し

被訓練意欲おそ上り、劇に或わゲームに仕組まれる要素お多分に持つ輿'外探

いものであることお指導者わ諒解するであろう。

＊５に於ける注意力、観察力記憶力の練鱈方法がキムスゲームとなって､初

級スカウトの進級課[Iに雄られている理Ｉｉｌ１Ｌ了得さｵしることと思う。

【人殺しお見つけた話】（かぜD火のまどいの話その二記iliji）

（との記述の圃頭に於てペーデンパウエル卿わ特に「注意一大の話の

主意わ事変であって、指導貝が刀。ｓの義務お読明しながら話すにｵﾌ好

適の一例である」と記している）

昔英幽の北部で残忍なる殺人が行わ'1.した。犯人わ主として牧童の斥候（ス

カウト）に依って捕縛され、有罪お宣告されて絞殺に庭せられた。

森林生活法一少年のロバート゜ヒンヅマーシニわllIHi野に羊お飼っていた

が、やがて家路につき謎もない荒涼たる辰お越えて歩いてv､た時、偶然に船

彼わ地上に足お投げ出して何か険ってv､る一人の浮浪者の前$s瓶つた。

狐察一通ﾘﾌﾞｰｶﾄﾞﾘにその少年わ彼の様子に注意した。特に長靴の0時JiMﾐの

釘に注月した。

匿頑一一少年わ足も止めず凝覗もしたかったが、然し、菰、槌りの一瞥で

これ等のこと野もお見て取ったのであった。その男わ少年お注意するに足ら

ない諜殖の子`供だと思ってv､たので、一寸も鉱に留めなかった。

椎|新一少年が自分の家罰流、六腿と式５:lllLl111l1iに差しかよった時、大勢の

人盈が小屋お取圏几でいるのお見た。その小屋に一考婦人が殺されていた。

彼女わその小屋に住って居たのであった。加鰐者に就ての嗽わ様堯であつ

｡

図

⑩

函
〃
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人殺し詮見つけた少年曰『～￣～
一句

Ｐ

６

光。そして縦疑わその地方潴雑椋したり、或わ自分の不正行爲鋸密告する者
詑譜趣して栃復していた＝四のジプシイの群に専らかけられているようであ

った。

少年わこの話お附くと同時Ｋ、その小屋の小さな庭に特殊な足跡お蕊見し

た。靴の鋲跡わ先剰曠原にいた男の長靴に認めたのとしっくり合うので、彼

ｵﾉ自然と次の様な推断お下した。ロl]ちさつきの男わとの事件に何等かの關係

お有っているだろうと。

義侠－－惨殺されたのわ噸る庭Ｍない老婆であると云う事斑わ、加諜者に

對してかＤ少年の義侠的感'勝北むらむらと喚起した。假令その犯人が何ぴと

であろうともｏ

勇氣－|凱己訓練、敏捷一そこで若し彼が通告すれば犯人の一味lfI2鴬わ

父彼お殺すであろうとわ知っていたが、一方に於て被わ恐怖お技けらち、即
Ｏ

刻瞥部の虚}こ行き、庭にある足跡とその足跡お印し・た男お見出した場所等お

告げた。

健康とカー砿原にいた悪漢わ犯罪地鮎から可な、遠方に逃げ､､ぴていた

痕

Ｐ
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ので－然も誠にも認妙られず（この場合唯一少年お除くのﾀﾄ）一安心し

切ってし､た。そして少年が犯罪の行われた場所に行き、更に巡査お伴って、

彼のいる虚まで引返して來ようなどとオフ夢にも考えていなかったので、特別
注意もしていなかった。

然しこの少年わ弧壯で且つ健康な山家育ちであったので、足わ非Wfに達者

で且つ早かった。それで人今わ容易にその悪漢お兄11}し捕縛することが[H来
た。

U■

その悪漢わウイリー。ウインクアと聖くってジブシイであった。

彼わ裁判の結果有罪と決まり、＝ウギヤスルで死刑に塵せられた。彼の肥

慨わ殺籔腸附近の絞首台に礫し屯のにされた｡これわ徽時の哲,脳であった。

そしてその絞首台わ今日でも現存してv､る。彼の仲１冊なる二人のジプシイｉＬ

窃盗罪で捕えられて＝ワキヤスルで塵刑された。

親切一然しその少年わ絞首台に鵬されている力１１群者の屍お見たとき、厨
胞の死お悲しむ'儒が胸に濃る上お斑えた。

人命救助一然し判諏わ彼お呼びⅡ｣して、同１１mに封･し彼が識した燕行爲拓

瀞讃した－即ち斯くの如き危戯性に億Jbる犯人おこの世から除去したと云

うととわ、同國人の生命お幾つか救ったことになるのである。

義務一判躯わ云った「君わ譜一個人の危倣'し苦痂も願ずして義務お窪付

した。然しながら巡査お援けて正義お行うことのみが王に對・する義務だと考

えてわいけない。義務わHI分自身おどんなに犠限kに供しても、假令そｲLが己

れの生命お放棄してかL・らればならぬことであっても、之れお遂行しなけれ

ばならぬものである」

手本一斯くしてその少年わ、人に教えられないでｎ.愚としての義務お
総て途行したのである。

彼ｵﾌ次の様なＥとお練習した－

‘森林生活法

覗察、人に鏑付かれず》こ．

推断

義侠

義務的狐森

忍耐

親胡

Ｃ

、

ひ

⑤
Ⅱ



-８５－

その少年わ自分のした行爲が、後年に至って諸君が義務お行うことお習う

際に、模範として翠げられ様とわ、夢腫だに考えなかったことである｡同様

に諸君の行爲も後になれば人点に依って批判され、又手本として學げられる

こともあ愚と云うことお忘れてわならなv､。さればいかなる場合に於ても正

しく自己の義務お途行することお努めなければならない。

１以上の話わその含む極角の教育的便値がそれぞれハツキリ示されているか

ら、Ｂｏｓに於ける「話」と云うものがどんなふく熟お有っているか、どん

な話おなすぺきか、どんな風話にすべきか、その方向およぐ示唆している。

少年逢わ「話」の興味に惹れて、その話の中に含まれている教育目的の|盾

示に乗って、自分もそうあり度いとの念願と、そうすることの出來得るよう

になり度いとのあこがれから惨､iに努めるであろう。

「人殺しお見つけた話」の中に含まれた割諏項中ペーデソパウェル卿がゲーム

化した例お、訓練目的事窺のゲーム化I閏i例として、次に記載して、#霞尊者の

参考に供する。

足跡發見（註一とのゲームわ注意力、淑察力、記憶力、推断力の練磨であ

る）

Ａ班の釜貝お座らせて足お上げさせる､(註一座して雨足お揃えて或いわ多

少開いて虞直ぐ゛に前方に出し、地面につま先きとか入とお垂直に立てよし

よｖ､）要わ靴蕊がハツキリ見えればよいのである。Ｂ班のスカウトに約三

分間これお研究させる（註一証れの靴裏わどうなっているか－どの靴裏

の絡向わ誰れと狐察して記憶する）約三分間の後Ｂ班のスカウトお部屋或

わ見えなｖ､所に去らせる。一方Ａ］J1；の中から－スカウトお選定して迩醤な

地面にその足跡お附けさせる。そして其のスカウトおＡ班に戻してから、

乃班のスカウト』綴一人宛呼んで、その足跡おｈぎせて羅列貝に小騨で誰の

であるかお告げさせる。すんだ&のわすまないものと離れた所に置（｡(註

一とのゲームわ對班ゲームであるから次にわＢ班とＡ班の立場お交代して

やる。そして正確な答の出来なかった者の少ない方が勝ちとする）

盗人足跡看破…

知らなv､人にＩＨＩ｛んで、その人の足跡おスカウトに見せないようにしてつけ

て貰う、その足跡おスカウトわ十分間研究する。

駒

LjU

,

ｒ】

】
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再びその人獅八人な、十人なりの人々の中に入れて文る亥る歩かせて足跡

おつけさす。そして少年達にそれお剣定させる。各スカウトわ光に足跡おつ

けたのわどの人かお燕ﾘﾘ員に代る代る低蝉で報告する－－列縦隊になって

v､てその番雛順で癖判員に陳述するのである。正確な答えおしたスカウトが

勝つ、若し正しv､答おした者が一人以上の場合にわ足跡の価お記,樋に依って

描かしむ。妓もよく描いたものが勝つ。

足跡發見の他の興味ある方法として追跡ゲームが出來る。銭に記載した心

のｵﾌ追跡ゲームの例であるが、これた齋しい方法で足跡による追跡ゲーム
が示される。

追跡ゲーム

野兎おお放す－これわ一人の光發スカウ]､が徒歩でもよければ自l鯉車で

もよい。ポケットに胡桃のカラ、色紙片、釦など－杯に入れて遜営後から

それに依って追跡の川來るように少しづ上地而に落して行く、或わ白墨識

以て壁とか門柱とか鮒遡、街燈、木等に班の記號お方々に描きそれに依っ

て班に逼跡させてもよい。班わ後からこのサインおきれいに消してゆく、

久他の道標例えば用のない猶お示す印おつけ、或地鮎に手紙お隠しておい

て次の曲り角まで方角お知らせる。

以上のやり方おトラツキソグアイオンと云うものお靴底につけるか、或わ｜
普邇の靴の踵に特に１２l印しになるように鋲お打ち、それお履いたスカウトお

鹿として先發さ社、班わこの鹿狛その足跡により追跡する。足｣則xの外にわ前

述の追IljIiゲームのような詞卦りになる屯のわ殆どない。然も鹿わその長足話

利として自由に111野お駈け廻るし、場合によると跳躍して足跡お草原中に絶

つこともある。

次にキムの話から出て来たキムスゲームも、野外又わ市街で行言づりに地

１１ｼUや商店の飾窓の中の物等潴見させて行うことも、個人ゲームで咄對１６ロピゲー

ムにでも出来る。

要わ一つの方法にこだわっていないで、どんどんそれお活用雁用し、新鮮

なものにしてゆくよう腿開、護展きせてゆくことである。

③

]

③

⑬
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【鮒鋒］

アメリカの班長ハンドブックから

nmHi11に閉じてわ、第一章に於いて詳述したが、更にその質際１hKJ蓮ﾉｷﾞﾀtｵs麓る

とき`我國に於ける過去の質･情に鑑みて(35-36頁参照）スカウテイングわ、

像長（スカウトマスター）が同情と能力ある指導によって上級班長（シニア

ー。パトロール・リーダー）又わ班長（パトロール・リーダー）お指導し、

それによって班長力迦員お導くつまり班長お通じて班員に教育お浸透さ

せると云うことお、よくやり得るかどうかに危倶の念なき蝿得ない。この法

則わ、スヵウテイングの原則であって、如何に､Ｂｉ制が立ilﾛﾐに出來、進級制度

及び技能章制1藍が行われても、この原則お採らなければ､`頂のスカウテイン

グわ行われない。

どの原則の採用わ嘗ての多くの我國の指導者の観念から云えば著しい不安

があるであろう。それわ、それまでに､畠長（寧ろこの場合班長と云うより少

年と云う方が適切であろう）お信頼し得るか否かにあろう。スカウテイング

わ、少年お信頼し、少年の手によって少年お、。Ｓ教育の抱く計１１青目的え蕊
Ｌ

<ものであるから、彼に對する信頼が出來なければ、眞のスカウテイングわ

行われない。然も再建Ｂｏｓ仁於いてわ、この原則の憧施お至上要請として

いるｃ

因て裁にアメリカの班長ハンドブックより「、ﾐ長及びその任務」の一章の

雛諜お、本書第一章で述ぺた班長教育の意義と、その重要さお再確認する意

味で蝉戦して置く。、１

次に班名の名付け方に付いても、我國のそｵL】1つ、例えば動物名お用いる場

合、唯與に「牛211」とか「lIminI」とか、その固有名詞一色･に、然も劃一的に

使われているが、これももつと活動性お帯びた形容詞お付けたもの即ち「吠

える狐」とか「とぶかもしか」など上する方が深味があり、彼等の心理庭一

｡

1房

[」

「
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厨適合するから、其の他の名付け方と共に前記ハンドブックから寵痩の名付

け方の頂おも航謀して附随させた。

この二つの事ｺﾖﾏわ、スカウトマスターが、シニアー。パトロール。リーダ

ーなり、パトロール゜リーダーに對して前者わその心構えお中心に、後者わ

その選び方につき、それぞれ親切に話しかけているもので、問題の重要性、

取り扱い方，指導振りなど何れもよくその消息がうか堂われて、我が親愛な

る指導者諸氏によき参考となるものである。

問このアメリカの班長ハソ15ブック全鐸が、近い將來に於て木1脚胆（日本

に於ける翫課胤蛎有者）から蕊行される筈である。

己

け

■

【班長及び其の任務］

貿君わ班長に選ばれた。

お芽出度う１

貴君及び識の班員の前途にわすばらしい数々の時力特ちかまえている。即

ち数々の面白さ、冒嶮、仕事、そして、世界Iliで最も賢いもの一つである虚

の「友情」です。立派な班わよき同志のグループです。

「すべてわ「人のために、一人わすべてのために」－どんな場合に直面し

ても互いに肩お列べている眞贋の単位です。

賢君わ班長であることによって出来得る限りの樂しみの滿足お得;なさい。

然もこｵT等一つのものわ手軽に求め得られるものです。だが忘れてならぬこ

とわ－よき班長の一瞬も忘れてならぬことわ－それだけに止まることで

わ決してないと云うことです。

貴君の班員のすべてｵﾌ如何なる性格の‘のに賓現されるにしても、班の形

成にわ決定的の要素になるのです。その間に於て、同時に彼自身わより眞笹

な…に成長するｶﾄ然し最上の琿又論信頼わ貴君のものです｡賀詞
の指導、自分及び班に對する貴君の理想スカウトとしての貴君の態度及び

模範、グループに濁すろ賀詞の同'情と理解等わ一個人的叉わ墨臘としてわ

、

６



己
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他の班員に取っても非常な相違お來たすのです。

どんな班でもよきリーダーの下でわ、正しい班になり得ます。定すから班

長さん１最初から貴讃の任務の眞随に眞正面からぶつかることが肝要で

1-。

どおゆうものが頁き班長に必要か？磯

左あその一つわよきリーダーわ自分の班お非術に信じていることです｡彼

わ前以て次のことお|当1分の心眼で見る侭けの熱と信頼お持っています。即

ち、スカウトの宣誓及び法規に従っていて全般的に優れているスカウトによ

って成立っている隊中の最も僅秀な班であり、且つ、獣えず進歩する班であ

お・と云らことです。

、彼わこの理想とその可龍性お自分の心と胸に非常に亜ﾉjに植付けているた

めそのことが彼の凡ての言葉、行動等の背後にあり、且つ、それが直接の原

動力になっています。そして彼力鍛初に知ることわ他の者も彼と全く同様に

思うようになると云うことです。

熱と云う屯のわ傳染的ですから殿君が、自分のスカウトより最良の刀お期

待してLくるならば、これお質現するにわ、銭も優ｵした方法でする。

或る時。或る隊長が一人のスカウトに向って「何故識及び他の班負が、班

長に濁して、斯くも熱心に叉忠鐵に彼の依頼又わ欲することお無條件に従う

のか＿と訊ねた。､するとそのスカウトわ、一寸と考え込ん汚後「私にわ、ば

つきlうそれわ、判りません。併し多分それわ、恐らく我々自牙屯彼のように

なｂ度いと思うからでせう」と答えた。

‘との答えが、要するに問題の鍵であると同時に、次の鮒に灘<のです。即

ちＪ正しいリーダーわ又正しいスカウトである」と云うことです。

セカンド。クラスかプアスト・クラスえの進級に開して何等關心おいﾅﾐか

ないようなnlL長わ、恐らく伸WIli若しくわ逆戻りするような班お持つでせう・

班詣丁度列車のようなものです。エンヂソが蓮蝉されている間わ、列車釜

指

」

、

」
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磯ｶﾞ、進行するが、若し休止すると列車釜l§１屯止まるでせう･龍一脱線詞Lぼ

列車全膿わ破壊されるでせう。

貴就わ班と云う列車の機關車です｡賢君が先きえ進めば､班員も同様に進
むでせう･鐡諦力羽孟止すれば同様に班員7L止まるでせう。萬一貴君力添続、

不ii冒意、無關心或わ他の理由で脱線すればiﾐﾋ君わ班の破滅に遡掴するでせ
う。 煙

スカウトクラフトのリーダーたれ

／

大磯貴君わ「×カウト・テス]ﾄ」に付いてわ、１ｌｂの班員よりも徹に少し先

え進むように欲するでせう。リー薮一に坂ってわ「ゴー。オン」よりも「カ

ム・オン」と云う方がより客:易であり、且つ、i#ik果的でせう。鐡矯力沙し

進んでいれば､他の者'L賢君に鑓いつくことお欲ﾌﾞｰるでせう。貴君がグズグ

ズすれば、恐らく他の者も同様グズグズするでせぅ・賀沼･わ、前の例のよう

に班員が同じような人になり度いと欲しているように班長にもなり度いと欲

していることでせう。藷し賢君自身がスカウトの進歩及び任務の全般に亙っ

て、元氣と、進取と、忍耐と抱負とお示すことが出来ればそれわ容易なこと
です。

・最初から自らイーグル階級お得よウと決心した班長わ、頂上まで彼と歩調

お合わせんことお欲する班お見出すでせう。こ上に於ても同様に熱わ伸染的

のものであり、一人といえども登り路より塵されることお欲しないでせ５．

田
拍
ぴ

スカウト精赫のリーダーたれ
〃

不磯嫌なリーダ-わ、不|蝿MEな班お受持ち、又わ恐らくそうなるでせう。

然るに例えば任務が困難でも喜んで、又わ熱お持ってそれお果す蛆かなり-

度－わ、多分、l襲鳫がどんな時にでも頼ることの出来る班お持つことでせ

う。そしてその班お持つことわ、リーダーとしての誇りでもあり且つ指導す
るに満足お得るでせう。

副
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貴君が自分の力の及ぶ限りスカウト。ロ－（おきて）に従わんと眞Y避な蕊

力:$s貴君の、;に示し、又貴君がよさ行いお本l]の義務として眞質に収扱い、

且つ「肉腿的にわ強健であり、締iiiI11的にわWill勘せず、又道徳的にわ正し<」

自分自身で従い、又それお守ることｵっ同様な行いおす為ことわ、やはり仕w:｝

変のあを'ことであると云う熱度お他の者に|肩宗する結果になる。それが貴君
に附與された信頼の大部分の一つです。武君･がスカウテイソグ指導おしよう

とするなら先づ自分目芽が徹頭徹尾スカウトの理想に従うことお知らなけれ

ば、恐らく不可能です。貴君力槙賛なリーダーであｵTぱ班員わ仕事艀けでな

くスカウトの内部糖iiill仁於いてさえも賢君の指導お仰ぐでせう。

ｉｎ
■

卜

班長はよき理解看て`ある

しばしば我きわ少年が年長者のことお「あの人わ理解力がない」と云うのＩ

お開く。質際にnK長としての貴君の重要、且つ、憧際的任務わ「理解」する

ことです。要するに貴君の班員達の糖iiii1と心に出来る限り接近し、彼等が貴

君則り同'儲お感じ得るように、そして彼等が全信頼お貴湫に奥えるようにしな

ければならぬ。勿論右のことわ早急に蛮現されるものでわない。これわ時間

と忍耐と熱心な思考の問題です。叉しばし沈獣お待つことお意味することで

す｡貴君も自分の髄鹸から承知のように、もし第二者力籔君の用意が出來な

い前に貴君の信頼お鰻要しようと詞しば、貴君わ蛤のように固くとじ込んで

しまって再び開くまでわ多大の時間お要することでせう。時間さえ到来すれ

ば、若し貴君に虞のリーダーとして十二分の蚕格があってluB要に雁じil愛助お

輿えるために待機していることお、言葉以上に貴君の様子と態度お以って各

班員に理解されるように力め、叉撮it君の忠質さと同情心潴彼等に感じられる

ようにﾌﾞﾂLぱ、貴君わやがて各々の目發的信頓おかちえるでせう。その曉Yこ

わ、貴君わ幸禧になり得るでせう。何故かと云えば貴君わ自ら虞のリーダー

であり、又わ虞の友達であることお如俊に示したことになるからです。

彼の班員お理解する班長の眞質に鋤､する試金石の一つわ、言はＥ彼等の心

田

齢

」
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持ちの内部に入り込む彼の力であり、特殊の場合に或る少年がどう感じ得る

力ばかりでなく、何故そう感じ得るかお知り、又、如何に彼わ行動するかば

かりでなく、価戊彼わそのように、行わなければならぬかお、注r[す湯こと

です。

この理解力に閉する問題に付いてwわ、鐡君わもし各少年の家庭お訪問し、

出来るだけ彼等の背景両親、學校、仕事、菅'慣又わi趣味抱負等につき知る輝

けの手数お取るならば非常に助かることに気が付.〈でせう。

すべてこれわ多大な時間と如才なさと、努力とお要するが、併しそれわ班

長としての任務の一部です。虞に理解し得る班長のみが彼の班員お指導し得

るのです。これまでわこれでい▲のです。併し簡箪に考顧すべき化の黙が

少し残っています。

田
』

、
Ｉ

活溌な班

さきに班お汽車に例えたが＄どこえも行かず又的地も、時間表もない汽

車わ全く無用なものであると同様班もそうです。活溌な班、即ち潟し得るも

のが多数あり然もそれお果す澱定表、一定の１ｺ標とに1酌お持つ班のみが虞に

生きた班です。

そしてこれ等の船に付いて班力槙に生々としていることお見定めることわ

班長の任務であり、然もそれわ、大きな仕調であるのみならず激勵的であ

り、又;興味のあるものです｡彼わミーティングとプ戸グラムお計霊し「グッ

ド・タン」と諸泰お調べ少年達がスカウテイングに興味お持ち､又進歩する様

なあらゆる方法と手段お考案する。それわ要するに確固たるものお煙現し、

叉絶えずその慢現に;從堅､:して多少たりとも重要な存在によるためです。彼の

指導に委ねられた班の組織者にわ、幹部として及ぶ限り責任お負わなければ

ならない。何故なら誰ミー数人の計陸一が、彼がその任務お浦足に果し
得ることお信じているからです。

Ｐ

凡

Ⅱ二

Ｉ

Ｌ
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指導お分擴せよ

勿論すべてこれ等に付いて班長わ、すべてのものお詩霞する。こｵしわ、他

の者に構わず激べて彼の欲する茨坐果すように命令する虚の軍なる親分お意
'

1朱するものでわ断じてない｡班長としての貴君の責Ｉ圧の一つわ班員の指導精

iiMlお訓練し助長することです。即ち彼等倒身でやることによって物ごとお習

い、叉物ごとお計霊してそれお最後まで通行し得るよう手助けして、すべて

試みられることに参加するだけでなく、その成功に熱心であるように仕向け

なければならぬ。それわ、要するに鐵潜自身又わ貴君のアシスダソトが勝手

に決めたからでわな<、それわ彼目牙がその質行お欲すると同時にそれおす

ることによって樂しむからです。記'臆しなければならないことわ「サアやろ

う」であって、決して「サアやれ」であってわならないことです。

、

班お全艦の－吾１１

『
一

nＦ

O閂
ｂ

班又わ班のtl頚に夢中になつ7ご、時々、班わ全艦としての隊に對して一定

の責任と任務があることお忘れる班長がいます。

指導わ決して一方的の＄のでわない。各方面に直面し、又それ等の線に於

いて活動すべきものです。

もし貴君力轤けIEiの班に對して完全な自信とそしてその成功の大志お持って

v､るな動ぱ､澱君の班が隊の活動､作業､遊技等全般に渡って積極的且つ活
溌に参加することに大きな誇りお持つでせう。賀詞･わ斑君の班員がことごと

く|象の種W%合毎に出席するだけでなく、隊の行っているすべての｛壷lTに自ら忠

鉦且つ熱心であり、鐡君の113t長又わ他の班と全面的に協力し、そして最後ま

で奉仕、親交、協同お進んで奥えることお欲するでせう。

'

,侭

班お代表す識

l難iEl:わ像の班長曾議仁於いて班お代表し、そしてその愈議に對して班の全

」
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責任お負うのです。この會議に於いて貴君の11駐長J〔び他の]DK長と共に全艦と

しての陵の活動訂譲お立て、陵の諸問題お考えるのです。こ上で貴君わ班の

杜譲お蛮行するについて適切な指導と援助お受げづi指i導者會議の精祁と|象に

對する1象長の理想や希望等鮨、積極的ｎつJllK質な単IiiEである班に鱒えるであ

ろうｃ

IF
寳際問題

然しnIK長としての貴君の特殊ｕつ個人的な任務にもどりませう。貴調｢の前

に横たわっている任務の大きさに購いてわいけない。それわ大きな任務であ

ることに間違い均ない。併しそれわもし適切な方法お取ってそれお行いなが

ら學ペl笈賢電わそれに耐え得ることが出来るのです。だが忘れてならないこ

とお、例え従うことカネ可能であることお兇|出しても、又』､何なる場合でも

班お従わせることが出来なくても貴君わ絶えず理想お,保持しなければならな

いことでれ「失敗でわな<低い目的海最もさけなければならない」「若し灘

君がやれると思えばやれるのです」

忘れてならない重要なことわ、班員お愉快にし、又班生活に瀧足するよう

にするの力潰君の任務です。この楽しさこそ他の大部分のものお伴うので

す。「幸iii高な市民わ善良な市民です」と云われています。同嫌に叉jii快なス

カウトわ立派なスカウトです。ですから資識自身と他の者のために楽しみお

第一の目的としなければならない。即ち利己心に韮いた梁しさでわな<－

これわ頂a費の楽しさでわない－奉仕と友愛に基いた虞の梁しさでなければ

なりません。

賞讃わ一時的に丈夫で、I機敏でそして感じやすい少年達のリー変一です。

彼等'おI楽しい興味お持った熱心なスカウトにし、そして彼等がスカウテイン

グの大理想に出来る限り従わせること力韓君の責任です｡

この任務に濁し全力おそ`上ぐと云うことわ、信頼と責'圧に-(一･二分侭する仕
事です。

｝
町
型

@

潟
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貴君と同様な少年で虞の班長であるペソシルバニア州フィラデルフィア市Ｕ

のジョン．ゴル会ス。インネスの害いた班長の,信條お此虚仁傅えまぜ５°

班憂の信蝉

私巾私の班に旺盛な精iilIIijis啓誕致します

「私わ絶えずにこにこする。私ルド班員のよき友になり、何時でも彼等に奉
仕するように心がける。彼轆わ私が何時でも新しい歌、新鮮な趣向、或わ蕊

お期待し得るようにして我々わ風に四十人の盗賊のように親密になる」
私巾努めて進級す』場ようにする

「私わ徐身にテンダーフツトからセカンｒ・クラ系。フアスト・クラスそし

て歪メリット。バッヂお趣てイーグル･ランクに進級する。それわ他の班員

が同様な行動に出る逝標或糺鯉惑になるからである」

私＃９－国一書主義詣勵行致します

「私わ一日一善主義お、私の一群よいネクタイの様に特別の場合だけに使用
すると云う上とわ絶對にしない。同様}こ私わ一薯の後わ自動的に見付けるこ
とおやめたり、又行いおTl'止するようなことわしない。私が一日一善詣変行

したから最早iin母の1,鏡お且附け出して上ldrたり、或わ母の代りに冷赦庫に

氷お入れて上げたりすることおしなくて$よいと云うことにわならFい」
私７bスカウトの誓約と法則に従う

「私わ忠箕でなければならないことお常に記憶している｡そして例えピルが
どんなに悪戯お私にしても彼躯且損うようなことわせぬ。私わ例えそれが苦

浦お臭えても、又わ反抗したり、皮肉お云ったり、或わ環に不平お云ったり
することが'快い＄のであっても、絶えず岨にする。時鋳時間鞠さいて、幽に
對する私の義誘わ－魁何お蔵味してv､るのだろうか（それわ場合によってわ

不注意にこぼされた屑おかたずけることかも知れない－誰れがそれお知０
ているだろうか？）えわ他の人為や、祠Iに對・する私の義務ｵﾌ何んであるか

（私自身のために教愈え行くことであろうか？）等お私わ考えて見る。更に敬
帥に鮫v､てくるものわ、私鐘の燕友である清潔石ある。それわスカウトの法
則の一部であることお記Mnして職に石鹸とよき友となるようにする。手や首
にも、制服と同様に効果のあることお忘れずにその積りでやる。

代りのテースのラケットがどんなに欲しくて、然も銀行にそれお買う以上

の貯金があっても、私わ我慢して節約の途おとる。こんなとき私わむしろ、

十の貯金輌更1'こ殖して口笛潴吹きながら我が逝孵踏んでゆく０

斜

や

図

蝉

」
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私わ常に信魍されるｋうに努力する。そして私区,隙長;卜愈.什・やハイキンク･

の場合に私が時間お守ることお期待１１l来る」

私７b班鈴導く

「私が獅長であ１１斗｛〒班風のすること、又彼蝶の振郷いに封してわ、黍部

臥が賢舵お負わt､ければならぬ＝とれ記憶している。そＬて彼等が私の柑導

』確渡に鞍束するように手段お談じる。班のミーティングや責任お持たせら．

!しる部分の隊のミーティングに剥してわ、私わ入念に計錘お立てる。すべて

の班の計職や餘與に付てわ、私わ蔵極的に興味お持ち。そして班の仕難塁部

に封し公平な負携お持つ。私わ私の班の次長に剥してわ、公平お期するよう

に努力し、そして、私のⅡ:１來る限り班の取扱い方お教育する。班奄貝の能力

お常に注意し、そして隊及び班の仕事に彼等が容々群輿するようしばしば要

求する」

私端私の仕事お計悪する

「有力なる管理者又わ指導者になる方法ｵ,唯一つしかないことお私わ知って

いる。それわ先づ何おなしとげつつあるか鞠知り、それおどういうふうにし

たv､かと云うことである。隊I'､次ｌｌｊ１の愈令･埒やる砿､劇､ゲー･ムに付いてトム

とジョンにやって燐らとどや、そして一級”テストお金部完了するにわ、ど

うしてフランクが急救法おパスしなければならないカユの誌明等の用意が確濟

に出來る迄私わ班の倉合お開かない」

私巾寛大であって功詣歸すべき虚にｿｂそれお輿えるよう努力する

nHllmllの言葉以外に少A下柿元氣づけるものｵﾌないことお私わよく知ってｖ

る。だからよく仕或託やったものにわ、喝釆お胴ろ。仕辨に封し自分の分据

以上にやったものお、Ｗ1.に注意深くさがし求めてその精jiiliIお如何に感謝して

いるかお僻えるように努力する。彼辱の仕轆に鋼してわ、私わその功お自分

のものとわしない。エード､が特に立沢左地''１１１お,作った時にわ、豚の釜貝がそ

れお見て被おほめてやるような機愈お'１%来るだけつくる」

若し上記の、インネス班長の信條が、賀飛のものであれば、非常に結構

です。

さあ!！やりませう

－、よき班長わ常に熱心であり、班や少年に對してわ無限の信頼お持って

い鴇吾

､

1

ｻﾞ

,綿



－９７－

一、彼わ常に自らスカウトの進級几迩お前進し、他の班員も同歩調、域わ力

の及ぶ限り綾いて来るよう激l1iMI-ﾘｰる。

一、彼わスカウテイングの技術わみでわな<llifiiill仁於いても、他お導き、そ

して誠資によき模範お示すよう努〃す落昨ｊ

－、彼わ極力皿負お理解し、出来る限りの鍵１lbと同情お奥える。何故かと云

えば彼わ心の底から至員お虞に思ってい為からである。
７

[班名の名付け方〕
仁

しばしば第一に少年達の衝介で決められる屯のわ班の名孵です。少年のハ

ン}了ブックお求め、、！;動物のリストお作りその中から一つ選ぶ。それでおわ

るＯ

このような方法ご名･孵お選んだ場合にｵﾌ、班にわどう云う意義があるだろ

うか？全くなにもない。
■⑭

名iiiiわ非輔に茄狸なものです。赤坊が１，%腿お受ける場合、その名前に付て

全家族が数週間に亙って、それお話題の中心にして議論さｵしずに行われたと

云うことれ滅曇にない。全家族が色々な椅前に付いてその是非や理由お論じ

た結果遂に何等僻極‐ﾘｰろ力のない子供の名Iiijが決まるのです。それにしても

赤坊が成長してから、その名前が彼の徳Ｍｉにぴったり合っていないことが往

往仁して見出され)K)。だから'''1の名禰お選定する場合、将来班に取って何等

かの意味があり、又班員以外のものわ知らない理由のある名前お、少し時間

おとって考えてわどうでせうかﾜ
ノp

nijl員達によい名前お見出すように注意すれば、何時かわどうにかして見出

し得ることわ確度である.

どうして或る班が名前お得たか

我々がﾀil1っていz或る班わ名前お見'｣}そうと窒し<努ﾉjしていたが､その

機衝が彼等の1i:Ｉﾌﾞﾋﾘの大ハイクの時}ﾆｸ|ﾐた。
Ｃ

彼等が丁鬮木の｢Wお辿ってい患,,キー人か突然占い葉が散らばっている地

い

:！

脳
h炉

,」
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職えさしか上った。そこにわ多く!H恥､足跡が大喧嘩の後お物語り、そして新し

い血の跡わ或る悲話お暗示していた。その眞相おつきとめようと全員わ直ぐ、

そこに集った。そして潅木の枝や地上に落ちていた毛から狐と艤香風の間の

衝突であったことがnW1つた。入念の調在の結果鍾休の間お血がしたＬって

いて、餌食お引きずった狐の後お鎧ウヒとが出来るのお發見した。幸に風の

利お得て追跡お開始した。しばらく歩行お縦けて突然停止した。遥かに向う

から、'勝も夢幻の世界からの不思議な菅の如く狐の鋭い吠躍が聞えて来た。

彼等も尚歩行お綴けて細心のi生意の結果、狐の洞窟の近くまで寄ることが出

来た。そして老狐が凱入者の香に氣札附iﾅながら見張っている間に、仔狐達

が餌お食ぺている様子お見ることが出来た。

この出来ごとが、彼⑳班に、班の名幡一即ち「吠える狐」お奥えること

になった。・

この班わ、この班名が出る度毎に、imE全員力鶴氷の間で最初の狐お辿跡し

たあの日のことお、思い出すのわ間違いないでせう。

もう－つの班の場合

もう一つの班わ面白い方法でその名禰お得/こｄ或る時開拓の餘興として

橋お魔い溝の上に築いていた。それわ一日が上りの作業であり、そして橋オフ

非徽によく出来たように見えた。そこでその班長わ、橘の湿さおテストする

ことに決め、班の全員に橋の上に集まることお命じた。そし蔑事良好である

と思われていたとたんに香がして七名のスカウトと共に橋わ落ちてしまっ

た｡幸い溝わ潤くて少鱸達わ唯膝小個まで水に浸され/このみであった｡然し

同時に班わ「ぬれたモカシン」と命名された。その名獅わ外部の者にわ何等

深い意味お奥えないだろうが､併し内部の少年達にわ無限の意|朱お持つこと

になる。

若し遁當の期間i;Ｉ剤にｲliJ等償値ある出来ごとガ起らないとすｵしば、貴君わ声

っ名前お酸明する必要にせまられる。その時にわ注意深く考慮しなげｵしばな
゛

１，３２せん。

ト

４

轍
臘
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０－

色彩の名前

先づ第一に浮慈考えわ班の少ﾊﾐ達ガ好む色彩お選ぶことでせう。それお班

の班旗の色と同時に肌名に1↓便11｣す為【グリーン､l]ij「ブルーnK｣「グレー班」

わどうでせう。響き*悪くないでせう･

動物の名前

又i当t;1台'わⅢ名として動物の名前お好むでせう。それについてわ次の黙お考

えなければならない。即ち我盈が住んでいる地域、又わ班として育成したい

長所｣S、どの動物が-一番それお代表しているかお考えなげｵしばならない。ロ

ッキー1上|脈に住んでいれば|剴然と徴君わ熊お選占里でせう｡又yDUえ動物朧以外

にわ出現しないとしても、そのﾉ』（或わ甘雛熊お-Ⅱいものが好き－で

あるのために）そ】しお選ぶかもしれない。ブF1リゾ州に住んでいれば鮒又わ

ペリカン鳥メイン州であｵしば鴎又わ鹿お自然と窪ぷでせう。

よく考えて凡ｵしば例えば河馬や犀の名前お班につけることわ決って不適當

であることが見出される。それｵ)貴鴻逵の住んでいるjjfにｵついないから、又

その意義についてわマア……恐らくカンガルー、レウク､,象も同様に適しな

いかも知れない。償

動物J､名前お班につける場合、ハン1『ブックに示されているあのわ、た陛

例に過ぎないことお考慮しなげｵしばならない。班としてわ適當な名前であれ

ばｲ､lにお選んでもよいのです。使い古さｵした｢ビーバー班｣「アオル班j「ウル

フ班」と云５打緬に執着する必塑わないでせう。個人的要素お力Ⅱ味して「い
そしむビーバー,Ｗいアオル」［周到なウルブ」とI呼んでわどうでせうか。

或お頭に浮んで来たその他の適切なる形容詞お使ってもどうでせう。特色の

ある名肋、班の特長お表わす名前でなければならない。次に少し例お上げま

せう。
Ｊ

１とぶかもしか』鵬の見えるこうもり｣｢さまよえる野上１Ｖ(翼お張る鷲｣~矢

のjjulき鵬」(飛散~j~Zj馬」「通いカワウソ」「静かな豹｜

「眼の見えるこう1ムリ」pllBh暗黒でも小裡お容易に凡１Jける能ﾉｺｌさまよえ

！

Ｉ

「

#

～」



－１００－

ろ野牛」班わ放獅箙に富んで届!）「速いカワウソ」班わ水泳や水難救助の達
、

劒渚なものばかり「静かなる豹ＪＩｌＨわ忍び寄り術にたけている者ばかりいるこ

となどお、外部の人達ｶﾘﾘ1特出来るようにしなければならない。班の搭稗と

して､M20や鳥の名前お付けることわ適切で、はっきりした呼名お示される利
熱がある。

木の゛名前

土地の樹木も班の名解お暗示し得屠,。「松木Ｈ１}：オー)有行であり、そして「ユ
ッカ班」「セコヤ班」「ヘンムロツクnlli」’ドツグ･ウッド班」等わ皆よくきこ
える。そのリストお塒すのｵﾌ悶靴でわない。[樺班」「ひまらや杉班」「栗の
木班」「かしわ班－１等痔。

星の名前

或尤又星座や里や惑星Ｄｆ１解の方が心お葱<かも知れない。

「アルゴール班」「。戸ナ班」「オライオン〕qllu11rラゴン班」等々ｏ
種族叉わ歴史の名

今迄述べた打前わ皆Ｆ１然に關係したものであるが、其の他の方面からも班
名お見出すことガ出来る｡民族又才､雁史からも謂前の晴刀<お受けることが出
来る。例えばｒ海蛾」｜パイキンス」開拓者」わどうでせう。又わインデア

ンの種族名お供ってわどうでせう．「アパーチー」「ブラックフィート」「チ
ユエーンス」「コマソチス｜等々･

人の名前の使用

班の名前の選定について､屯一`つ非術によい方法わ最も琢敬している人々

の名前お選ぶことです。それわ過去の偉人英雄域わiIli存の人かもしれない。

例えば「ジエームス･イ.ウエスト班」のよう1jと班と云う育雌に閑嚇して使川
オーン

してもよい。域わ「催1分の」お「自分の少年」「111分の班」と云う意朱で｢テ
ープ･ウエスト･オーン」のようにコンピネーシ含ソ１－位ＩＩＬて』&よい。こ
こに少し例お上げて綴<‘､

「Ｂｏｌ〕･オーン」「’ソ・ビア－１F｣］し［デニァル・プーン班」←コロンプ

！
…

IＬｑ

Ｊ

＄
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